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　プロローグ





　７月１日。正午過ぎ。

　桃もも井い巧たくみは河か川せん敷じきを自宅方面へと走っていた。

　天気は快晴。梅雨明けはまだなのだが、降ふり注そそぐ陽の光は最早、真夏のそれである。

　走る巧の額からは多量の汗が滴したたり、エプロンの胸元辺りまで濡ぬらしている。

　しかし、その汗は暑さからくるものばかりではなく、むしろ、心の冷たさが生み出していた。

「なんで繋つながんねぇんだよっ」

　走りながら携帯で電話をかけていた巧は、何度コールしても相手が電話に出ないことに苛いら立だち、すぐにまたかけ直した。

　でも、繋がらない。日くさ下か部べ小こ町まちが電話に出ない。

　呼び出し音が虚むなしく重なるたびに、不安が募る。ならば、と小町の弟である尚なお之ゆきに電話してみたが、こちらも繋がらなかった。

「くそっ……」

　巧たくみは足を止めて、来た道を振り返ってみた。

　休日の河か川せん敷じきには多くの人がいる。サッカーや野球の試合で元気に走り回る子供たち、それを観戦している親、手を繋つないで歩く若いカップル、ゴルフの素振りをしている中年のおじさん、犬と散歩中の老人……。

　皆、幸せそうな顔をしている。あちこちに笑顔がある。

　巧も、その中の一員になるはずだった。

　７月１日。

　今日は妹・ヒナの誕生日だ。豪華とか盛大とかは金銭的に厳しいけれど、気の合う友人たちと一緒にパーティーをしてあげるつもりだった。

　ところが、たった一本の電話で誕生日どころではなくなってしまった。



『巧……助けて……』



　消え入りそうな声で小こ町まちはそう言った。そう言ったきり、連絡がつかなくなった。

「なにが……どーなってんだよ……」

　わからない。

　ただ、何かがあったことはわかる。

　小町とは長い付き合いになるが、彼女がこれまで「助けて」などと言ったことは一度もない。本当に助けてほしいときでも――そうであればあるほど――弱いセリフを吐いたりしない。日下部くさかべ小町は、そういう気高い性格をしている。

　いや、小町に限らず、誰だれかが誰かに「助けて」と言うことなど滅多にないだろう。

　その滅多にない言葉を、あろうことか小町から、実際に聞いたのだ。

　巧は再び河川敷に背を向けて、自宅方面へと走り出した。

　小町の身に一体何があったのかは、わからない。

　それでも、今、自分が何をすべきなのかは、わかる。

「待ってろよ、小町……！」

　何がどうあれ、あの小町が助けてと言ったのだから、助けに行かなければならない。

　息を切らして走る巧の頭には、その一念しかなかった。

　最愛の妹の誕生日も、積もる話のある少女――桜さくら井いリラのことも、頭から消えていた。



　巧がいなくなった河川敷では、一人取り残された形となった桜井リラが、まるで彼女の半径二メートル以内だけ季節が違うかのように涼しげな顔で立っていた。

　川の水面を見つめる瞳ひとみもまた涼しく静かだが、心中は穏やかではない。

「桃もも井い巧たくみはどこへ行った？」

　と、背後から声がかかった。

　声の主は秀麗な顔に縁なしのメガネをかけた青年――日くさ下か部べ尚なお之ゆきである。

　リラは振り返らず背中で答える。

「……日下部小こ町まちのところへ行った」

「そうか。姉さんのところへ行ったか」

　尚之がリラの隣に並び立つ。リラは視線を合わせようとしない。

　尚之は何が可笑しいのか、吹き出すように笑いだした。

　その笑顔、ひどく品がない。

「おい、ちゃんと見てくれよ。今のはメガネを上げる癖くせまで完かん璧ぺきだったんだからさ」

「……どうして？」

「は？」

「どうして手を出した？　桃井巧の勧誘はボクの役目だ」

　リラがようやく尚之をキッと睨にらみつけた。対して尚之は肩をすくめ、鼻で笑った。

「俺おれの役目になったんだよ。イージーな答えだろ？」

「……そんなこと、ボクは聞いてない」

「今、聞いただろ」

「………」

「ついでにもう一つ教えてやると、桃井巧の勧誘はもう必要ない」

「……どうして？」

「お前そればっかだな。桃井より価値のある『もの』を見つけたからに決まってるだろ。アイツはもう単なるエサに過ぎない。ま、エサとしてはまだ価値があるけどな」

「……桃井巧でなければ、誰だれ？」

「そんなことより自分の心配をしろよ。お前がお払い箱になる日もそう遠くないかもしれないぜ。なんせ近ちか頃ごろのお前ときたら、リアルの桃井巧に惚ほれ――」

「……！」

　リラは電脳世界にいるときの癖で、懐に手を入れた。だが、ここは現実リアルである。魔法はもちろん、特殊能力も使えない。いや、厳密にはリラの特殊能力――二つの命――は現実での荒事にはほとんど効果を発揮しない。

　それをわからないリラではないが、わからなくなるほど尚之の発言に動揺した。

　尚之がすっと距離を取って、時計を確認する。

「俺はそろそろ『姉さんに移る』ぜ。もう少し入念にエサを撒まかなければいけないからな。お前は身の振り方でも考えておけ。どのみち今日のバーベキューは中止だろ」

「………」

　リラは、普段の彼女からは考えられないほど感情のこもった眼まな差ざしで「チームメイト」を睨にらみつけたが、尚なお之ゆきは「じゃあな」と告げ――フッ、と意識を失った。

　数秒ほどの気絶から尚之が目覚める。

「……君は？　……いや、それよりも僕はなぜ……？？」

　目の前にいる「面識のない少女」と己がいる場所に戸惑い、混乱しているが、メガネをくいっと上げる仕草と話し方には、いつもの尚之らしい知性と品性がある。

「……さあ？」

　とだけ答え、リラはその場を離れた。尚之も後を追わず、腕を組んで状況の把握に努めている。

　歩きながらリラは携帯電話で巧たくみ宛あてのメールを作成したが、途中で消去した。

「身の……振り方……」

　呟つぶやき、おもむろに空を見上げた。

　その眼光は鋭いが、どこか曇りがある。



　７月１日。桃もも井いヒナの誕生日。

　雲ひとつない青空の下で幸せな笑顔に包まれるはずだった、この日。

　桃井巧は、怒ど濤とうの嵐あらしに巻き込まれ、人生の大きな転機を迎えることとなる。



    

  
    
      

　一章　理由





　とある町の片隅にひっそりと佇たたずむ一軒のおんぼろアパート。その二階。三つあるうちの真ん中。表札に「桃井」と記されている部屋から、

「んぎぎぎぃ……」

　という唸うなり声ごえが響いている。

　その唸り声はすぐに、

「んんよしっ！」

　という勇ましい声に変わり、かと思いきや、

「んにゃあぁぁぁ……」

　なんとも覇気のない吐息になった。

　三種類の声の発信源は、この部屋の住人だ。小柄で大きな大きなタレ目をした、まるで子供のパンダのような風ふう貌ぼうの可愛い女の子。

　桃井ヒナである。

　ヒナはまた、

「んぎぎぃぃっ……」

　と、食いしばった歯の奥から唸うなり声ごえをあげて、

「んよーしっ！」

　勇ましく立ち上がり、

「んにゃああうあぁぁぁ………」

　萎しぼんだ風船のようにヘナヘナと崩れて、座り込んだ。

　ずっとこの調子である。この、情緒の不安定さ丸出しの動作をかれこれ十四回ほど繰り返している。

　そしてこの唸り声と雄お叫たけびとため息を「同居人」が目の前で聞いている。

　長ちよう身しん痩そう躯くで、ポニーテールに結い上げた髪と大きな吊つり目が特徴的な美少女。

　立たち花ばな栞しおりである。

　こちらはやけに神妙な面持ちで、

「…………」

　と、黙り込んでいる。もともと闊かつ達たつな性格ではないが、それにしても暗い。ヒナの声も、聞いているというよりは聞き流しているといった感じだ。



　――巧たくみくんには女がいる。

　――相手はきっと小こ町まちちゃんだ。



　というヒナの発言が沈黙の原因だった。それは、あくまでヒナの推測に過ぎないのだが、栞は否定することができなかった。

　栞が巧と出会ってから、まだ三ヶ月。密度の濃い時間だったけど、出会う以前のことはほとんど知らない。

　特に。

　巧と小町がどういう関係であったのかについては、まるで無知だ。

　そのあたりのことを訊たずねようとして、

「ねえ……」

　と、何度かヒナに話しかけているのだが、そこから先が続かない。

「……やっぱり何でもない」

　蚊の鳴くような声で言って、口を貝のように閉じる。そして黙り込む。

　ヒナも「んにゃあぁぁ」と「んぎぎっ」のインターバルに入り、十畳一間の部屋は重い重い雰囲気と静せい寂じやくに包まれた。

　しばらくして、インターバルを終えたヒナが、

「んぎぎぎいいぃ……」

　と唸うなり、十五セット目が始まったところで、さすがに見かねた（うっとうしくなった）栞しおりが声をかけた。

「……ヒナちゃん？　さっきから何してるの？」

「んああっ！　やっぱりやるしかないねっ！」

「何を？」

「んはあぁぁ……でもなぁ、小こ町まちちゃんだしなぁ……」

「ねえ、聞いてる？」

「聞いてない」

「……だよね」

　あっさり引き下がり、口論に発展させないのは、ヒナの性格に慣れてきたからだけではない。もちろん二人が仲良くなったからでもない。

　栞には、ヒナの奇っ怪な行動の意味がおおよそ理解できたからだ。

「んぎぎぎっ」は『巧たくみくんがヒナ以外の女と親しくするなんて許せない！』で、

「んんよしっ！」は『ヒナ負けない！　断固として戦うんだからっ！』で、

「んにゃあぁぁぁ……」は『でも相手は小町ちゃんなんだよなぁ……』だろう。

　多分、間違いない。当たっている自信がすごくある。

　そして、まったくの同感でもある。

　中でも一番共感できるのは「んにゃあぁぁぁ……」の部分だ。

　日下部くさかべ小町は同性から見ても惚ほれ惚ぼれするような、完かん璧ぺきな女性だ。そんな人が恋のライバルだと思うと気分が沈む。対抗意識すらも湧わいてこない。

　その後もヒナは立ったり座ったり唸ったりヘナったりを何度も繰り返してから、

「決めた！　やっぱり戦う！」

　葛かつ藤とうから脱却した。

「……そりゃあね、正直、戦いたくはないよ。小町ちゃん、ヒナと同じぐらいキュートでラブリーだし、ヒナよりもちょっとだけセクシーでエレガントでエクセレント……ふふ、強敵だよ。認めるよ。ラスボス並みの強さだよ。さすがのヒナでも無傷じゃいられないと思うよ。けどね、逆に考えれば、ラスボスさえ倒せばもう敵はいないわけだから、これはチャンスなんだよ！」

　かなり長めの独り言で己を鼓舞し、ヒナは拳こぶしを握りしめた。腰を落とし、片足を上げる。まだ情緒は安定していない様子だが、太たい極きよく拳けん風の妙な構えからは気迫が十二分に伝わってくる。

「――というわけで。ヒナ、敵陣に単騎突入してくるから。止めてもムダだよ？」

「う、うん」

「今のヒナ、阿あ斗とを助けたときの趙ちよう雲うんよりテンション高いから。もう上がりまくっちゃってるから。止めたら逆に怪我しちゃうよ？」

「わかったけど、喩たとえはよくわかんないよぉ」

「……今のヒナ、桶狭間おけはざまのときの織田軍よりテンション高――」

「それもわかんないよぉ。てゆーか、止めてほしいの？」

「んもう、どうしてわかんないの！　これ以上低いクオリティはムリだよ！　でもって、どうして止めないのっ！　ここはライバル同士が奇妙な友情で結ばれて悪の大魔王に立ち向かう的な流れでしょ！　そうでもしなきゃ裏ボスには勝てないでしょ！　それとも立たち花ばなさんは巧たくみくんと小こ町まちちゃんがドッキングしちゃっても平気なのっ？」

　比ひ喩ゆ表ひよう現げんのほとんどは理解できなかったけど、最後の一節はずしりと胸に響いた。

「へ、平気じゃないけど……でもほら、桃もも井いくんと小町さんが、その、そういう関係だと決まったわけじゃ、ない、んだし……」

　語尾がどうにも頼りない。巧と小町が――というのは、あくまでもヒナの推測だ。今はその推測が当たらないことを願っていたい。というか、あまり考えたくない。

　なので栞しおりは、半ば強引に笑顔をつくって、

「も、もう突入とか物騒なこと言うのやめよ？　今日はヒナちゃんの誕生日――あっ！」

「なに？」

　ヒナの機嫌を直すとっておきの秘策があったことを思い出した。

「うふふ」

「キモい」

　なじられても、うふふ、と頬ほおを緩ゆるませて、栞が押し入れへと歩く。専用収納ボックスの奥に潜ませた「ある物」を取りに行く。

　が、その前に。

　コンコン、と外からドアをノックする音が聞こえて、

「ヒナちゃん、栞ちゃん、まだいる？」

　一人の女性が部屋に入ってきた。

　芸術的なまでに整った顔立ちと、漫画の世界から飛び出してきたかのようなスタイルをした美しい女性。

　噂うわさの人物、日下部くさかべ小町である。

「あっ、小町ちゃ――」

　ヒナが笑顔で駆け寄りかけて、慌てて立ち止まり、眉み間けんにしわを寄せる。

「――じゃなくて、裏ボスぅ……」

「……裏ボス？　何のこと？」

「な、なんでもないっ。さあ、勝負だよ！」

　改めて太たい極きよく拳けんっぽい妙な構えをとるヒナ。

　小こ町まちは首を傾かしげつつ、可愛らしくラッピングされた箱をヒナに差し出した。

「よくわからないけど、はい、誕生日おめでとう」

「む、むうう……その手には乗らないぞぉ……」

　とか言いながら、ヒナの手は包装紙を破いている。

　箱の中に入っていたのは――

「うわああーっ！　『ものぐさゼブラ』のパジャマだあ！」

　どぎついピンクと緑という奇抜な配色のボーダー柄で、あくびをしているシマウマの絵（劇画タッチ）がプリントされているパジャマだった。どの角度から見てもオシャレには見えない代物だが、ヒナが愛してやまないブランドの商品である。

　それを見た瞬間、破顔するヒナとは対照的に、

（あっ……）

　と、栞しおりの顔が引きつった。ヒナと小町はそれに気づかず、会話を続ける。

「ぶっちゃけ、これの何が魅力的なのか全然わからないんだけど、好きなんでしょ？」

「好き！　大好き！　この『ぐさゼブ』は二十着限定で作られた超レアものなんだよ！　これだけは手に入れられないと思ってたのに！　あ、でも、高かったでしょ？」

「ま、まあね。心がへし折れそうになる値段だったわ……」



    

  
    
      



    

  
    
      「ありがとう、小こ町まちちゃん！　小町ちゃんも大好き！　最高!!」

　感激を堪こらえきれず、ヒナが小町に抱きついた。数秒前に裏ボス呼ばわりした相手の胸に顔を埋め、頬ほおずりをする。小町も子供をあやすようにヒナの頭を撫なでる。

「よしよし。相変わらず可愛い子ねぇ。少し見ない間に美人にもなってるし」

「そうでしょ～。でも、まだまだ小町ちゃんには敵わないよぉ」

「おっ。お世辞まで言えるようになったのか」

「えへへ……」

（さ、さすが……！）

　じゃれあう二人を半眼で見つめながら、栞しおりは舌を巻いた。

　あのヒナを――しかも戦闘モードに入っていたヒナを――容易たやすく懐かい柔じゆうしてしまう小町の買収テクニックが見事すぎる。

（……まあ、ヒナちゃんの変わり身の早さも見事だけど。あと、ぐさゼブという略し方はどうなの？　いや、他に思いつかないんだけどさ……）

　胸中で一応のツッコミを入れてから、栞は改めて小町を見た。

「はぁ……」

　切ないため息が出てしまう。呆あきれるぐらいの美人だ。それはもう本当に大魔王クラスの美しさだ。ヒナとタッグを組んでも到底、敵わないだろう。

　でも、美び貌ぼうで敵わないことは承知している。美貌だけではなく、知性や性格面で劣っていることも認める。だから、今さらショックを受けたりはしない。

　ため息が出てしまう理由は、ヒナの態度だ。

　桃もも井い巧たくみと恋愛関係になるためには、このウルトラブラコンパンダが最大の障壁である。ある意味、巧本人の気持ちよりも重要かもしれない。ヒナという要よう塞さいを落としてしまえば巧という国は手に入る、と言っても過言ではない。

（その、難攻不落の要塞を小町さんはすでに……）

　攻略している。どころか、自軍の拠点に変えてしまいそうな勢いだ。

（それに比べて……）

　と、我が身を振り返った瞬間、めまいがした。

　これまでヒナが栞に好意を示してくれたことは、ただの一度もない。笑顔を向けてくれたことも皆無だ。完全に見下した微笑ほほえみは何度も向けられるけど……。

　つまり、攻略なんて論外の状態である。すべての砲撃が弾はずき返されている。いや、砲撃などという強烈な攻撃方法はできない。私は歩兵だ。武器はせいぜい竹たけ槍やりだ。小町さんが空母からバンバン戦闘機を飛ばしているのに、私は遠くからエイヤッと竹槍で突いているようなものだ。おそらく要ヒ塞ナにはエイヤッのかけ声すらも届いていないだろう。そして隙すきだらけの私は敵から完全にロックオンされて銃弾と爆撃を食らいまくって……

「うぅ……竹たけ槍やりじゃ無理よ……せめてサブマシンガンぐらい装備しなきゃ……っ！」

　心の声だだ漏らしで栞しおりが項うな垂だれる。

「……栞ちゃん？　何をそんなに打ちひしがれているの？　なぜ畳を叩たたくの？　てゆーか何その物騒な独り言？」

「あぁ、すいません。ちょっとサバイバルな妄想に取り憑つかれちゃって……」

「そ、そう。もう夏だもんね」

　自分でも意味不明なフォローをしてから、小こ町まちは部屋を眺めた。

「しっかし、本当に一緒に住んでるのね、アンタたち」

「ヒナは出て行けって口を酸っぱくして言ってるんだけどね、立たち花ばなさんが漬け物石並みの居座り方をするんだよ」

「つ、漬け物石……」

「三人で狭くないの？」

「超狭い。漬け物石がいるから」

「――はっ。そうか。マシンガンじゃなくても投石機があれば……」

「……栞ちゃん？　ホントに大丈夫？　早く帰っておいでー」

　すっかり牙きばを抜かれたヒナが小町に追従し、まだ妄想の世界から帰還できずにいる栞がブツブツと呟つぶやく。

　常人には理解しがたい状況だが、それでも、この部屋らしい奇想天外な空気が戻りつつあった。数分前の重々しい雰囲気よりも、ずっと、この部屋に相応ふさわしい光景だった。

　しかし、それもすぐに消えてしまう。

「――で、巧たくみはもう河か川せん敷じきに行ってるの？」

　と、小町が訊たずね、

「はい。浮かれきった小走りで先に行きました」

　と、妄想から抜け出した栞が返事をしたとき。

　ガンガンガン！

　慌ただしく階段を駆け上がる足音がした。そして、慌ただしさそのままに桃もも井い巧がドアを開けた。

　服の上からかけているエプロンは汗でびっしょりと濡ぬれていて、いつもはどこか眠たそうな印象を与えるタレ目が厳めしく血走っている。

　巧は部屋に上がらず、部屋の中に目もくれず、下駄箱の上に置いてあるバイクのキーとヘルメットを手に取り、

「ヒナ、栞！　悪いけど今日のパーティーは――」

　と言ったところで、ようやく、小町の存在に気づいた。部屋から飛び出そうとしていた体がピタリと動きを止める。

　巧たくみは呆ぼう然ぜんと小こ町まちを見つめ、同じように三人が巧を見つめた。

「巧、どうしたの？」

「どうしたって……小町こそ、どうしてここに？」

「「「！」」」

　小町、ヒナ、栞しおりの三人が同時に息を呑のんだ。

　三人が驚く意味合いは別々だが、ポイントは同じである。

「た、巧くん……今、小町ちゃんを呼び捨て――」

「ヒナ。ちょっと黙ってろ」

「む……」

　妹を黙らせ、巧は真まっ直すぐに小町だけを見つめる。

　さすがの小町も異様な迫力にたじろいだ。

「な、なによ、怖い顔して。いや、別に怖くないけどね」

「質問に答えろ。どうしてここにいるんだ？」

「大した意味なんかないわよ。アンタより先にプレゼントを渡そうと思っただけで」

「さっきの電話は？」

「……電話？」

「オレに電話してきただろ。それも……『助けて』って……」

「ちょ、ちょっと待っ――」

「何度も折り返したのに全然、電話に出ねーし、尚なお之ゆきにかけても繋つながらなくて、それで、家まで行こうとしたらここにいて……なんだよこれ、訳わかんねーよ！」

「ちょっと待ちなさいってば！　訳わかんないのはこっちよ！　大体、電話って何のことだか……」

　戸惑いながら、小町がカバンの中から携帯電話を取り出した。

　そして、着信と通話の履歴を確認して、

「……えっ……」

　絶句した。

　巧から何度も着信があり、その前に一度、小町から巧に電話をかけている。

　その履歴がハッキリと残っていた。

　だが、小町には覚えがない。記憶が一切、ない。

「……なによ、これ……？」

　小町の声と体がかすかに震ふるえる。ヒナと栞は、頭にいくつも疑問が思い浮かんでいるのだが、雰囲気に飲まれ、それを質問に変えることができない。

　和やかになりかけた部屋の空気が再び重くなった。

　これまでの、のし掛かるような重さだけではなく、息苦しいほどの緊迫感が伴う。

「………くそっ」

　静かに吐き捨て、巧たくみは唇を噛かみしめた。巧には、小こ町まちが陥っている状況がおおよそだが把握できた。電話が掛かってきたときは、事故にでも遭ったか、ガラの悪い輩やからにからまれでもしたかと思ったが――それはそれで大変なことだが――今、直感的に悟ったことは、考え得る限りで最悪の事態だ。

　事故のような偶発的なことではなく「意図的に」仕掛けられたことだ。

「ねえ、どういうことなの？」

　すがるように小町が訊たずねる。

「……小町じゃない」

「は？」

「小町じゃないんだ、きっと」

「私じゃない？　どういう意味よ？」

「………」

　巧は答えず、チラッと栞しおりに目配せをした。

「……え？」

　と、栞には視線の意味がわからない。

　意味を読み取ったのは、他でもない『小町自身』だった。

「噂うわさどおり、頭が切れるな。桃もも井い巧」

　今の今まで不安そうに瞳ひとみを左右させていた小町が、不敵な笑みを浮かべて、言った。

「こ、小町ちゃん……？」

　ヒナが後ずさり、小町から離れる。

　栞は唖あ然ぜんとして目を見開き、巧は逆に険しく目を細めて「小町」を睨にらんだ。

　小町の唇が斜めに歪ゆがんで、表情から品性が削そがれていく。まるでバラの花びらが枯れてトゲだけが残ったような禍々しさが浮かびあがった。

「ま、これぐらいは誰だれにでもわかるか。イージーな問題だもんな」

「誰だ、テメェ……」

「おいおい、答えると思ってるのか？　わざわざネタバレしてやってるんだ、くだらない質問するなよ」

　巧は歯を食いしばりながら、言葉を絞り出す。

「……目的は、なんだ？」

「そうそう。そういう質問だ。テンポが良くなってきた」

「答えろ！」

「やだよバーカ」

「！」

　巧たくみが畳を蹴けって詰め寄る。同じだけ、小こ町まちが軽やかにバックステップをした。

「おーっと。言っとくけど、この体は『正真正銘、日下部くさかべ小町のもの』だ。痛めつけても俺おれは痛くねぇぞ」

「………っ！」

　巧が急停止する。小町は肩をすくめ、鼻で笑った。

「そんなにキレんなよ。これはゲームなんだから」

「ゲームだあ？」

「そう。いわば『誘拐ゲーム』だな。人質は日下部小町。要求は……」

　小町は意味ありげに栞しおりを見て、すぐに巧へと視線を戻した。

「そのうち伝える。ま、楽しもうぜ。どう転んでも俺の勝ちは決まってるけど、それじゃつまらない。その自慢の頭でギリギリまで追い詰めてくれよ」

「ふざけんなっ」

「だからキレんなって。クールにならなきゃ、いつまでたってもこっちのペースだぞ」

「この野郎……」

　クールになんて、なれるわけがない。

　かといって、今はどうすることもできない。

「じゃ、またな」

　ひらひらと手を振って、小町が意識を失った。巧が駆け寄り、崩れ落ちる体を支える。

「小町！　大丈夫か！」

　呼びかけに小町はすぐ反応した。

「んん………私、どうなって……たの？」

「それは……」

　説明することはできる。けど、ここでは言いにくい。

　大きなタレ目をまん丸にしているヒナの前では、言いたくない。

　迷っている巧を助けたのは新たな来訪者だった。日下部尚なお之ゆきである。

「巧、いるか？　聞きたいことが……」

　ドアを開けてすぐ、室内のただならぬ雰囲気を察知して、尚之が口をつぐむ。

　本来ならば河か川せん敷じきで楽しくバーベキューパーティーををするはずだった面々が、奇妙な状況で顔を合わせた。

　尚之がことさら冷静にメガネを上げ、皆を代表して問いかける。

「……巧、説明をしてくれ」

　巧は唾つばをゴクリと飲み込み、一同の顔を睥へい睨げいした。

「ヒナ祭りは中止だ」

　それから、と繋つなぎ、

「今日からオレは小こ町まちさんと一緒に暮らす」

　いつも怒鳴り声が響き、ドタバタ劇の舞台となっている十畳一間の部屋が、水を打ったように静まりかえる。

　いつだって喧けん噪そうと笑いの中心にいるヒナでさえ、何も反応できず、夏の日差しに照らされた畳を黙って見つめていた。

　少し気の早いセミの鳴き声が、無性にうるさく感じられる沈黙。

　だけど栞しおりは、何かが崩れていく音を聞いたような気がした。





　夕方――。

　小町は一度、自宅に戻り、着替えなどの荷物を持って、おんぼろアパートに戻ってきた。

　それに同行したのは巧たくみだ。普段は「女は乗せない」と言ってはばからない愛車の後部席にためらうことなく小町を乗せて、往復した。

　その間、混乱しきっていたヒナや栞にも、同じ家に帰る尚なお之ゆきにも、そして小町本人にも何の説明もせず、強引に事を進めた。

　巧と小町が入った部屋は、桃もも井い家けではなく、その隣。

　先月まで栞が住んでいた部屋である。

「――そろそろちゃんと説明してよ」

　と、扇風機の真ん前に居座り、小町が言った。巧の鬼気迫る言動に圧倒され、されるがままの状態でここまで来た小町だったが、幾分か落ち着きを取り戻している。

「その前に、扇風機モノポリーしないでくれませんか？」

　巧が軽口で返す。こちらは、あえてそうすることで落ち着きを取り戻そうとしていた。

「ヤダ」

「ヤダじゃなくて、マジ暑いから」

「説明が先」

「……」

　巧はくしゃくしゃと頭を掻かいてから、

「ディフだ」

「ディフ？　それって、あのディフ？」

「うん」

　電脳世界においては巧の元・師匠であり、現実世界では巧と栞の担任教師だった人物である。

「ディフが持っていた『黒い指輪』だ。あれは電脳世界じゃ『モンスターを操れる能力』だったけど、現実では『人の心を操れる能力』になるんだろう」

「……やっぱり、か」

　小こ町まちも同じ見解だった。自分の身に起きた不思議な現象について、原因が思い当たってしまうことは――そして、それによって冷静になれていることは――少し複雑な気分ではあった。

「でも、犯人はディフじゃないでしょ？」

「ああ。ディフの指輪は回収されたはずだから、犯人は別人だと思う」

「どうやって捜すつもり？」

　巧たくみは返答に詰まり、またくしゃくしゃと頭を掻かいた。

「……誘拐ゲームとやらに付き合うしかないっすね」

　犯人はまた「小町を操って」現れるだろう。そのときの会話などからヒントを掴つかまなければならない。

「そのための同どう棲せいってこと？」

「はい」

　巧は頷うなずいた。いつ現れるかわからない「操り」に備えるため、小町と寝食を共にしようという考えだ。

「あと、小町さんの体を使って妙な真似をしないように見張る意味もありますけど」

　さらりと言う巧だが、同棲の理由としてはこちらの方が大きいかもしれない。

　犯人の正体や『操り能力』の詳細はわからない。ただ、仮に犯人が男だったとしたら、本来の目的とは別に不ふ埒らちな考え・行為をするかもしれない――といった危き惧ぐは、巧でなくとも抱くだろう。

「まあ、そーゆーことです。てことで、そろそろ扇風機の独占をやめてもらえますか」

「ヤダ」

「ヤダじゃなくて、ホントに干からびそうなんですって」

「そうじゃなくて、アンタと同棲するのがイヤなの」

「……ここまで来てなに言ってんすか」

「なにも言わせずに連れてこられたんだけど。それに、ここだと思わなかったし」

「ここじゃなきゃいいんですか？」

「ヤダ」

「我慢してください」

「だったらアンタも扇風機を我慢しなさい」

　と、不平不満を口にしながらも、小町は部屋から出ようとしない。このままこの部屋で同棲するつもりでいる。

　ただ、だからといって何の抵抗もないということではないし、いくつか引っ掛かる部分があった。

「ねえ」

「なんすか？」

「私、寝るときは下着なんだけど」

「………そーですか」

「そうですかじゃないわよ。どうすんのよ？」

「見ませんから安心してください」

「見ないようにしても視界に入っちゃうでしょ」

「じゃあ、目隠しします」

「それじゃ私が変なプレイを強要しているみたいになるじゃん」

「じゃあ、瞼まぶたを鬼のように閉じます」

「下着姿の女の前で瞼を閉じるとか、それはそれで失礼じゃない？」

「どうしろって言うんですか！　そもそも下着姿にならなきゃいいでしょ！」

「それはムリ」

「くっ……とにかく、絶対に見ませんから安心してください」

「……あっそ。まあいいわ。それにしても暑いわねぇ」

　小こ町まちが着ているＴシャツの襟元をパタパタさせる。オーバーな仕草でパタパタさせる。

　胸元が開き、下着の肩かた紐ひもがあらわになった――のを、我知らず巧たくみの目が捉とらえていた。



    

  
    
      



    

  
    
      　小こ町まちは勝ち誇ったようにニヤリとして、

「見たわね？」

「み、見てません」

「見てた。見られた。エロい目でガン見された」

「ガン見なんかしてませんよ！」

「チラ見はしたのね？」

「そ、それは……偶然というか不可抗力というか見えざる力が働いた……ってゆーか反則でしょ今のは！」

「なに開き直ってんのよ」

「開き直って……るけど……まあ、下着姿なんてヒナので見慣れてるから平気っす。オレ全然平気。なんとも思わない。エロい目にもならない。だから大丈夫。安全で安心」

「うっわぁぁ……」

「……嘘うそです。強がりました。だからドン引きは勘弁してください」

「ま、別に見られてもいいんだけどね」

「えっ？」

「目を輝かすな」

「輝かせて……ました。すいません」

　小町は扇風機と睨にらめっこ状態だった顔を巧たくみに向けて、声のトーンを落とした。

「私は別に見られてもいいんだけど、ヒナちゃんのは見なくてもいいの？」

「はいぃ？」

「ヒナちゃんの下着姿、見なくても平気なの？」

「平気に決まってるでしょ！」

「言い方を変える。見てあげなくてもいいの？　日課でしょ？」

「ウチにはそんなアブノーマルな習慣はありません」

「真面目に訊きいてんのよ。アンタ、ヒナちゃんに何も説明してないでしょ？　言わなくてもいいの？」

　真面目に真っ当なことを言われ、巧はバツが悪そうに目を伏せた。

「……言う必要はない」

「どうして？　あの子、冗談抜きで発狂するわよ？　今ごろ包丁持って突入の準備をしているかもよ？」

「いくらヒナでもそこまではしませんよ」

「じゃあ、栞しおりちゃんには？」

「栞にも言う必要はない。つーか、栞は言わなくてもわかってると思う」

「だったら、私と栞ちゃんが一緒に暮らせばいいじゃない。また私が変な感じになっても栞しおりちゃんなら――」

「ヤダ」

「ヤダじゃなくて、その方がヒナちゃんの心配をしなくて済むでしょ」

「絶っ対ヤダ」

　巧たくみは強い口調で言い切った。

「オレが一緒にいる。ヒナも栞も巻き込まない。オレ一人で解決してみせる」

「……わかったわよ」

　また妙な迫力を滲にじませて意固地になる巧に、小こ町まちは呆あきれつつ観念した。それから、普段でもあまり見せないような柔らかい微笑ほほえみを浮かべた。

「わかったから、そんなに怖い顔しないで。それから敬語もやめて」

　巧のヒナへの態度もさることながら、自分への態度も引っ掛かる。一番引っ掛かる部分かもしれない。

　同どう棲せいの理由に「第三者」が絡んでいることは腹立たしいし、巧が怖い顔をするのももっともだとは思うけれど、ともあれ、一緒に暮らすことになったのだから、少しぐらい嬉うれしそうにもしてほしい。

　小町は柔らかい微笑みを茶目っ気のある笑顔に変えた。

「どうせなら、この状況を楽しんでやりましょ」

「楽しむだなんて、そんなの……」

「私の側にいたいんでしょ？」

「そう、だけど……」

　寄せていた巧の眉まゆが一転、頼りなく下がっていく。つられたかのように小町の笑顔も、そして口調も、ぎこちなくなった。

「わ、私も、ホントは……イヤじゃない、から……」

「ん？　今なんて言いました？」

「……ホントにイヤだって言ったのよっ」

　小町の足あし蹴げりが巧の脇わき腹ばらに炸さく裂れつ。

「いってぇな！　蹴けることねぇだろ！」

「あ。今パンツ見られた」

「見てねーよ！　つーか見えねーよ！　ガチガチのジーパンはいてんじゃん！」

「透視された」

「そんな素敵スキルはない!!」

　こうして、互いに本音を軽口で誤魔化しながら、誤魔化しきれずにもいながら、二人の同棲生活は始まった。



　その頃ころ、隣の部屋では。

「………………ダメだ、よく聞こえない。ケンカしているような感じなんだけど……でも楽しそうな感じも……うぅ……」

　と、隣室側の壁に耳を当てながら栞しおりがぼやいていた。

　壁の薄さのお陰で、なんとなくは声が聞こえるのだが、残念ながら詳細までは聞き取れない。かすかに聞こえるからこそ、かえって気になるのだが、盗聴という行為と、まるで恋人に寄り添うように壁と一体化している自分の姿を反省して、栞は壁から耳を離し、

「ねえ、桃もも井いくんと小こ町まちさん、なにしてるんだろうね？」

　と、ヒナに訊たずねた。いつもは悩まされてばかりだが、この状況においてはこれほど頼もしい味方はいない。

　ところが。

「さあ？」

　なんとも素っ気ない答えが返ってきた。

　ヒナは最愛の兄や、その兄の恋人疑惑がかけられている女性のことなど気にも留めない様子で台所に立っている。バーベキューで使うはずだった食材をリズミカルに包丁で切り刻み、夕食の準備にいそしんでいる。鼻歌なんかも歌っている。

　普段のヒナからは考えられない行動だ。

「さあって……ヒナちゃんは気にならないの？」

「ぜ～んぜん」

「う、嘘うそだぁ。さっきはテンションが織田軍でクオリティがドッキングとか言ってたじゃない」

「日本語で話して」

「だから、その……どうする？」

「なにが？」

「……突入しちゃう？」

　イエスの返事を期待して言ってみたけど、答えはノーだった。

「バカじゃないの」

　とてもとても冷ややかなノーだった。

「バカは否定しないけど、やっぱりよくないと思うよ、私は。若い男女が、狭い部屋で、ふ、二人きりとか、そんなの、不健康だし、不健全だし、ふしだらだし……」

「ヒナたちは三人で住んでたじゃん。超ふしだらな組み合わせだったじゃん」

「う……でもでも、私たちはすごく健全だし……それにほら、小町さんはなんてゆーか、寝るとき下着になりそうじゃない？　そういうヨーロピアンな香りがぷんぷん――」

「そんなに気になるなら一人で突撃すれば？」

「い、いや、私は竹たけ槍やりの歩兵だから……」

「なにそれ？」

「な、なんでもない。今のナシ。忘れて」

「じゃあ、この話もおしまいね」

「……はい」

　ヒナがちゃぶ台に食事を並べる。良い香りが鼻孔をくすぐり、栞しおりの腹がグウと音を鳴らした。そういえば、今日は朝から何も食べていなかった。

　二人はちゃぶ台を挟んで座り、食事を始めた。

「美お味いしい」

「当然でしょ。ヒナが作ったんだから」

「そっか。そうだよね。あっ、これ隣にお裾すそ分わけしてあげよっか？」

「なんで？」

「いや、だって、美味しいから……」

「今日が特別に美味しいわけでもないでしょ。ヒナの手料理はいつも絶品なんだから」

「う、うん。だからこそ、この味と幸せな気分を隣の二人にも分け与えて――」

「立たち花ばなさん」

「……はい」

　ヒナが茶ちや碗わんと箸はしを置き、細めたタレ目で栞を見つめた。

　気圧されて、栞も茶碗と箸を置く。心持ち姿勢も正す。

「そんなに行きたければ、一人でお裾分けて来なさい。ヒナは行きません」

「うぅ……」

「バカなこと言ってないで、冷めちゃうから早く食べちゃいなさい」

「……はい」

　食事再開。ヒナ特製の野菜炒いためはたしかに絶品なのだが、栞はどうにも箸が進まない。

（……逆じゃない？）

　ナチュラルに敬語を使っちゃっていることや、母親的ポジションから説教をされていることは、まだいい。あんまりよくないけど、まあ良しとしよう。

　でも違う。逆だ。真逆だ。本来ならば問答無用で隣室に突撃しようとするのがヒナで、それを宥なだめるのが自分の役割のはず。

　なのにヒナは、突撃どころか部屋から出ようともしない。しかも自分に絶品の手料理を振る舞ってくれている。いつもなら「食べたければ金を払え」とか言うのに。実際に払わせるのに。いつもなら「巧たくみくんとヒナはハンバーグで、立花さんはキャベツね」とか言うくせに。実際そのとおりにするくせに！

　今は栞がヒナに宥められている。

（本当に気にしてないのかな？）

　そんな考えが浮かんだけど光速で打ち消した。それはない。この子に限ってそれは絶対ない。

（だとしたら……）

「……ヒナちゃん」

「なあに？」

「もしかして……怒ってる？」

「誰だれに？」

「桃もも井いくんに」

　ヒナは料理を口に運び、もぐもぐして、ごっくんしてから、満面の笑みを浮かべた。

「ブチギレてるよ」

「……そう、でしたか……」

　表情とセリフが噛かみ合わなさすぎて、栞しおりは思わず仰け反ってしまった。

　いつもギャーギャーと言い争ったりするのは遊びの延長のようなもので、ヒナが本気で怒るとこうなるらしい。ギャーギャーよりも遥はるかに恐ろしい。

「理不尽極まりない八つ当たりをされたくなかったら良い子にしててね、立たち花ばなさん」

「も、もちろんです」

　その後、栞は「ヒナさん、コレ本当に美お味いしいです」と露骨な媚こび方をして野菜炒いためを平らげた。

　そんなこんなで夜になり――

　畳の上に二つの布団が敷かれ、その内の一つでヒナが寝息を立てている。終始、危うい笑顔を崩さなかったヒナだが、抑圧された怒りが夢となって表れているのか、ぎぎぎ、と鬼のような形相で歯ぎしりをしている。

　栞はまるで寝付けず、隣の布団からヒナを眺めていた。ヒナが掛け布団を蹴け飛とばすたびに掛け直してやっていた。掛け直すたびにまた蹴飛ばされてもいた。

　栞が眠れずにいるのは夜がまだ浅いこととは無縁だ。色んなことがあったので脳も体も疲れているはずなのに目が冴さえる。

　好きな人が他の女性と隣の部屋で一緒にいるという状況で眠れるほど、栞の神経は太くない。この点は怒りに転化させているヒナよりも繊細だった。

　布団の中で何度も何度も逡しゆん巡じゆんしてから、栞は巧たくみ宛あてにメールを送った。

『起きてる？』と。

　返事はメールではなく、隣の部屋のドアが開く音として返ってきた。

　栞が布団から出て、部屋からも出る。廊下に巧が立っていた。

　巧はどこか気まずそうにポリポリと頭を掻かいて、

「ヒナは？」

「寝てるよ」

「そっか」

「小こ町まちさんは？」

「寝てる」

「どんな格好で？」

「は？」

「今のナシ！　今すぐ忘れて！」

「……普通にパジャマ着てるよ」

「う、うん。そりゃそうだよね、ははは……」

　そのパジャマにはどうやって着替えたのか、という質問は自重した。

　生暖かい夜風に吹かれながら、互いに次の言葉を探す。

「あのさ――」

「その前に。下、行こうぜ」

　ここから先の内容がヒナの耳に入ることを恐れて、巧たくみが階段を下りていく。栞しおりもそれに続いた。巧の単車を停めている駐輪場（という名の空きスペース）で足を止め、立ち話を再開させる。

「やっぱり、電脳世界が関係してるんだよね？　キミの『分裂』と同じような能力で小町さんが……」

　と、栞から切り出し、巧は「ああ」と頷うなずいた。

　人間が「操られる」という不可解な現象。そして、巧がヒナに何も言わないこと。その二つがあれば栞にも今回の件が「電脳世界絡み」だと推測することはできた。

「で、犯人は誰だれなの？」

「それはわかんねぇよ。つーか、それがわかれば問題は解決だろ」

「そ、そうだよね」

　自分にはわからないけど、巧ならもう目星がついているのではないかと思ったのだが、さすがに無理のようだ。

「でも、見つけるんでしょ？」

「そりゃまあな」

「……どうしたの？」

「なにが？」

「いや、なんか……」

　歯切れが悪い。当然だ、とか、速攻で見つけてやる、といったような威勢の良い言葉が返ってくると思ったのに、どうにも覇気がない。

「自信ないの？」

「自信とか以前に、情報がなさすぎる」

「あ、うん。そうだよね……いや、でも、キミはこういうの得意でしょ？　駆け引きとか推理とか、そういうの」

「んなことねぇよ」

「いやいやいや。この前の『クイズクエスト』のときも凄すごかったじゃない。私なんか何もできなかったもん。ホント、思い出したら顔から血が出そうになるよ」

「……火、な」

「あ、ああ、うん。知ってる。血は出ちゃマズイよ。そんなの危険だよ」

「うん」

「うん……」

　本当に顔から血が出るんじゃないかというぐらい恥ずかしいボケ（天然）だったのに、巧たくみのリアクションは薄い。ツッコミにも全然キレがない。

　栞しおりは、なんだかたまらなく不安になった。

　この状況でキレのあるツッコミを期待するのは、さすがにどうかとは思うけど、それにしても覇気がない。

　いや、怒気がない。

　あんなに張り切っていたヒナ祭りを邪魔されて、しかも「小こ町まちを誘拐」されているのだ、怒りに度を失うぐらいの態度でもいいのに、巧は怒りよりも悲壮感を漂わせている。

　そこに不安と違和感を覚えるのだ。

　もしかしたら、ヒナがそうだったように、これが巧の本気の怒り方なのかもしれないと思ったけど、違う気がする。彼は冷静に見えて、実は感情的な人だ。

　とにかく。どうにもスカッとしないので、

「大丈夫だよ」

　と、栞は、あえて明るく言ってみた。

「絶対、大丈夫。当たり前だけど、私も協力するしさ」

　だけど巧は鈍にぶい面持ちのまま答える。

「助かるよ」

「で、私は何をすればいいかな？」

「栞は……ヒナのことを頼む」

「うん。それはもちろんわかってるけど、その他にも――」

「それだけでいい」

「……へ？」

　巧は軽く目を伏せて、繰り返した。

「それだけでいいよ」

「それだけって……いや、私はキミみたいに賢くないし、頼りない……てゆーか、頼りにならないと思うけど、見張り役ならできるよ？　それにほら、女同士の方が何かと都合がいいと思うし」

「……そうだな」

　巧たくみの表情は晴れない。逆に、栞しおりの胸の内が曇っていく。それを振り払うため、栞はおどけるように続けた。

「そ、そうだよ。キミだって男の子だからね、あんなに綺き麗れいな人と一緒にいたらオオカミになっちゃうかもしれないでしょ？」

「……」

「だから、そうね、私と交代で――」

「オレ一人でやる」

　巧は頑なに栞の顔を見ようとせず、だけど力強く言い切った。そして、悲壮感をさらに漂わせて語り出した。

「……今回のことはオレの責任だ。こんなことになる気はしてたんだ。ディフが裏切り者だと知ったときから」

「それは……キミの正体リアルがバレてるから？」

　電脳世界に入った人間は仮想体アバターと呼ばれる別の姿になる。栞の場合は、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美女に変へん貌ぼうする。

　だが、巧は変わらない。髪に赤色のメッシュが入る程度の変化しかしない。

「変だとは思ってたんだけどな、大して気にはしてなかった。正体がバレるといっても、バレて困るようなことはない。オレの個人情報にそこまでの価値はない、ってな」

「……」

「ディフのことがあってからも、考えは変わらなかった。深く考えなかった。根拠もないのに大丈夫だろうとタカをくくっていた。実際、小僧は手を出してこなかったし」

「小僧？　それってキッドくんのこと？」

「……っ」

　失言に気づいても、もう遅い。

　栞がすかさず追及する。

「ど、どういうこと？　もしかして、キッドくんは……」

「……アイツもディフと同じだ。敵チームに属している」

「うそ……えっ、じゃあ、キッドくんの正体も？」

「……ああ。知ってる」

「誰だれっ！」

「栞しおりの知らないヤツだよ」

「………そう」

　それが巧たくみなりの気遣い――優しい嘘うそだと栞はすぐに見抜いた。だから、逆算的に考えていけば、キッドの正体を知ることも難しくはないのだが、知ることの怖さがそれをさせなかった。追及をやめて話を先に進める。

「じゃあ、キッドくん……の正体に訊きけば、今回の犯人もわかるんじゃないの？」

「そう思って連絡してんだけどな、繋つながんねぇ。まあ、訊いたところで教えちゃくれねぇだろう」

「そっか……」

「――とにかく。オレが甘かった。正体がバレてもオレだけを狙ねらってくればいい、なんて甘い考えをしていたオレの責任だ」

「それなら私だって――」

　同じだ、と言いたい。

　巧の私生活が筒抜けになっているのなら自分の存在もバレているはずだ、と。

　しかし、巧がそれを言わせない。

「オレの責任だ」

　と、譲らない。

「だから、オレが小こ町まちさんを守る。ヒナも栞も関わらせない。二人に迷惑はかけない」

「……」

「って言っても、もう迷惑かけちまってるよな」

　悪いな、と巧は自じ嘲ちよう気味に微笑ほほえんでから、

「ま、そーゆーことだから。ヒナのこと、よろしく頼むよ。ああ、心配すんなって。オオカミになんかならねぇよ。つーか、オオカミってなんだよ……」

　普段通りの軽い口ぶりで言った。

「……うん」

　今度は栞の返事が鈍にぶくなった。いつものようには返せない。巧の自嘲気味な微笑みにも普段通りの軽い口ぶりにも違和感を覚える。

「あー……マジトークって疲れるな。眠たくなってきた。そろそろ戻ろうぜ」

「………ん」

「……」

　栞の浮かない表情にはあえて触れず、巧が階段を上がる。

　五段目まで上がったところで、栞は、キュッ、と後ろから服を掴つかんだ。

「待って」

「……なに？」

「キミ……ちょっと変だよ」

「なにが？」

「なにって、それは……」

　上手く言葉にできない。けど、違和感は拭ぬぐえない。

　巧たくみが悲壮感を漂わせる理由も、意固地になる理由も、頭では納得できたのに、スッキリしない。

　巧の言うことは正論だと思うのに、誰だれにも迷惑はかけないという彼らしい精神は感じているのに、心の雲は増えるばかりだ。

　――オレが小こ町まちさんを守る。

　その言葉が、やけに胸にこびりつく。

　どうしてそこまで一人にこだわるのかが、わからない。

　栞しおりは、長い間まを置いてから、巧のタレ目をキッと見つめた。今朝からずっと思っていたことを巧本人にぶつけてみた。

「キミと小町さんって、どういう関係なの？」

「……別に。どういう関係でもないよ」

「………」

　それじゃ納得しない、と栞の吊つり目が訴え、巧が嘆息する。



    

  
    
      



    

  
    
      「親友の姉貴で、幼なじみで、今は上司と部下みたいな関係。それだけだ」

「……ん。わかった。変なこと訊きいてゴメンね」

　栞しおりが服から手を放す。

　巧たくみの物言いや表情は相変わらず鈍にぶかったし、胸の内側にあるモヤが晴れたわけでもないけれど、これ以上聞くのは怖かった。

　だが、そんな栞の心を裏切るように、

「オレがずっと片想いしているだけだよ」

　あえて二階に上がってから、ほんの少し声を大きくして、栞以外にも聞こえるように、巧が言った。

　堂々たる宣言にも聞こえる。

　だが、自分に言い聞かせるかのようでもある。

　そんな複雑な声色だった。

「……おやすみ」

　と付け加え、巧は逃げるようにして部屋に入った。

　むろん、栞は挨あい拶さつを返せない。

「………」

　と、何も言えず、階段の踊り場で立ち尽くす。

　聞くんじゃなかった、という後悔も、だから一人にこだわるのか、という納得も、その他のどんな反応もできなかった。そのまましばらく動けなかった。



　巧の声は狙ねらい通り、栞以外にも届いていた。

　桃もも井い家けの、二つ並んだ布団の窓側。パンダの瞳ひとみが月光に照らされて光っている。

「……巧くんのバーカ」

　ヒナはフンと鼻を鳴らし、掛け布団を頭からかぶった。



　そして、もう一人。

　巧が部屋に戻ってきて、桃井家と同じように二つ並んだ布団に入る。

　隣で背を向けて寝ている小こ町まちは、

「………ビンゴ」

　口パクで囁ささやき、ひどく品のない笑みを浮かべていた。





　こうして、７月１日は終わった。



    

  
    
      

　二章　過去





　７月２日、早朝。小こ町まちは目を覚ました。

　むくりと半身を起こし、汗ばんだパジャマを脱ぬぎ捨てようとして、手を止める。視線を横にずらすと、隣の布団で巧たくみがこちらに背を向けて眠っていた。

「………」

　と、小町は、どこか呆ほうけた顔でその背中を見つめた。

　巧と同じ部屋で寝ていることが、今さらながら不思議だった。

　そしてそれ以上に、ぐっすりと眠れたことに驚いた。

　実は、小町は暗い場所が苦手なのだ。だから、いつもは部屋を明るくして眠っている。そうじゃなきゃ眠れない。電気だけじゃなくテレビもつけっぱなしにしている。

　ところが、昨夜はぐっすり眠れた。真っ暗な部屋の中、熟睡していた。瞼まぶたを閉じてから開けるまで、夢も見ないほど深い眠りに落ちていた。

　ただそれだけのことが新鮮な驚きだった。

「たっちゃん……」

　昔の呼び方で呼びかけてみる。巧は「ん……」と吐息を漏らすだけで目を開けようとはしない。

「ん……じゃないでしょ。返事しなさい。てゆーか起きなさい」

　頬ほおをつねってみる。巧は一瞬、顔をしかめたが、それでも起きなかった。

「ったく、寝起きの悪いヤツね」

　怒ってみても巧は目を覚まさない。イラッとする反面、無性に嬉うれしくもあった。まるで恋人同士のようなこのやりとりが、むず痒いのに、頬が勝手に綻ほころんでしまう。

　けれど小町は、その気持ちをそのまま表現しようとはしない。このまま巧の布団に潜り込んでやろうかという本音をプライドの高さが許さない。

　小町は起き上がり、布団を押し入れに仕舞って、おもむろに窓の外を眺めた。

　灰色がかっていて、今にも雨が降り出しそうな空模様である。

「……７月２日、か……」

　誰だれに言うわけでもなく呟つぶやいた。

　７月２日。

　それは小町にとって忘れられない日付である。

　小町はぐずついた空を眺めながら、遠い昔の記憶を蘇よみがえらせた――



　まだまだ幼かったころの今日。その日は激しい雨だった。

　当時から小こ町まちは美しく、優秀で、とてもプライドが高かった。強烈な個性は、同年代の子供には受け入れられず、嫌われ、妬そねまれ、よく苛められた。

　腕力で向かってくる相手は腕力で叩たたきのめしてやったのだが、陰険な手口には対抗しきれなかった。

　その日は、外から鍵かぎを閉められて体育倉庫に閉じ込められた。どうやって誘い込まれたのか、犯人が一体誰だれだったのか、それは思い出せない。

　ただ、そういうことは珍しいことでもなかったので、慌てたりはしなかった。泣いたり助けを求めるなんてことは絶対にしなかった。それはハッキリと覚えている。

　そのうち先生か警備の人が見つけるだろう、その前に弟が来るかもしれない、弟が先に来ると面倒だな……といったことを思いながら、

『くっだらない。ホント、バカばっかりね』

　と、吐き捨てていた。

　少しも怖くはなかった。

　しかし、その日は誰も来なかった。先生も警備員も弟も、誰も現れなかった。

　やがて夜になり、雨足は一層強まって、時折、落雷の音も聞こえた。

『もう！　いい加減、誰か気づきなさいよ！　ホントにどいつもこいつも！』

　体操マットを踏みつけながら、そんな風に叫んだ。でも、その声は雨と風と雷によってかき消されていた。

　それからまたしばらく時間が経って、瞳ひとみにうっすらと涙が滲にじんだとき。

　ガチャリ、と鍵の開く音がして、

『小町ちゃん、いる？』

　と言いながら、一人の少年が現れた。

　それは弟の友達。

　眠たそうなタレ目をした男の子。

　当時はまだ、小町とはそれほど仲良くなかった少年が助けに来てくれた。

　暗がりの中でよく見えなかったはずなのに、そのときの少年の顔と光景は、今でも目に焼き付いている。

　そして、少年の呼びかけに何も応えられず、その場にしゃがみ込んでしまったことも、忘れたいけど、忘れられない。

　まるでＢ級ドラマのような陳腐な展開に、心を撃ち抜かれてしまった。

　少年はその後、雨が止むまでずっと側にいてくれた。本当は何度も「もう帰ろうよ」と言われたのだが、少年の持っていた傘が折れていたことにかこつけて、

『濡ぬれるのがイヤだ』

　と強がり、動かなかった。実際は腰が抜けていたので動けなかっただけだ。いや、動きたくなかったのかもしれない。そのへんの心の機微は今でもよくわからない。

　雨が止むまでの間、どんな話をしたのかも記憶が定かじゃない。

　たしか……

『ヒナもよくここに閉じ込められて――』

『あ、ヒナっていうのはオレの妹で――』

『ヒナ、オレとしか遊ばないから、ブラコンとか言ってからかわれるんだ。ブラコンってなんのことかわかんないけど――』

『でもヒナは、チビのくせに意外とケンカが強いんだぜ――』

　……とかなんとか、ヒナヒナヒナヒナばっかり言ってた気がする。よく覚えてないけど多分、間違いない。だって今も変わらないから。

　曖昧な部分の多い記憶。だけど、ハッキリと覚えていることがもう一つ、ある。



『怖くなったらいつでもオレを呼んでね。すぐ助けに行くから』



　という少年の言葉だ。

　今にして思えば、それは少年なりの愛の告白だったのかもしれない。熱っぽい眼まな差ざしで見つめられていた気もする。

　でも、その言葉はあまり嬉うれしくなかった。なにを偉そうに言ってんのよ、臭すぎるわよそのセリフ……とか思った。イラッとした。だから少年を足あし蹴げにしてやった。

『いてっ。け、蹴けることないじゃん……』

　と、少年は泣いた。なんだかゾクッとした。もっと泣かせてやりたいと思った。何かが芽生えた瞬間だった。

　帰り道での会話もよく覚えている。

『アンタ、名前なんていうの？』

『えぇー……覚えてなかったの……。巧たくみだよ、桃もも井い巧』

『じゃあ……たっちゃん、ね』

『た、たっちゃん？』

『文句あんの？』

『文句はないけど……』

『いい？　他の誰だれにもたっちゃんって呼ばせちゃダメよ？　妹さんにも呼ばせちゃダメ。その代わり、私のことは、小こ町まちって、呼んでもいいから』

『そんなことしたら絶対に怒るくせに……』

『ああん？』

『……小こ町まち』

『よろしい』

　それが何年も前の今日の出来事。

　暗闇が怖くなった日。実は、雷も怖くなった日。

　そして、初めて恋をした日。

　だから７月２日は、小町にとって忘れられない日付なのである。



　追憶を終えた小町は、険しい顔で曇り空を眺めながら、

「うーん……ヤなガキ……」

　昔の自分を嘆いた。我ながら痛々しい。変な汗が出たので今度こそパジャマを脱ぬごうとしたが、今度も手を止めた。

　あの日の少年はまだ眠っている。まだこちらに背を向けて眠っている。

「このバカ……」

　超至近距離にいるのに、私の下着姿を拝める絶好のチャンスなのに、目を閉じてるってどういうこと？

　無性に腹が立ってきたので、背中を蹴けってやろうと足を伸ばしたが、それもやめた。

「……まあいいわ」

　腹立たしいけど、許す。

　あの日から何年もの月日が流れた。

　その間、色んなことが起きて、色々と変わった。

　それでも、あの日と同じように側にいる。

　私の「助けて」を聞いて、駆けつけてくれた。

　だから許してあげる。

　小町は伸ばした足を引っ込めて、優しく巧たくみの肩を揺すった。

「巧、起きて」

「んん……ヒナ、いま何時……？」

「……ちぃっ」

　わりと本気の舌打ちをして、小町の足裏が巧の額にヒットした。間髪いれずに二発目、三発目もクリーンヒット。

「イデ！　え、ちょ、ええっ？」

「ええっ？　じゃないわよ！　てゆーかヒナじゃないわよ！」

「わ、わかったから、もうやめ――」

「うっさい！　さっさと起きろ！」

「ってぇ……蹴けることないだろ……」

「うっさいうっさい。私を監視するとか言ってたヤツが私よりも遅く起きるってどういうことよっ」

「……」

　暴力は理不尽だが言い分は真っ当だから返す言葉がない。

「あー、もういいわ。支度するから出てって」

「支度？」

「そうよ」

「なんの？」

「お出かけの」

「……どこかに出かけるんですか？」

「そんなの決まってるでしょ？」



「え、ちょ、ええええええええっ？」

　学校へ行くため部屋を出た栞しおりは、同じく隣室から出てきた小こ町まちを見て叫んでしまった。過去最高クラスの驚き方をしてしまった。昨晩は一睡もできなかったのに、とてつもなくブルーな状態なのに、とてつもなくコミカルなリアクションをしてしまった。

　無理もない。

　小町が「高校の制服」を着ていたからだ。

　栞やヒナが着ている赤色のセーラー服ほど派手ではなく、白いブラウスに灰色チェックのミニスカートという街中でよく見かける地味なデザインだが、女子高生の出で立ちそのものだった。

「あら？　知らなかったの？」

　栞は口をあんぐりと開けて、目を何度も瞬しばたたかせ、こめかみをギュッと押さえてから、

「………知りませんでした。小町さんにそんな趣味があっただなんて……」

「違うわよ。本物よ」

「えっ？　本物の変――」

「それ以上言ったらさすがに怒るわよ？」

「………」

　とても信じられない。だが、事実である。小町は現役の女子高生なのだ。年齢は、巧たくみや尚なお之ゆきや栞より一歳年上の十八歳。ただ、留年しているので学年は同じ。高校二年生。

「ええっと………」

　何から質問しようかと頭を抱えていると、隣の部屋から巧も出てきた。こちらは普段着で、ムスッと唇を尖とがらせている。

　まったく同じタイミングで桃もも井い家けからヒナも出てきた。

　約半日ぶりに桃井兄妹が目を合わせた。

「……」

「……」

　よく似た形のタレ目が視線を絡ませる。だが、眼光の鋭さはまるで似ていない。

　兄は伏し目がちで、妹は憤怒を隠そうともせず睨にらみつけている。

　耐えきれない、といった感じで巧たくみが口を開いた。

「ヒナ、おはよう」

「……」

「朝飯はちゃんと食ったか？」

「……」

「あ、ヘアピンが外れそうになって――」

　巧が伸ばした手をスッと避よけて、

「立たち花ばなさん、行こう」

　ヒナは足早に階段を下りていった。

「で、でも……あっ、ヒナちゃん待って！」

　栞しおりが戸惑いながら、ヒナを追いかける。

　巧は追いかけない。くしゃくしゃと頭を掻かく。

「予想通りだけど予想外の怒りっぷりねぇ」

「……別に。よくあることです」

「なに泣きそうな顔してんのよ」

「……別に。これっぽっちも泣きそうじゃねーし。全然平気だし。超余裕だし」

「うっさいウザいうっさい。私たちも行くわよ。遅刻したらアンタのせいだからね」

　巧の頭を小突いてから、小こ町まちも階段を下りた。



　小町の通う高校は、おんぼろアパートからバイクで三十分ほどの場所にある。県外まで聞こえるほど有名なお嬢様学校である。

　その校門前で、

「ここでいいわ」

　と、小町が減速途中のバイクから華麗に飛び降りた。ヘルメットを取って、少し乱れた髪を手て櫛ぐしで整える。

　普段から何かと注目の的である小町だが「バイクで登校」は初めてなので、通りすがる女子生徒たちが目を丸くしている。路肩にバイクを止めた巧がヘルメットを取ると、女子生徒たちの驚きはさらに大きくなった。

　そんな周囲の視線を気にもせず、小こ町まちが巧たくみをたしなめる。

「アンタは取らなくてもいいの。まさか学校の中までついてくるつもり？」

「中には入らないけど、ここで待ってますよ」

「やめてよ。通報されたらどうすんの」

「でも――」

「大丈夫よ。犯人も衆人環視の中じゃ、そうそうおかしなことはしない――って、朝から何度も言ったでしょ」

「納得してません」

「ここまで来て何言ってんのよ」

「ここまで連れて来ないと家出するって言うから……ねえ、やっぱ帰りましょうよ」

「ヤダ。出席日数がヤバイのよ。もう一回留年したら責任取ってくれんの？」

「それは……」

「わかったら、アンタも学校に行きなさい。あ、ちゃんと迎えには来なさいよ」

　巧がムスッとした顔で頷うなずき、再びバイクに乗った。

　遠ざかるテールランプを見届けてから、小町が校舎内へと入っていく。

　幸せそうに綻ほころんだ口元と弾んでいる足取りが、また周囲の視線を集めていた。



　ヒナを追いかけて学校にやって来た栞しおりは、二年Ｂ組の自席に座り、

「はぁ………」

　と、重いため息をついた。

　あれからすぐヒナに追いついたが、宥なだめることはできなかった。「桃もも井いくんにはきっと何か事情があるんだよ」といった内容のことを何度も繰り返してみたけれど、ヒナは唇を固く一文字に結んで無視の一点張り。フンフンと鼻息を荒くして通学路を突き進むばかりだった。

　どうして私にまで怒るのよ……とは思うものの、ヒナの気持ちもわかる。正直なところ今回ばかりはヒナが可哀想だ。

　――妹を関わらせたくない。

　――ヒナは一生、まともな世界で普通に生きてほしい。

　巧は常々、そう言っていた。まるで呪じゆ文もんのように何度も何度も繰り返していた。実際、そういう行動を取っている。

　だから、巧の気持ちもわからなくはない。

　でも、もう無理じゃないかと思うのだ。もう誤魔化しきれない。もうすでに関わってしまっている。ヒナは昨日、小町の異変を目の当たりにしている。

　妹を思う気持ちはわかるけど、今はもう、そんな場合じゃない。

　といったことを言葉にしようとして、栞しおりは隣の席を見た。

　巧たくみの姿は、ない。

「はぁぁ………」

　またため息が出た。そんな場合じゃないのは自分にも当てはまる。

　小こ町まちが異常なことに巻き込まれている。あきらかな敵意を持った誰だれかに操られている。今、何よりも問題なのはそのことだ――と、わかっているのに、集中できない。

『オレがずっと片想いしているだけだ』

　その言葉が離れない。

　ひどく憂ゆう鬱うつで、なんだかとても面倒くさい。これはこれ、あれはあれ、と割り切れたらどれだけ楽だろうかと思う。そして割り切れない自分にまた気分が滅入る。

「はあぁぁぁ……」

　三度目のため息を吐いて机に突っ伏すと、

「巧は来てないのか？」

　尚なお之ゆきの声が後頭部に降りかかってきた。ゆっくりと顔を上げて答える。

「小町さんの学校に行ってる」

「……そうか。ところで君、ひどい顔をしているな。桃もも井い妹よりもパンダみたいになっているぞ」

「日下部くさかべくんこそ、目の下のクマがすごいことになってるよ」

「これは……メイクだ」

「……そっか」

「……そうだ」

　ふぅ、と二人同時にため息を吐いた。お互い、他愛もない会話をする心の余裕がない。昨日から何も説明されていない尚之は特に切羽詰まった様子だった。

　それを察して、栞は立ち上がった。

「場所を変えようか」

「そうしよう」

　二人は教室を出て、校舎の屋上に向かった。

　高校生の男女が屋上で話すことの多くは恋愛にまつわるものだ。愛の告白か、別れ話か、第三者の噂うわさ話ばなし。

　今はそんな場合じゃない、と自覚している栞の話も例外ではなかった。

　栞は金網フェンスに背を預けながら、小さく挙手をして、

「本題に入る前に、ちょっといい？」

「どうぞ」

「桃井くんと小町さんって、どういう関係なの？」

　昨晩、巧たくみに投げかけた質問をそのまま尚なお之ゆきにぶつけた。これはこれで、栞しおりとしては本題だった。数あるモヤモヤの内の一つを片付けたい。そんな心境である。

「別に。どういう関係でもないだろう」

　と、昨晩の巧と同じ答えを尚之が淡々と述べる。

「じゃ、じゃあ、小こ町まちさんは、桃もも井いくんのことをどう思ってる、のかな？」

「それは僕じゃなく姉さんに訊きいてくれ」

　尚之が冷たく突き放す。尚之としては、本当に「そんな場合じゃない」ので、この話を適当に終わらせたいのだが、しょぼくれる栞が不ふ憫びんだったから、

「まあ、姉さんは特別な感情を抱いているだろう。巧はどうか知らないけどね」

「そっか……」

「ただ、どういう関係でもないというのは嘘うそじゃない。弟の親友であり、親友の姉。それ以上でもそれ以下でもないはずだ」

「うん……」

　栞の表情がどんどん曇っていく。尚之は珍しく慌てながら付け加えた。

「いや、まあ、どういう関係でもないこともないな。なんというか、ちゃんとした関係になればいいなと、お互い思っているだろう。そして、その日をずっと待っている。つまり、今はまだ、その日が来ていないということだ」

「……」

　かなり自信があったのに、まだ栞の表情は冴さえない。いい加減、煩わしくなって、

「今は君がいるから、その日なんて来るかどうかわからないけどね」

　と、至極わかりやすく慰めてみた。

　が。

「……ん？　どうして私が関係あるの？」

「……」

　尚之はくいっとメガネを上げて、栞側の話題にピリオドを打った。

「そろそろ本題に入ってもいいかい？」

「あ、はい。どうぞ」

　昨日の今日だ、尚之の話は簡単に予想できた。

　――姉さんの身に何が起きた？

　――君たちの会社は一体、何をしているのか？

　そういう質問をされるだろう。

　答えるべきか、それとも強引にシラを切るか。

　迷ってから栞は顔を上げた。答えるべきだと決めて、沈んだ体を立て直した。

　そして、尚之が口を開いた。

「巧たくみは、友情と愛情、どちらを大事にするかな？」

「！」

　予想外の質問に、栞しおりの顔が強ばる。尚なお之ゆきは冷笑を浮かべた。

「なあ、どっちだと思う？」

　声色は変わらない。だが、厭いや味みな口調と品のない笑い方は明らかに「別人」のものだ。

「あ、あなた……昨日の！」

「おぉ。鈍にぶいって聞いてたけど案外、鋭いな。立たち花ばな栞」

「っ！」

　栞は咄とつ嗟さに手を出した。頬ほおめがけて右手を振るった。

　しかし、尚之はそれを左手でたやすく受け止めた。

「いいねぇ。動きも桃もも井いよりずっと鋭い」

「は、放しなさいよ！」

　掴つかまれた右手を放してもらえない。握にぎり潰つぶさんばかりに力を込められる。栞は、うっ、と呻うめき声ごえが出そうになるのを懸命に堪こらえた。

「キレんなって。何度も言うけど、この体を痛めつけても意味はないぞ」

　尚之が栞を突き飛ばす。栞は地面に尻しり餅もちをついて、すぐに起き上がった。そして射貫くような目で敵を睨にらみつける。

「一体どういうつもりよっ」

「可愛げがないな。こういう場合は怯おびえたり泣いたりした方が男受けするのに」

「答えて！　何が狙ねらいなのよ！」

　尚之が笑みを消して、栞に詰め寄った。ぬっ、と覗のぞき込こむように顔を近づける。

「お前だよ、立花栞」

「……え？」

「俺おれたちの仲間になれ」

「な、なるわけないでしょ！　何を言って――」

「今なら特別に桃井巧もチームに入れてやる」

「だから、ならないって――」

「日下部くさかべ姉弟を操るのもやめてやる。どうだ？　なかなかの好条件だろ？」

「……」

「信用できないって顔だな。それとも決断できないだけか？」

「………っ」

　尚之の顔に品のない笑みが戻った。

「タイムオーバー。せっかく譲歩してやったのに勿もつ体たいない。ここからは要求が厳しくなるけど、自業自得だよな？」

「この……卑ひ怯きよう者もの！」

「それは桃もも井い巧たくみの代名詞だ。てゆーか、俺おれを罵ののしっても自分たちが不利になるだけだぞ？　俺の気分次第でこの体を簡単に壊せる。フェンスを乗り越えて飛び降りるまで一分もかからないぜ」

「くっ……」

　もともと口下手で駆け引きや交渉には向いていない性格だ。皮肉や啖たん呵かで切り返すことなどできない。

　ましてや、敵の正体を探るための質問など思い浮かばない。

「やっぱり鈍にぶいな。お前相手じゃゲームを楽しめない」

「だったら、私にどうしろって言うのよ」

「明日の午後八時。電脳世界の『広場』に来い。お前一人で。桃井の同行は認めない」

「……私一人じゃ電脳世界に入れない」

「そっちは俺が説得……じゃないな、説明しといてやる」

「ま、また小こ町まちさんを操るつもり？　もうやめてよ！」

「お前の意見なんて通らない。そして、断ることも許されない。ま、断ってもいいけど、そのときは桃井の身の安全は保証しかねる」

「………わ、わかった。ちゃんと行くから……」

「あはっ」

　と、尚なお之ゆきが吹き出して笑った。

「思った通り、お前を動かすのは桃井巧だな。でも、残念ながら、桃井を動かすのはお前じゃない。日下部くさかべ小町だ。人間関係ってのは切ないよなあ。同情するよ」

「………」

　栞しおりは屈辱に耐えつつ、せめて一矢だけでも報いてやろうと頭を最大限に働かせた。

「……操る、って言った」

「あ？」

「自分から言った。私が言ったのも否定しなかった。やっぱり当たってたんだ……」

「……」

　尚之の表情からまたしても笑みが消え、わずかに焦燥が混じった。

　その顔を栞の勝ち気な瞳ひとみが見据える。

「桃井くんは最初から見抜いていた」

「……それがどうした？　俺の正体まで見抜いたわけじゃないだろ」

「正体だってすぐに見抜くわよ。私は鈍くてバカだから無理だけど、桃井くんなら絶対に見抜く。だから、このゲームにあなたは勝てない。勝つのは桃井くんよ」

　ひくひくと尚之の口元が怒りに揺れ、それを強引に冷笑へと変える。

「……フン。随分と信頼しているんだな。でも、俺おれにじゃなく桃もも井い本人に言ってやれよ。そうしたら、日くさ下か部べ小こ町まちよりも好きになってもらえるかもしれないぜ？」

「――っ！」

　もう堪こらえきれなかった。

　言葉で言い返すよりも早く、平手が飛んでいた。

　頬ほおを叩たたく音が屋上に響き、尚なお之ゆきの首が横にねじれる。再び正面に戻ってきた尚之の顔は怒りではなく、嘲ちよう笑しように歪ゆがんでいた。

「どこまでも可愛げのない女だな。だから好かれないんだよ」

　言うだけ言って、尚之がフッと白目を剥むく。そして次の瞬間、元に戻った。

　聡そう明めいな本物の尚之はすぐに状況を把握して、震ふるえる手でメガネをくいっと上げた。

「またか……」

「また？」

「これまでにも何度かあった」

「そう……」

「君はこの原因を知っているな？」

「……」

　栞しおりはゆっくりと頷うなずいた。

　と、そこへ。

「メガネさん！」

　ドアを開けて、ヒナが現れた。表情は朝と同じ、ここまで鼻息が届きそうなふくれっ面である。

　ヒナはちらりと栞を見たが、栞には何も言わない。

「話があるから来て」

　尚之はメガネを上げ直し、

「続きはまた今度にしよう」

　と、小声で栞に告げて、ヒナのいるドアの方へと歩き出した。

「日下部くん、待って」

「心配するな。桃井妹には危害が及ばないよう配慮する」

　振り向かずに答え、ヒナと二人、屋上をあとにした。

　ヒナは肩をいからせ、大おお股またでズンズンと階段を下りていく。

「メガネさん、わかってるよね？」

「もちろんだが、その前にひとつ」

　尚之が前を行くヒナの腕を掴つかんだ。

「僕の様子が少しでも変だと感じたら、全力で逃げろ」

「……わかった。でも、次またヒナに触れたら全力でブン殴るからね」

「もう触れないさ。僕は、ね」

　尚なお之ゆきが手を放す。

「んじゃ行くよ、メガネさん」

「もちろんだ。桃もも井い妹」

　お互い、行き先は言わずともわかっていた。



　栞しおりは、ヒナたちを追いかけようと思ったが、結局、動けなかった。色んなことがあまりにも目まぐるしく起こりすぎて、心のバランスを保つことが難しい。

　その一方で、これから何をするべきなのかわかったので――悔しいけど――スッキリとした心情でもあった。不本意な形だが、モヤモヤがほんの少しだけ晴れた。

（とにかく今は従うしかない。電脳世界に行くしかない）

　もちろん仲間になるつもりなんてないけど、虎こ穴けつにいらずんば、というやつだ。そこで何らかの情報ヒントを得られれば、あとは巧たくみが何とかしてくれる。必ずしてくれる。

　不思議と勇気が湧わいてきた。大きな吊つり目に精気が宿った。

　だが同時に、右手がズキンと痛んだ。尚之の頬ほおを叩たたいた感触が蘇よみがえった。

「……」

　右手を見つめる瞳ひとみから、せっかく宿った精気が失われていく。

　どうやら私は、本気で怒ると手が出るらしい。

「……可愛くないなぁ……」

　肩を落として呟つぶやいた。

　だから、校庭を横切って学校から出て行くヒナと尚之の姿が目に入らなかった。





　小こ町まちと別れた後、巧は高校に行かなかった。行くフリをして女子校の近くにある公園で待機していた。何かあればすぐに駆けつけるつもりで備えていた。

（学校なんて行ってられるか。今はそんな場合じゃねえ）

　と、栞とまったく同じことを考えていた。考えていた時間も実は同じだった。

　尚之への説明もヒナとの和解も後回し。今は小町の敵の動向にだけ目を光らせる。そう考えて、そのとおりに動いていた。

　しかし、目を光らせるといっても実際に小町を見ていたわけではなく、その結果「尚之の変化」を見み逃のがしたのだから、備えるとは口ばかりの失態である。

　もう一つ、学校に行かないことでミスを犯していた。

　キッドの正体である桜さくら井いリラについて、何も調べなかったことだ。

（どーせ来てないだろ）

　という予測の上での行動であり、事実、リラは学校に来ていなかったのだが、本人に接触しなくとも何かしらの情報を得ることはできる。普段の巧たくみならば、そのことに気づき、動いていただろう。

　これらのツケは後々、払わされることとなる。

　ともあれ、巧は、栞しおりが期待しているほどには頭を働かせていなかった。忸じく怩じたる思いで唇を噛かみしめるだけで、まんまと敵の術中にハマっていたのだ。

　そうして下校時刻になった。

　巧が校門前にバイクで乗り付けると、小こ町まちはすでに仁王立ちして待っていた。

「遅い！」

「すいません」

「学校も行かずにどこでなにしてたのよ？」

　と訊きかれて初めて、そういえば何もしてないな、と気づいた。だが、反省するには至らない。

「まあいいわ。行きましょ」

「……行く？　帰るじゃなくて？」

「そうよ」

「次はどこに行くつもりスか？」

「買い物よ。夕ご飯、何もないでしょ？」

「あぁ、そーゆーことか」

　巧が納得して、小町がリアシートに座る。

　その買い物が食材の買い出しだけで終わるはずがないということに気づかなかったのも頭が働いていなかった証拠かもしれない。



「ねえねえ、どっちがいい？」

　小町が両手に色違いのスカートを持って、巧に見せつける。

「どっちも似合うんじゃないスか」

　辟へき易えきした様子で答える巧の両手には、すでにいくつもの紙袋が提げられている。駅前の商店街で夕食の買い出しをしてから、駅ビル内の婦人服フロアに連行された結果だった。

「どっちって訊いてんの」

「んじゃあ、赤い方」

「えー、白い方が可愛いわよ」

「んじゃあ聞かなきゃいいでしょ。てゆーかね、服なんて買ってる場合じゃ――」

「試着するから、それ見て判断して」

　小こ町まちがそそくさと試着室に消えていく。ずっとこの調子である。あえて気丈に振る舞うというよりは、ただ単純に楽しんでいるようにしか見えない。

「ったく、自覚あんのかよ……」

　という愚痴も何度目かわからない。

　だが、巧たくみ自身も、くしゃくしゃと頭を掻かいてはいるけど、口元は緩ゆるかった。

　巧も自覚に欠けていた。

　服屋の入り口でしゃがみ込み、商店街と道行く人々をぼんやりと眺める。

「……変わんねーな」

　景色が、ではない。商店街は以前よりもやや活気がなくなっている。

　疲れた態度で景色を眺める自分が、変わらない。

　数年前までは毎日こんな感じだった。小町にあちこち連れ回されて、ブツブツと文句を言いながらも、楽しかった。当時はヒナや尚なお之ゆきも一緒だったりしたけど、今と同じように放課後を楽しんでいた。

　その頃ころにタイムスリップしたような感覚に陥り、

（もしも……）

　という妄想が膨らんだ。

　もしも、父親が蒸発せず借金を抱えるようなことにならなければ。

　高校の放課後も毎日こんな感じだったかもしれない。

　もっと甘酸っぱいアフタースクールになっていたかもしれない。

　たらればを言っても仕方ない、とは自覚していたが、乗れなかったレールの先にあった未来を今、疑似体験しているような気分がした。

　そしてそれがなんとも心地良くて、はしゃぐ小町を怒れずにいる。

「まあ、怒ったところで怒り返されるのがオチだけどな」

　などと自じ嘲ちようしながら、大人しく試着室から出てくるのを待った。こんな姿を栞しおりが見たらどう思うだろうか――とも考えないほど、ぬるい頭で。

　結局、小町は赤でも白でもなく違うデザインのスカートを購入して、店を出た。

「さ、次は下着を買いに行くわよ」

「行きませんよ」

「どうせ見られるなら可愛い下着がいいもん」

「絶対に見ないって言ったでしょ！」

「可愛い系よりセクシー系がお望み？」

「望みません！」

「ねえ。いい加減、敬語やめなさいよ」

「ねえ、お願いですからオレの話を――」

「敬語やめたら聞いてあげる。下着も我慢してあげる」

「……オレの話を……聞け」

「よろしい」

「じゃあ、もう帰ろう――」

「ねえ、今日が何の日か覚えてる？」

「オレの話を聞こうぜ」

「覚えてる？」

「………小こ町まちが初めて泣いた日だろ？」

　せめてもの反抗として厭いや味みに言った矢先、太ももに小町の足あし蹴げりが飛んできた。

「泣いてないわよ。私が泣くわけないでしょ。でも、まあいいわ。許してあげる」

「許すかどうかはオレの――」

「次の店に行くわよ」

「おい、マジでオレの話を聞けよ。次ってどこだよ」

「下着屋さんに決まってるでしょ。話聞いてたの？」

「聞いてた話と違う！　ちょ、引っ張るなよ！　放せ……って、なにこの力？　腕がもげそうになってんだけど！」

「どんなのにしようかな～」

　必死の抵抗の末、どうにか下着屋への連行だけは阻止したが、その後も散々、連れ回された。

　二人は放課後を満喫した。



　陽が完全に西の空に沈んだ頃ころ、巧たくみと小町はおんぼろアパートに帰ってきた。

　部屋の前では、栞しおりが二人の帰りを待っていた。

「おかえり」

　と、冴さえない表情で出迎える。

「お、おう。てゆーか、どうした？」

　巧は気まずさから、両手に持っている荷物の山を背中に隠した。

　その浅ましい行動には触れず、栞が冴えない顔のまま答える。

「ヒナちゃんと日下部くさかべくんが学校を早退して、まだ帰ってきてなくて……」

「え？」

「あと、それから……」

　栞は学校で起きたことを話した。尚なお之ゆきも操られていたこと、敵の目的が巧ではなく自分だったこと。

　そして、明日のことを。

「……」

「……」

　巧たくみと小こ町まちは言葉もない。

　ようやく脳が動き出したが、遅い。後悔も、反省も、何もかもが遅い。

「ごめんね。私のせいで……」

　色んな意味を込めて、栞しおりが謝罪する。

「いや、栞のせいじゃない。オレの……」

　責任だ、と言うのもおこがましい。

「誰だれのせいでもないわ。とりあえず、尚なお之ゆきとヒナちゃんに連絡しましょう」

　と、小町が割って入った。小町も当然、自責の念にかられている。が、頭の切り替えは巧より早い。携帯電話を取り出し、弟に電話をかけた。

　すると、アパートのすぐ近くで着信音が鳴り響いた。

　巧たち三人が音の方へ目を向ける。ヒナと尚之がいた。

　尚之は電話に出ず、ヒナと並んで部屋へと歩いてくる。顔をそむけ、三人とは目も合わせようとしない。だが、表情に気まずさはない。堂々とさえしている。

「お前ら、どこに行ってたんだ？」

「……」

　ヒナは相変わらずの無視っぷりで巧の前を通過し、桃もも井い家けのドアノブに触れた。

「おいヒナ、答えろよ！」

　と、巧がヒナに詰め寄った瞬間、伸びてきた尚之の手がそれを遮った。そしてその隙すきにヒナは部屋に入った。

　巧が尚之を睨にらむ。尚之も睨み返す。

　二人は幼いころからの親友だが、これほど険悪な雰囲気になったのは今が初めてだ。

「学校を抜け出してデートしていただけだ」

　セリフも行動も目つきも尚之らしくないが、目の前にいるのは「本物」だとわかる。

　本物だとわかるからこそ、巧は怯ひるんだ。

「見え透いた嘘うそつくなよ。本当はどこに行ってたんだ？」

「嘘じゃない。それに、どこだっていいだろう」

「アンタねえ……」

　と、進み出た小町にも尚之が視線を突き立てる。これまでで初めてといってもいい弟の反抗的な態度に小町も怯み、尚之の目が、巧が隠し持っている荷物の山へと移動した。

「姉さんたちこそ、どこに行ってんだか。呑のん気きなものだな。二人には僕たちを咎とがめる資格などない。正直、見損なったよ」

　矢継ぎ早に浴びせて、最後には露骨なため息をついてみせた。

　我慢ならず飛びかかりかけた小こ町まちを、今度は巧たくみの手が遮る。

「巧、どいて！」

「落ち着け！」

　小町を一喝して黙らせ、尚なお之ゆきを見つめる。

「……お前の言うとおりだ。もう、なにも訊きかない」

「……」

「ただ、頼みがある」

「何だい？」

「お前も今日からオレと一緒にここで暮らせ。ここに住んでくれ」

「断る」

「揉もめてる場合じゃねぇんだよ！　お前も小町と同じように――」

「自分の身に何かが起こっていることは承知している」

「だったら――」

「それでも断る。自分の身は自分で守れる。守れなくても、誰だれにも迷惑はかけない」

「尚之……」

　親友がここまで頑固になるのも初めてのことで、巧は二の句が継なげない。

　尚之がメガネを上げて、その奥にある目を隠した。

「だから君は……姉さんを守っていればいい」

　言いながら踵きびすを返し、尚之は階段を下りた。小町が呼びかけても振り返らなかった。

　再び三人になった廊下で、巧と小町が立ち尽くす。

　そんな二人に、

「大丈夫だよ」

　栞しおりが声をかけた。続けて言う。

「大丈夫。明日、私が行けば……全部、大丈夫になるよ」

　だが、これも慰めではなく、己に言い聞かす言葉だ。

　巧と小町も生返事しかできない。

　巧の頭は、まだ鈍にぶい。故に、ヒナと尚之が『何をしていたのか』を深く問わなかった。

　二人が『どこ』に行っていたのかを追及しなかった。

　そのミスに巧が気づくのは、最悪の形になってからである。



    

  
    
      

　三章　激闘





　時間は少し遡さかのぼる――





　学校を出たヒナと尚なお之ゆきが向かった先は、埋め立て地にある「ブレイン・カンパニー」の本社ビルだった。

　受付で名前を告げると、用件を言う前に、ある部屋へ案内された。まるで来訪するのを見越していたかのように。

　二人が案内された部屋は、地上十八階にある「第四開発部・部長室」だった。

「頼もーっ！」

　蹴け破やぶるようにドアを開けて、ヒナが叫んだ。この無礼な切り込み方に、隣にいる尚之は肝を冷やした。

　実のところ、尚之は勢いに任せてここまで来たことを反省していたのだ。いや、ここに来たこと自体に後悔はない。考えもなしにやって来たことがまずいと思っていた。



    

  
    
      



    

  
    
      　こちらの目的は、この会社が本当は何をしているのかを知ること。それさえわかれば、自分や姉が陥おちいっている事態についても、原因などは自ずと見えてくる。焦点をその一点に絞っているあたり、さすがに尚なお之ゆきは賢い。

　ただ、すんなり聞き出せる教えてもらえるとも思っていなかった。ならば、どうするか。その妙案が浮かばずにいたのだ。

　だからこそ、何も言わずにこの部屋へ案内されたことに、わずかな安あん堵どと、不気味さを感じた。なんだか「乗せられている」ようで気分が悪い。

　部屋で待っていた男が、ヒナの挨あい拶さつに顔色を変えないことも不信感を募らせた。

　しかし、ここまで来たら、あれこれ考えても仕方ない。

　尚之はメガネをくいっと上げて、ヒナの勢いに乗ることにした。ただし、礼は損なわないように。

「初めまして。日下部くさかべ尚之と申します。姉がいつもお世話になっております」

「桃もも井いヒナです。おじさんとメガネさん、なんとなく似てるね」

　どこまでも無礼な物言いに、尚之は本当に冷や汗をかいた。

　だが、おじさんと呼ばれた男は、それでも眉まゆひとつ動かさなかった。コーヒーをゆっくりと飲んで、マグカップをコースターの上に丁寧に置いてから、

「桃井ヒナ？　……ああ、たしか桃井巧たくみの――」

「嫁です」

「……嫁？」

「はい。嫁です。主婦です。ワイフです。ラブリーハニーちゃんです。……ま、一部では妹っていう噂うわさもあるけど、それはあくまで噂です」

「なるほど。私は横よこ山やまだ」

　と、男は驚きもしない。この反応が尚之の冷や汗を促進させた。たしかに、自分と似ている。きっちりと横に分けた髪型も、神経質そうな切れ長の目も、落ち着き払った物腰も似ている。

　だが、決定的に違う部分もある。男はどこか人間味に欠けていた。質感とか温度が感じられない。まるで機械と喋しやべっているような印象を受けた。

　男は無言のままソファへと移動して、ヒナと尚之も向かいに腰を下ろした。

「それで、用件は？」

　抑揚のない口調で男が訊たずねる。

　尚之は、これは直球勝負に出るべきだと判断した。

「実は――」

「巧くんを返して！」

「んなっ？」

　さしもの尚なお之ゆきも狼ろう狽ばいした。切り込み方よりもセリフそのもの――ヒナの目的に驚いた。

　横よこ山やまもほんのわずかだが眉まゆを寄せている。

　そんな二人にはお構いなしで、ヒナが畳みかける。表情はいたって真剣だ。

「この会社がなにをやっているのか知らないけど、巧たくみくんはもうボロボロなの。ヘトヘトなの。グダグダのグズグズなの。そのくせに、まだ一人で抱え込もうとしてるの。一人で解決できると思ってるの。嫁になんの相談もしてこないの。あーもう、思い出したらムカムカしてきた、あのダメ亭主めええ！」

「……何が言いたいのか、よくわからんな」

「巧くんを返してって言ってるでしょ」

「無理だ。彼とは契約を交わしている」

「ナシにして」

「無理だ。そもそも君たち兄妹は我が社から多額の借金を――」

「じゃあ、ヒナとチェンジして。ヒナが巧くんの代わりに働くよ」

「……本気で言っているのか？」

「スーパー本気。ヒナが働いて、借金も全額返済する。ついでに小こ町まちちゃんが変なことになっているのも解決する。ぜ～んぶヒナが解決してあげる。だからチェ～ンジ！」

「つ、ついでにって……」

　としか、尚之は口を挟めなかった。

　横山も顎あごに手を当てて黙然としている。初対面であるヒナや尚之は知らないことだが、横山がこれほど表情を変化させたり、会話で主導権が握れないのは初めてのことである。小町や巧でさえ横山にはあしらわれているのだ。

「ね？　いいでしょ？」

　ヒナが返事を急かすと、横山は二拍ほどの間まを置いてから、

「そんなに兄を助けたいか？」

「愚問だね」

「ぼ、僕もだ。姉さんを助けたい」

　尚之が焦りながらヒナに乗っかる。しかし横山は、尚之には一いち瞥べつもくれず、

「いいだろう」

　と、ヒナに言った。

「桃もも井い巧との契約は破棄できないが、君とも契約を結ぼう」

　あくまでヒナだけに言う。

「えー、それじゃダメだよ」

「嫌なら話はなかったことにしよう」

「むぅ……じゃあ、それでいい。そのかわり巧たくみくんの仕事は三年に一回ぐらいのペースにしてよね」

「考えておこう」

「ちょ、ちょっと待て。僕はどうなる？」

　完全に空気化している尚なお之ゆきが声高に自己アピールをした。ようやく横よこ山やまが尚之を見る。目玉だけを動かした、まるでゴミクズを見るような目つきで。

「君は好きにすればいい」

「なっ……で、では、好きにさせてもらう」

　尚之的にはかなり納得のいかない形だが、三者の意見はまとまった。

「ただし――」

　と、横山が付け加える。

「ここで働くことは絶対に口外してはならない。兄にも姉にも、だ」

　それは念を押されるまでもなく予想していたことだったので、

「いいよ」

「了解した」

　ヒナと尚之は頷うなずいた。

「では早速、職場に案内しよう」

　横山がソファから立ち上がり、そのまま部屋の奥にあるドアへと歩き出した。

「一応、断っておくが、ここから先は――」

　ドアを開ける。

「――魔物の巣そう窟くつだ」

　ドアの向こうにあったのは、このビルの地下三階にあるのと同じ部屋。無数のコードやプラグが壁から伸びていて、中央にある黒い椅い子すに繋つながっている。巧たちが「プレイヤーズ・ブース」と呼んでいる部屋だった。

「「……っ！」」

　尚之はもちろん、これまで威風堂々としていたヒナも、その異様な光景に息を呑のんだ。

　部屋と部屋との境界線を跨またげば二度と日常には戻って来られないと、直感した。

　それを見透かしたかのように、もうひと言、横山が付け加えた。

「思いとどまるなら今のうちだぞ」

　ヒナは大きく息を吸い込み、ゆっくりと吐き出してから、

「止めてもムダだよ。今のヒナ、テンションマックスなんだから」

　境界線を跨ぎ、日常と決別した。





　――時間は戻り、さらに進む。





　巧たくみと小こ町まちが、尚なお之ゆきとケンカ別れをした後のおんぼろアパート。その二階。桃もも井い家けの隣の部屋。

　陽はとうに暮れ、夜も深い時間になっている。

「………」

　巧は背を壁に預け、膝ひざを抱えていた。唇を噛かみしめながら、いまだに溢あふれ続ける自責の念を静める作業と、これからどうするべきかという考察に腐心していた。

　だが、どちらも上手くいかない。状況は何も進展していなかった。

　あれから、小町と栞しおりの三人で話し合い「明日の件はひとまず保留にする」ということで落ち着いた。栞はどこか不満げな様子だったが「指定された時間までに正体を突き止められるかもしれない」という巧と小町の意見に渋々ながら同意した。

　意見した巧自身、それはない、とわかっている。そんなに甘くない。そんなに都合良くいくわけがない。

　ただ、思うがままに操られていることが歯がゆくて、無駄だと知りつつも抵抗はしていたい。その程度の意見だった。

「ん……」

　と、先に布団に入っていた小町が寝返りを打った。寝苦しそうに眉まゆを寄せている。

　今夜はひどく蒸し暑い。

　小町が半身を起こして、汗に濡ぬれたパジャマのボタンに手をかけた。

　くるっと巧が背を向ける。今は小町の艶あで姿すがたを見ても本当に何とも思わない自信はあったけど、一応の配慮をした。

　もぞもぞと衣きぬ擦ずれの音が静かな部屋に響く。

　やや遅れて、

「見ないの？」

　寝ぼけた感じの声が届いた。巧は背を向けたまま答える。

「見ませんよ」

「じゃあ、下も脱ぬいでいい？」

「どーぞ。そのかわり、ちゃんと布団は被って――」

「おい。サービスしてやってるんだ、ちゃんと見ろよ」

「……！」

　巧は驚きと怒りを押さえ込み、なるだけ冷静な態度で「犯人の登場」を出迎えた。

　巧の背後では、パジャマを脱ぎ捨てた小町がニヤニヤと笑っている。

「……なにしに来た？」

「出張サービスだよ。お望みとあらば真っ裸にもなってやるから、こっち見ろよ。本当は見たいんだろ？　無理するなって」

「なにしに来たって訊きいてんだ」

「フン、遊び心のないやつだ。一応、釘くぎを刺しに来てやったんだよ」

「……釘？」

「無駄だよ、桃もも井い。俺おれの正体は暴けない。お前をバカにしているわけじゃなくて、これは構造上の問題だ」

「……だったら、ゲームとか言ってんじゃねーよ」

「俺としてはもっと楽しみたかったんだけどな。ま、こっちにも色々と事情があるんだ」

「つまり、テメェはそこまで偉くねぇってことだな。ぶっちゃけ下っ端なんだろ？」

　挑発したのだが、敵は逆に微笑ほほえんだ。

「……なあ、桃井。もっと上手に生きようぜ」

　という口調もどこか優しい。きかん坊をあやすような響きだ。

「強い者には逆らわず、長いものには巻かれて、弱い者から搾取する。誰だれでもやっていることだろ？」

「はあ？　なにが言いてぇんだよ」

「俺はお前よりも強い。だけど、お前だって弱くはない。充分、強い。相対的に見れば、お前は搾取する側の人間だよ。俺たちにはその能力ちからがある。なのに、お前は奪われている。借金をカタに、いいようにコキ使われている」

「……」

「本当は能力を使って金を生み出す方法も思いついてるんだろ？　モラルに縛られているだけだろう？　ご立派な心がけだ。でもな、正しく生きたって誰も褒めちゃくれないぜ。それこそ、一銭にもならない」

「……方法なんて思いついてねぇよ」

「俺が教えてやろうか？」

「……」

「世の中ってのは理不尽なことで溢あふれている。だけど、少しの我慢と妥協と打算をすれば人生はハッピーになる。今だってそうだ。振り返るだけで、長年想い続けてきた女の裸が拝める。俺と友達になれば今以上のサービスもしてやるさ」

「うるせぇ！」

「キレんなよ。素直になれ。難しいことじゃない。とても、とても、イージーなことだ」

　すっ、と「操り」は立ち上がった。そして、巧たくみの前に回り込んだ。

　生まれたままの姿で。

　その肢体は、あまりにも艶あでやかで、どこまでも美しい。白くなめらかな肌が月明かりを反射させて、神秘的な輝きを放っていた。

「……っ」

　巧たくみは思わず見入ってしまった。理性とは裏腹に、豊満な胸の膨らみから、華きや奢しやな腰つきから、目が離せない。離れない。劣情が津波のように押し寄せた。

　そして導くように囁ささやかれた。

「俺おれと友達になろうぜ。そうすれば、みんなハッピーだ」

　目が眩くらむほど甘美な誘惑だった。

　手が勝手に、小こ町まちの肌に触れようとしている。

　芽生えた邪心を振り払うため、伸ばした手で己の横っ面を思いきり殴りつけた。

「……話は終わったか、ニワトリ」

　予想外のセリフに「操り」の顔が怒りで歪ゆがんだ。

「んだと？」

「テメェは強くなんかない。憶病モンのニワトリだ。いい名前だろ？」

　怒りに歪んだ「操り」の顔が、呆あきれと哀れみに変わる。

「……お前は所しよ詮せん、この程度か。悪口を言って満足なら、好きなだけ吠ほえてろよ。でも、それじゃ永遠に俺には辿たどり着つけない」

「そーでもねぇよ。テメェの正体なんて、養鶏場に行けばすぐに見つけられる。とても、とても、イージーなことだ」

「……俺を怒らせない方がいいぞ」

「キレんなよ。もっと口ゲンカを楽しもうぜ」

「……ははは」

　激高しかけた「操り」だったが、声を上げて笑うことで怒りをいなした。

「会話を長引かせて情報を得ようってつもりだな？　さすがだ、危うく引っかかるところだった」

「そこまで考えてねぇよ。ニワトリのくせに悪知恵が働くんだな」

「……もういい。明日だ。時間通りに立たち花ばな栞しおりを『広場』へ来させろ。さもなくば――」

　右手の親指を首の前でスライドさせる。

「この女から始末する」

　そして、消えた。小町から離れた。

　自我の戻った小町は、操られていたことを即座に理解し、胸を両手で隠した。

　と同時に、巧が反転。そのまま押し入れまで歩き、衣服を背後に放り投げる。

　小町は震ふるえる手で服を取りながら、

「また……？」

「……悪い。絶対に見ないって約束したのに、見ちゃったよ」

「そんなの全然いいけど……」

　巧たくみは小こ町まちに背を向けたまま、どかりと胡座あぐらをかいた。

「犯人は多分、女だ」

「え？」

「服……というか、下着を脱ぬぐことに慣れている。だから、女だ」

「そんなの――」

　説得力がない、と言いかけたが、小町は言葉を飲んだ。それぐらい言われなくても承知しているだろう。だけど、あえて断定している。そうすることで犯人像に近づこうとしている。

　だから小町は、

「その他には？」

　と、促した。ここにきてようやく巧の頭脳が回転速度を上げた。

「右利きだ。言葉遣いは変えているだろうけど、滲にじみ出でるニュアンスや言い回しが若い。年も若いだろう。少なくとも高齢じゃない。そして時間に融通の利く立場だ。社会人ではない。性格はひん曲がってるけど、本物のサイコじゃない。でも、頭は……いい。狡こう猾かつで抜け目ない。それから……」

　ブツブツと呟つぶやき、確かめるようにヒントを重ねていく。

「オレの分裂ダブルに時間制限があるように、ヤツの能力にもなにか制限があるんだろう。そうじゃなきゃ、出たり入ったりする必要がない」

　さらに重ねる。

「そもそも、どうして小町と尚なお之ゆきなんだ？　どうして直接、オレや栞しおりを操らない？　……いや、できないんだ。できない理由があるんだ。つまり、そこが突破口だ」

「そうね」

　小町が褒めるように合いの手を挟み、さらに促す。

　しかし、巧の呟きはピタリと止まった。

「……まあ、そんなとこかな」

　軽い口ぶりだが、丸めた背中は悔しさを隠しきれずにいた。

　仮に、巧の推理が当たっていたとしても。

　正体には遠い。遠く及ばない。

　仮に、性別や特徴が一致していたとしても、そんな人間は五万といる。十万、数十万、もっといる。あといくつか具体的な情報を重ねたとしても、分母がわずかに減る程度で、一分の一にはならない。

　なにより「突破口」がまったく掴つかめていない。

「ちくしょう……」

　巧たくみが静かに吐き捨て、畳に拳こぶしを叩たたきつけた。

「巧……」

　小こ町まちも声が震ふるえた。下着も服も身につけず、上下に揺れる巧の肩を見つめる。

　巧がどんな思いでいるのか、痛いほど理解ができた。共有といってもいい。小町でなければ分かち合えない感情かもしれない。

　自責の念も、敵への怒りも、悔しさも、ありすぎるほどにあるだろう。

　でも、それ以上に。

　二人が幼い頃ころから培ってきたものを、ずっと待っていた時を、夢にまで場面を、どこの誰だれかもわからない人間に奪われた。壊された。遊ばれた。

　その、悲しみや怒りという単語には収まりきらない激情が、二人の肩を震わせている。

　小町は膝ひざをすべらせて、巧に近寄った。

　そのまま後ろから、ギュッ、と抱きしめた。

「ねえ……」

　と、耳元で囁ささやく。

　今からでも遅くない。今ここで形にすればいい。このやりきれない想いに身を任せればいい。たとえそれが慰め合うことだとしても構わない――そんな風に続けようとした。



    

  
    
      



    

  
    
      　だが、巧たくみの手は、小こ町まちの腕を優しく解いた。

「これ以上はさすがに我慢する自信がねぇよ」

「別に我慢しなくても――」

「やめよう」

「………うん」

　小町は素直に後ずさり、衣服を纏まとった。

　巧は布団に潜り、頭から毛布を被った。

　やがて東の空が淡く白色に染まり、夜の終わりを告げた。



　翌、７月３日。昨日と同じような、いつ雨が降り出してもおかしくない空模様。

　巧と小町は朝から「ブレイン・カンパニー」へと向かった。目的は、横よこ山やまに会うため。横山から何かしらの情報を聞き出そうとした。

　ところが面会は拒まれた。受付では「不在だ」としか言ってもらえず、部長室の前では屈強な警備員に阻止された。それでも二人はしつこく食い下がったが、横山に会うことは叶かなわなかった。不穏なものを感じつつ、二人は会社をあとにした。

　そのころ、栞しおりは学校に行っていた。これはヒナと尚なお之ゆきを監視する意味合いもあったが、もう一つ、重要な役割を担っていた。

　桜さくら井いリラの住所を調べることである。

　リラがキッドの正体であるという事実を、巧は栞に打ち明けた。事態が逼ひつ迫ぱくしている今、隠しきれない――意味もない――と思ったからだ。

　栞は大いに驚き、ショックを受けたが、事実は事実である。受け止めるしかなかった。

　リラは昨日に続き、欠席していた。それは予想どおりであり、ある意味、好都合だったので、栞はさしたる苦労もなくリラの住所を調べることができた。

　そして、その情報をもとに、巧と小町はリラの家へと向かった。場所は学校からよりも会社からの方が近かった。バイクで二十分ほどの、海沿いの住宅街にある中層マンションだった。

　しかし――というか、当然ながら――部屋は、もぬけの殻だった。住人やマンションの管理会社に訊たずねたが引っ越し先は不明。リラは完全に姿を消していた。携帯電話もすでに解約されていた。

　もっと早くに来ていれば、と後悔しても時すでに遅し。

　巧と小町は呆あつ気けなく打つ手がなくなった。いたずらに時間だけが過ぎた。

　学校でも、何もなかった。ヒナと尚之は一日中、接触することなく、各々の家に帰った。

　それを見届けて、栞は「ブレイン・カンパニー」に来た。巧と小町はひと足先に会社で待機していた。

　こうして、成果も変化もないまま、約束の時間は迫ってきた。





　無理をするな。何かあれば迷わず逃げろ。私のことは気にしなくていいから……そんな意味の言葉を雨のように注がれた後、栞しおりは電脳世界に降り立った。

　巧たくみと小こ町まちは会社の地下三階７号室で、その様子をモニタリングしている。

　指定された時間よりも少し早く『広場』に到着。

　露出度の高い鉄製の胸当てなど、防具はこれまでと変わらない。

　右手に携たずさえている武器は前回のクエストで入手した「素槍」である。相変わらず、手に馴な染じむ感覚がなんとも心地良い。

　まだまだルーキーの域を出ない栞だが、金色の髪を風になびかせ、凛りんと背筋を伸ばして立つ姿には、歴戦の猛者が纏まとうような風格が漂っていた。

　敵チームが一体、何を仕掛けてくるのかは、わからない。どうせ卑ひ怯きようで厭いや味みなやり方で小難しいことを言ってくるのだろう。

　そのへんのことはもう考えないようにした。あきらめて、割り切った。私に駆け引きはできない。だから、言われたことをやる。とにかく動く。

　仲間にだけはならない――というラインまで、ギリギリのところまで敵の指示に従う。無理をするな、と巧は言ったけど、限界まで無理をするつもりでいる。

　そして、できる限りのヒントを持って現実世界に帰る。あわよくば、敵チームの誰だれかを人質に取ったり、いっそのこと敵チームそのものを壊滅させてやる……などと物騒な発想まで生まれている。この世界における栞の武力をもってすれば、まったく不可能な話でもない。

　なんにしても、まだるっこしい展開はもうウンザリだ。ズバッと行ってドカッと終わらせる。一秒でも早く今回の件を終わらせたい。

　それは巧や小町も同じ気持ちだったが、栞の方が前向きで気概に満ちていた。

　コツン、と背後から足音が聞こえて、振り返ると、

「……キッドくん」

　大きな三角帽子に、ぶかぶかのローブ、同じくぶかぶかで先の尖とがった靴という見慣れた装備をした少年魔ま法ほう使つかいが立っていた。

　キッドは帽子を目深にかぶり、目元を隠している。あどけない笑顔や赤みがかった頬ほお、子犬のようなコロコロとした仕草は、今はどこにもない。

　力強かった栞の碧あおい瞳ひとみが、うっすらと濡ぬれた。

「ずっと騙だましてた……のね？」

「………」

　キッドは口元を固く結び、答えない。言い訳の一つぐらいしてくれた方が、栞しおりとしては気が楽だったのだが、キッドは何も言わない。言いそうにない。

　栞はゆっくり瞬またたきをして、悲しみと涙を地面に捨てた。

「もういいわ。それより、私をここに呼び出した理由を言って」

「………一緒に来て」

　キッドが広場中央にあるステージに上った。栞も黙って続く。

　足下から円柱状に伸びた光が体を包み込み、二人はワープした。



　最初の着地点は、前回クエストの舞台となった『洞どう窟くつエリア』の近くだった。洞窟内に通じる穴は大きな岩によって塞ふさがれている。

　洞窟を離れ、そこからは延々と歩いた。ワープには、過去に到達したエリアにしか行けない、というルールがある。故に、キッドが案内役として派遣されたのだ。

　エリアチェンジ毎に天気も変わるため、栞は時間の感覚があやふやになったが、三～四時間ほども歩き続けた。

　長い砂浜が延びる『海岸エリア』を抜け、標高の高い『山エリア』で道なき道を行き、前に巧たくみと行ったことのある村よりもずっと活気に溢あふれた町を横目に通り過ぎて、アスファルトで舗装された近代的な道路を突き進む。

　この間、二人に会話はなかった。ただ黙々と歩いた。

　長い長い道のり。巧ならば早々にへたり込んでいただろう。しかし、栞の屈強な肉体はあまり疲労を感じさせなかった。

　やがて舗装された道が途切れ、じりじりと気温が上がり、草花の生い茂っていた足下が乾いた砂に大半を占められるようになった。

　そこがゴール。

　辿たどり着ついたのは、砂漠の真ん中で不気味に存在している『廃はい墟きよの町』だ。

　もともとの設定なのか、それとも荒れ果てたのか、コンクリートでできた建物は原型をかろうじて保っているに過ぎない。窓が割れ、鉄てつ筋きんが剥むき出だしになっていた。辺りからは不快な臭いも漂ってくる。乾いた地面に亀き裂れつも入っている。

　建造物などに使用されている素材は現代的だが、果たしてこれを現代的と呼んでいいものか、栞はちょっとだけ迷った。

「――それで、何をするつもり？」

　数時間ぶりにキッドに話しかける。

　すると、キッドが答えるよりも早く、建物の中から四名のプレイヤーが姿を現した。

　男女二人ずつ。装備はバラバラだが、おそらく「剣けん士し」と「魔ま法ほう使つかい」の二名ずつだ。男女それぞれに一名ずつの均等な振り分けである。

「ようこそ、我がチームへ」

　褐かつ色しよくの肌に黒光りする鎧よろいを身に纏まとった「女剣けん士し」が両手を広げて言う。腰に細長い剣を携たずさえている。髪はベリーショート。目鼻立ちがくっきりとした、まずまずの美人だ。

「………」

　栞しおりは何も言わずに、残り三人の出で立ちも確認した。

　男の一人は、神父みたいな格好をしている。武器は確認できない。目元が暗く、陰いん鬱うつな雰囲気を漂わせている。肌の色も不健康な青白さだ。

　もう一人の男も、雰囲気が暗い。甲かつ冑ちゆうで全身を覆い、顔も見えない。背格好から男だと判断しただけで、実際は女かもしれない。瓦が礫れきに腰を下ろして、足下に大きな剣を置いている。

　最後の一人は、黄色のキャミソール一枚という格好をした女。その服装が防具なのかはわからない。両の手にバトン状の杖つえを持っており、くるくると回して遊んでいる。ツインテールの髪も小刻みに揺れる。ニコニコと楽しそうな笑みを絶やさない。ある意味、この女が一番不気味だった。

　栞は心の中で四人に「リーダー」「神父」「鎧」「キャミ」と見たまんまの名前を付けた。

「そんなに怖がらないでくれ。心配しなくても、みんな悪いヤツだから」

　リーダーと命名された女剣士が、くっくっ、と笑う。冗談なのか本気なのか。いずれにしても、栞は笑えない。笑わない。無視して確認作業を続ける。

　――『黒いアイテム』を探せ。

　――特に『黒い指輪』だ。

　これも出発前に巧たくみから言われたことである。それをそのまま実行した。

　リーダーが装備しているものは、剣を除いて、全てが黒色だ。

　対照的に神父が着ているローブは全て白色だが、防具の内側までは確認できない。

　鎧も同様。灰色の甲冑に覆われている。

　キャミは……すべての指に黒色の指輪をはめていた。

（この子が犯人？）

　という可能性が高そうだけど、あからさますぎて逆に疑わしい。

　全員、決定打に欠ける。「操り」を特定するには至らない。そもそもこの四人の中にいるとは限らないのだ。

　栞の意図を見抜いたリーダーが、

「無駄だよ。特定なんかさせない。もひとつ言うと、ここにいる全員が『能力者』だよ。仲間になれば誰だれがどんな能力か教えてあげるけど？」

「……別に。知りたくない」

「こっちもまだそこまでは強要しないさ」

「そこまでって、どういう意味？」

「誘っておいて悪いんだけどさ、色々と確認したいことがあってね」

「遠回しな言い方しないで」

「入団テストみたいなものだよ」

「……テスト？」

　リーダーの口元が歪ゆがんだ。その笑顔の品のなさ。厭いや味みな口ぶり。こいつが犯人かも、と思わせるものがある。

　リーダーは歪ませた口元を直さぬまま、パチン、と指を鳴らした。

「？」

　不可解な言動に栞しおりが首を傾かしげた瞬間、周囲から気配が漂った。

　気配は一つじゃない。四方八方から感じる。

「な、なによ？」

　栞が辺りを見回すと――何十匹という魔犬に囲まれていた。その体長は大型犬といったところだが、牙きばを剥むき出だしにして、喉のどを鳴らしている。栞を威い嚇かくしている。

　以前にも遭遇したことのあるモンスターだ。巧たくみが「黒い腕輪」を手に入れたとき、その場にいた魔犬の群れ。ただ、数は倍以上もいる。栞を中心として規律正しく円をつくっている。

　キッドを含む敵チームの面々は、いつの間まにか廃ビルの屋上に移動していた。そして、上から見下す視線と口調で、

「頑張れよ」

　と言って、リーダーがもう一度、指を鳴らした。

　それを合図に、魔犬が一斉に飛びかかってきた。前後左右全ての角度から襲ってきた。

　やっぱりアイツが「操り」なのか――と考察する余裕は、ない。

「……っ！」

　栞は歯を食いしばり、槍を握りしめた。構えなんてない。なにしろ、この武器を実践で使うのは、これが初めてだ。が、迷っている時間もない。

　栞は前方に槍を突き出して、反時計回りに、ぐるん、と旋回し始めた。

　狙ねらいは槍の先端にある刃の部分で魔犬を斬きりながら一周すること。一周して、一いつ蹴しゆうすること。その狙いどおり、目の前にいる二匹の体を真っ二つに切り裂さいた。

　鮮血が飛び散り、二匹は瞬またたく間に光の粒子となって消滅した。

（わっ……）

　と、あまりの切れ味に栞自身が驚きよう愕がくする。肉を裂く手応えが、包丁で野菜を切るよりも呆あつ気けない。

　新たな武器の、怖いぐらいの性能の良さに歓喜しかけた矢先。

「――ああっ！」

　激痛が体を駆け抜けた。背中に魔犬の牙きばが突き刺さっていたのだ。当然、旋回は途中で止まり、止まった体に次々と魔犬が噛かみついた。絡みついた。

「い、いやああ！」

　度を失い、栞しおりがもがく。むやみやたらに槍を振るう。偶然にも柄の部分でまとわりつく一匹を撲殺することはできたが、残りの数匹は危険を察知して身を引いた。安全な距離に戻り、再び円形の陣を敷く。

「はぁ、はぁ……」

　荒い呼吸を整え、痛みに耐える。もっと痛くなりそうなので傷口は極力、見ないようにしたけど、上腕部から流れる赤色の液体が目の端に入った。

　じわ、じわ、と魔犬が円を狭める。このままじゃまずい、と当たり前のことを確認して栞は対処法を練った。思い出したのは、

『振り回すんじゃなくて、前に突き出せ』

　という、前に巧たくみからもらったアドバイスだった。そのアドバイスの意味を吟味している余裕もない。今はただ信じるしかない。

　こういった素直さは栞の欠点であり、最大の長所でもある。

（よしっ！）

　腰を落とし、これまで片手だったのを両手にして槍を握る。構えが若干、様になった。

「やああああ！」

　気迫を全面に出し、枯れた地面を蹴けった。目の前に突進した。

　魔犬が反応したのもほぼ同時だが、両者の間には歴然としたスピードの差がある。

　ドフッ！

　空気が歪いびつな音を立て、槍の先が魔犬の喉のど元もとに突き刺さった。そのまま貫くのではなく、細こま切ぎれになって肉片が飛び散る。まるで小爆発が起こったかのような光景だ。

　さらに突く。悲鳴すら上げられず魔犬が槍の餌え食じきとなった。

　栞も無傷ではない。背後と左右から魔犬に噛みつかれている。ずぶ、と牙の刺さる音が体の内側から聞こえて、あまりの痛さに涙が出た。

　それでも栞は足を止めず、前に突き進んだ。恐れをなした一匹が逃げて、立ち向かってきた一匹を屠ほふる。

　円形の陣に隙すきが生じた。そこを走り抜ける。圧倒的な速度で囲みを抜ける。獣の群れを置き去りにする。

　振り返ったときには、すべての魔犬を正面に見る立ち位置になっていた。ただ、数的な優位までは変えられない。一人対数十匹。劣勢は否めない。

　しかし、栞の反射神経が勝った。

　次々と襲いかかってくる魔犬を攻撃される前に打ち払う。愚直にその作業を繰り返す。一匹ずつ、だけど確実に倒していく。

「もうっ！　いい加減にして！」

　という叫びは、どこか滑こつ稽けいですらあるのだが、行為は残虐だ。眼前で獣を肉片に変えていく。

　攻撃力の差も展開を優位にした。魔犬は隙すきをみて栞しおりに牙きばを突き立てているのだが、その攻撃ではダメージは負わせても致命傷にはならない。対して栞は、一撃必殺。突くという直線的で単調な攻撃方法だとしても当たれば命を奪える。

　わずかな差が積み重なり、そのまま数に反映されていく。土つち埃ぼこりが舞い、体のあちこちに付着している血が自分のものなのかどうか見分けがつかなくなったころ――

　魔犬の数は十匹を下回っていた。



　栞の戦いを廃ビルの屋上から眺めている敵チームの面々――。

「でたらめなヤツだなぁ」

　と、リーダーが嘲あざ笑わらい、

「……だが、強い」

　ぼそりと神父が評した。

「ま、強いことは認めるけどさ、でも、それだけじゃ不合格だ」

　との意見には、神父は黙って頷うなずいた。キャミは興味がないといった様子でバトン回しに興じていて、鎧よろいは何も語らない。

　ただ一人、キッドだけは目深にかぶった帽子の奥で、苦渋の面持ちを浮かべていた。



　再び地上。

「んんんっ！」

　と、栞が最後の一匹を光の粒子に変えて、がくりと膝ひざをついた。鉄製防具のあちこちに牙の刺さった跡がある。その内側に着ている衣服は破れ、肌にも無数の切り傷がある。

　満まん身しん創そう痍いの一歩手前、といったところだ。

　栞は息を整えてから廃ビルの屋上を睨にらんだ。そして、リーダーに向かって、

「もう気は済んだ？」

　だが、リーダーはくすっと笑って首を振り、また指を鳴らした。

「……うそ、でしょ……」

　栞が目線を下に戻す。

　現れたのは魔犬たちの親玉。全身を漆黒の体毛で覆いながらも二本足で立つ狼おおかみ。これも以前、遭遇したことのある魔物――ライカンスロープだった。その数は五体。

　さらに。

　ゴゴゴ、と音を立てて、乾いた地面が盛り上がった。土は崩れ落ちることなく人の形を成した。憤怒に顔を歪ゆがめる土の像。ゴーレムと呼ばれる魔物だ。こちらは記憶に新しい。前回の洞どう窟くつクエストで審判の役をしていたモンスターである。

　こちらも五体。

　単体でも強力なモンスターが合わせて十、栞しおりの前に姿を現したのだ。

「どこまでも卑ひ怯きようね……」

　チームの連中を罵ののしりながら、栞は槍を構えた。

　ライカンスロープが自慢の爪つめで襲いかかり、栞の肌を切り裂さく。と同時に、栞が人狼の胴体を真っ二つにする。

　ゴーレムが豪腕で栞の防具を粉砕し、栞が土の像を素手でブチ壊す。

　双方とも、己が傷つくことを恐れず、相手を傷つけることだけに夢中になっていた。

　一進一退――というだけでも栞の驚異的な戦闘能力の証明なのだが、形勢は少しずつ、碧へき眼がんの美女剣けん士しへと傾いていった。

　栞はこれまで以上に「考える」ことをやめた。捨てた、といってもいい。動いたものにだけ反応するよう、反射神経頼みの機械的な動きに終始した。圧倒的不利な状況がそれをさせた。

　そして、それが功を奏した。中途半端な作戦や戦略を立てていれば五分ともたなかっただろう。

　無我の境地に近い。栞は今、荒々しい闘争本能の固まりと化している。ただ戦うことにのみ「特化」された生物になっている。

　攻撃の方法も、もはや槍だけに頼らない。拳こぶしを繰り出し、蹴けりを見舞い、果ては頭突きまで、体のすべてを使って応戦している。不格好のようでいて――実際、不格好だが――動きそのものは洗練されていた。

　そうして、本能に肉体が連動し、戦士として数段の進化を遂げたところで。

　呼応するかのように「槍」も進化した。

　いや、覚かく醒せいした。

　くすんだ灰色をしていた柄部分が、いつの間まにか真っ黒に染まっていた。変色していた。

　その黒が、鮮やかな赤色に発光したのだ。

　瞬間。

　栞は、消えた。

「!?」

　と、驚きよう愕がくしたのは敵モンスターだけではなく、廃ビルの屋上から傍観していたチームの連中も同じである。

　栞しおりが敵に向かって走り出した瞬間に、姿を消したのだ。誰だれ一人として、その「速度」についていけなかった。

（え？）

　と、栞もまた驚いている。

　だが、栞の目に映る風景は真逆だ。

（遅い！）

　ビデオのスロー再生よりも、遅い。敵が止まって見える。いや、完全に停止している。止まった時の中を自分だけが動いている。

　そうとしか思えなかった。

　無我に近かった意識が戸惑いに揺れ、自覚的に槍を突き出してみる。

　ライカンスロープは反応すらしなかった。

　それ以前に、真正面からの攻撃に目の焦点が合っていない。あらぬ方向を向いている。

　槍はたやすくライカンスロープの体を貫き、魔物を光の粒子へと変えた。

　その粒子が煌きらめく様もゆっくりで、

（うわ。綺き麗れい……）

　と見み惚ほれてしまうほど「栞の時間」は緩ゆるやかに流れていた。

　一秒ジャストの超常現象が終わり、槍の放つ赤色が黒に戻る。



    

  
    
      



    

  
    
      　タイムラグを生み出した『超加速』も元の速度に戻った。

「……今の何？」

　栞しおりは思わずモンスターに訊きいてしまった。

「……？」

「……？？」

　ライカンスロープとゴーレムが顔を見合わせ、首を傾かしげる。

　さっきとは別の意味で時間が止まり、死地においては絶対にあり得ない間抜けな沈黙が訪れた。



　廃ビルの屋上では超常現象の――槍の能力についての検証が早くも行われていた。

「ねえねえ、今の何？　すごくない？」

　これまで興味なさそうだったキャミが興奮してリーダーの手を揺する。

「あ、あれは、まさか……時を止める能力……？」

「違う。あの槍は『特化型』だ」

　リーダーの見解を神父が否定し、言い当てた。続けて補足する。

「プレイヤーの『速さ』を何倍にも増加させるんだ。普通なら、すごく速くなる、程度で済むが、立たち花ばな栞のポテンシャルが高すぎる。だから目に見えないほどの速度になる」

「……お、おう。わかってるよ。ただちょっと想像以上だっただけだ」

　リーダーが強がる。しかし、強がりだけでもない。想像以上という言葉は、裏返せば、想像していたということだ。

　そう。チームの連中は、栞の持つ槍が『黒いアイテム』だと知っていた。一体、どんな能力を秘めているのかまでは知り得なかったが、前回の洞どう窟くつクエストで入手したときから特殊な武具だとは気づいていた。

　だからこそ、栞をチームに引き入れようとしたのだ。もっと言えば、栞本体は不要だ。ただ槍さえ手に入れられれば、それでいい。

　その点、巧たくみも条件は同じなのだが、巧の「分裂ダブル」はクセが強すぎて、実用性に欠ける。それに、巧は弱いので搦からめ手てを用いなくても奪える。

　では、槍の能力の正体がわかった現段階での評価はというと。

「うーん……微妙だな」

　言葉どおり、リーダーが微妙な顔をした。神父は無言で頷うなずいたが、キャミは、

「どうして？　すっごいじゃん、アレ」

「アレは立花栞が装備して初めて、すっごくなるんだよ。いわば『立花栞専用』なんだ。だから私たちが持っても、うま味はない」

「ふぅん。じゃあ、どうするの？」

「予定どおり、立たち花ばな栞しおりごとチームに入れる。断れば殺す。アイテムそのものに魅力はないけど、今の立花を放置しておくのは危険だ」

「その役目は俺おれに任せてもらおう」

　と、これまで微動だにしなかった鎧よろいが、大剣を片手に立ち上がった。

　途端、他の三人の顔つきが冷徹になる。

「座ってろ、オッサン。テメェに出番なんてねぇよ」

「………」

　鎧は大人しく従った。それに満足したのか、リーダーが厭いや味みな口調に戻り、

「それにまだテストは終わってない。ここからが本番だ」



　そのころ、地上では――。

「え、えっと……続き、やる？」

　栞がモンスターに訊きく。間抜けな展開は継続中だった。

「………」

「………」

　ライカンスロープとゴーレムが顔を見合わせ、うん、と頷うなずいた。

　そんな感じで、戦闘再開。

　敵の残りはそれぞれ二体ずつ。つまり、一対四である。

「もうあなたたちには負けないんだから！」

　栞が自信満々で地面を蹴けった。自分が手にした力の詳細は掴つかめていない。だが、新たな力が自分を数段上の戦士に引き上げたことは、わかった。

　負けないどころか、苦戦もしない。楽勝だ――と思ったのだが。

「……あれ？」

　スピードが変わらない。敵が止まって見えない。加えて、自信なんか持っちゃっているから無我になれていない。普段の動作よりも鈍にぶく、攻撃は簡単にかわされた。

「あれあれ？　え、どうして？」

　敵の反撃から逃げながら、何度も首を捻ひねる。

「あぁん、もうっ！　さっきみたいになってよぉ！」

　槍に向かって怒り、握る手の力を強くした。

　すると。

「――きた！」

　時間が止まった……のではなく、栞が「超加速」した。動かない敵に近づき、刺突。

　ライカンスロープ二匹を消滅させて、減速する。

「あ、コツがわかったかも。こう……ギュッとやってギュン、だ」

　実に栞しおりらしい表現だが、コツを掴つかんだのは事実。もう一度、ギュッとやってギュン、を繰り出し、超加速して動かない敵に近づき、ゴーレム二体も瞬殺した。

　すべてのモンスターを討伐して、

「ふぅ……」

　と、栞は安あん堵どの息を吐いた。

　パチパチパチとリーダーに拍手された。

　目を尖とがらせ、見上げる。野球のホームラン予告さながらに槍先を向ける。

「次はあなたたちよっ」

「いやいや。まだテスト中だよ。ようやく『フラグが立った』ところだ」

「……フラグ？」

　そのとき、大地が振動した。

　建物が揺れ、地面から重低音が響く。気配は感じるが、大きすぎて出現場所が見定められない。

「な、なんなのよ……？」

　混乱する栞の前に現れたのは――巨大な蛇だった。

　巨大な、という形容詞では生ぬるい。全長はゆうに十メートルを超えている。鎌首をもたげた、その高さだけでも周囲の建物より高い。

　蛇なので当然、ずるずると体を引きずるように移動する。移動するだけで地面が揺れ、体に当たるコンクリートビルの壁を壊していく。

　色は原始的な黄色。時折、チロチロと出し入れする舌は濃い紫色をしていた。

　廃ビルからリーダーが言う。

「そいつが、この辺りの主だ。私たちもほとほと手を焼いていてね、アンタに退治してほしいんだよ」

「……」

「でも、ただ倒しただけじゃ合格にはできない。あそこを見ろよ」

　リーダーが大だい蛇じやを指さし、栞が目で追う。大蛇の黄色い体の中に一カ所だけ、非生物の部分があった。それは首。首に黒々と光る金属が巻かれていた。

「あ、あれは……」

「そう。『黒い首輪』だ。あれを取れば、晴れて合格だよ。ちなみに、あれを取るには首を切断しなきゃならない。ま、今のアンタなら簡単だろ？」

「……別に合格なんてしたくないわよっ」

「とにかく頑張れよ」

　また指を鳴らされた。ギロリ、と大蛇の細い目が栞を捉とらえる。

「くっ……上等よ！」

　栞しおりは槍を構えた。

　次の瞬間、大だい蛇じやの舌が伸びてきた。十数メートルは離れた位置にいたのに、舌が足下に届いてきた。

「長っ！」

　驚きつつ、ジャンプして回避。ビタン、と鞭むちを叩たたきつけるような音がこだまして地面に亀き裂れつが入った。

「しかも、強烈ね……」

　でも、遅い。加速の力を使わなくても避よけられた。目視してからでも間まに合う。

　大蛇が続けて攻撃をしてきた。今度は、魔犬戦の最初に栞がやったのと似ている、旋回攻撃だ。長い長い体を時計回りに回転させてきた。

　この威力も絶大で、ビルや家屋をなぎ倒しながら迫り来る。栞のと違って、途中で止まらない。

　でも、やっぱり、遅い。

（いける！）

　確信した。

「やああああ！」

　定番となりつつある掛け声を発して、栞は「超加速」した。

　止まっている大蛇の体を踏み台にして高く跳躍する。問題は、うまく首を切断できるかどうかだが、この槍の切れ味なら大丈夫だろうと判断した。

　が、しかし。

　目の前から突然、大蛇が消えた。

　完全に姿が消えたのだ。

「………え？」

　標的を見失い、槍を振り下ろそうとしていた栞の体が止まる。と同時に、止まっていた時間が動き出す。加速による無敵時間が終了。

　その先に待っていたのは、

「ぎゃっ!!」

　絶叫と激痛。空中を漂う栞の体に巨大な何かが衝突した。

　そのまま遥はるか後方まで吹き飛ばされ、ビルの三階部分にぶつかり、地面に落下。受け身などとれようはずもなく、背中から墜落した。

「う………」

　呻うめく栞は、混濁する意識を繋つなぎとめるだけで精一杯だった。おそらく「首輪」の能力が発動したのだろうとは予想できたが、どんな能力なのかまでは皆目検討がつかなかった。





　ブレイン・カンパニー本社ビル地下三階７号室――。

　栞しおりの戦いをモニタリングしている巧たくみが、ドン、と机を叩たたいた。この動作、今が最初ではない。

「オレも行く」

　と、プレイヤーズブースに入ろうとするのも何度目かわからない。

「待ちなさい！」

　小こ町まちが引き留めるのも同じ回数。だが巧は、今度ばかりは本気だった。いや、今までが本気じゃなかったわけではない。ただ、助けに行こうとする度に、栞が挽ばん回かいしてくれた。進化までした。決して喜ばしいことではないが、頼もしささえ感じた。

　でも、今回は本当に危ない。

「小町、放せ！　このままじゃ栞はマジでやられちまう！」

「待ちなさいってば！」

　引き留める小町も辛い。なにも我が身が可愛くて言っているのではない。栞が傷つかずに済むのなら、栞を救出できるのなら、自分は「操り」に何をされたって構わない。

　それどころか、人質になっている自分が――みんなの足かせになっている自分が情けなくて、申し訳なくて、悔しくて、おかしくなりそうだった。

　それでも尚、巧を行かせるわけにはいかない。

「アンタが行っても無駄よ」

「んなことはわかってんだよ！　でも、ここでジッとしてられねぇだろ！　せめて、栞が逃げるまでの時間ならオレにだって稼げる」

「無理よ」

「無理じゃねぇ！」

「絶対に無理よ。アンタなんて一瞬で殺されるわ。たとえ逃げる時間を稼げたとしても、アンタがチームの連中に捕まる。ヤツらはアンタを殺してもくれない。きっと栞ちゃんを脅す材料に使われるのがオチよ」

「………そうだとしても行かなきゃ、栞が……」

「あの子のためを思うなら、耐えなさい」

「……っくしょう!!」

　巧が何度も机を叩く。

　画面を見つめる瞳ひとみからはポロポロと涙が滴したたり落ちていた。

「巧……」

　小町は巧の涙など飽きるほど見てきたが、濡ぬれた瞳の奥に宿る感情は、これまでに一度しか目にしたことがなかった。

　それは、怒りとは異なる激情。遠い昔、自分に向けてくれた眼まな差ざしだ。

　巧たくみ本人はまだ気づいていないかもしれない。でも、小こ町まちは見てしまった。胸が引き裂さかれそうになって、泣きたくなった。

　だけど、今は感傷に浸っている場合じゃない。

「大丈夫よ。栞しおりちゃんなら……きっと何とかしてくれるわ」

　虚むなしく根拠のない願いだが、あえて口に出し、神に祈る。

　どうか無事に帰ってきてくれと祈る。

　その悲痛な祈りを叶かなえてくれたのは、神様ではなく――少年魔ま法ほう使つかいだった。

　そして、さらに………





　電脳世界『廃はい墟きよの町』――。

　あと数秒もあれば意識を……いや、命を失っていたであろう栞の体に冷たい水の感触が広がった。その「回復魔法」によって、すーっと痛みが和らぎ、気分が安らいでいく。

　閉じかけていた瞼まぶたを開けると、視界にキッドの姿が入った。

「シオリン、大丈夫？」

　と、あどけない笑顔で言う。そしてすぐに険しい顔つきになって前方を睨にらんだ。

　消えていたはずの大だい蛇じやがいた。突如として現れた乱入者に戸惑っているのか、舌を出し入れさせながら細い目で二人を眺めている。廃ビルの上では「あのガキっ」とリーダーが歯がみしているが、地上に降りてくる様子はない。

　キッドが栞に言う。

「あの首輪の能力はおそらく『透明化ステルス』だよ」

「……ん？」

「簡単に言うと、保護色だね。完全に消えるわけじゃない。透明になるだけで、ちゃんとそこにいるんだ」

「ああ、なるほ………ごめん。よくわからないや」

「んー……相変わらずだね、シオリン……」

「だって、ストレスが消えてなぜ透明になるのか意味がもうさっぱり――」

「トじゃなくてテ！　ステルス！」

「……はあ」

「んーっと……要するにね。シオリンなら勝てるってこと」

「……そ、そうかなぁ？」

「いつもみたいに元気よく『やあああ！』って行けば、絶対に勝てるよ」

　その言葉と笑顔が、治癒魔法よりも栞を癒した。折れかけた心に再び闘志が宿った。

「うん。やってみる」

　栞しおりは立ち上がった。槍を構え、大だい蛇じやを睨にらみつけた。

　戦いの再開だと悟った大蛇の体が周囲の景色に溶けていく。同化して、姿を消す。

「も、もう騙だまされないんだからっ」

　栞は勇ましく走り出したが、

「待って！」

「はううっ！」

　キッドが栞の首根っこを掴つかみ、栞の首がガクンと折れた。

「キ、キッドくん、なんで？　てゆーか私の首の角度かなり危な――」

「しっ。集中して」

　キッドが水の防御壁を張った。栞とキッドを中心に直径十メートルほどの、ドーム状のカーテンだ。

「………あ、そっか」

　キッドの意図することを汲くみ取とるまで少々、時間はかかったが、栞は言われたとおり、集中した。視覚と聴覚を研ぎ澄ませ、大蛇が「どこから来るのか」を探る。

　バシャッ！

　水のカーテンに丸い穴が開いた。栞から見て、右斜め四十度の位置だ。

「あそこだ！」

　と叫んだ瞬間、キッドは弾き飛ばされた。大蛇の舌が直撃したのである。小柄な体が、まるでゴムボールのように地面でバウンドして、止まる。

「キッドくん！」

　栞はキッドのいる方向へと走り出した。キッドは朦もう朧ろうとしながらも、穴を指さす。

「こっちじゃない！　あっち！」

「で、でも――」

「早く行け！」

「はいっ！」

　栞は反転して、槍を握る手に力を込めた。槍が赤く発光して『超加速』が発動。

　水のカーテンに開いた穴を目指して駆ける。

　大蛇のいる位置を目算で測り、そこに槍を突き出した。

　ぐっ、と手応えがあった。魔犬やゴーレムたちとは違って、大蛇の鱗うろこは相当、堅い。

　それでも槍の切れ味の方が勝った。

　ジャスト一秒の加速時間が終わり、どす黒い血が宙に舞う。

　血が付着して、ほんの一瞬だけ大蛇の頭部を映し出し、また透明になった。

　その一瞬で充分だった。

「ギュッとやって――」

　と、栞しおりが加速。そしてジャンプ。

　チームの指示に従うつもりはなかったけど、見えたのがちょうど首付近だったから仕方ない。それに、首を斬きる方が確実に討伐できる。栞は下から上へ弧を描くように槍を振り上げた。ぐぐ、と刺したときよりも大きな手応えと反動を感じたが、力任せに振り抜く。

　そこでまた一秒が経過。宙に舞った血が大だい蛇じやの体に付着して、姿を浮かび上がらせる。首が半分、斬れていた。切断にはもう一太刀、必要だ。

　栞は着地と同時に再度、加速。すかさず、さっきよりも大きく高くジャンプして、

「――ギュン！」

　今度は上から下へ、槍を振り下ろした。

　加速時間が終わるのと、大蛇の頭が地面に落ちるのと、透明化を解除された肉体が光の粒子に変わるのと、栞が着地したのは、ほぼ同時だった。

　やや遅れて、黒い首輪が地面に落ちた。首輪は円周三メートルはあろうかという大蛇の首にピッタリとはまっていたのに、地面に落ちたときには、人間の首にフィットしそうなサイズに縮小していた。

　それを拾い、栞がキッドのもとへと駆けつける。勝利の余韻に浸る様子はない。今にも泣き出しそうな顔で駆け寄る。

「キッドくん、大丈夫!?」

「う、うん。なんとか……」

　よろよろとキッドが体を起こす。本当は瀕ひん死しの状態なのだが、激痛に耐えて立ち上がらないと栞は本当に泣いてしまうだろう。それだけは勘弁だ。

　泣かれたら「裏切った」意味がない。

「それにしても『ギュン！』って……あんな掛け声、前ぜん代だい未み聞もんだよ」

「ひ、必死だったんだから仕方ないでしょっ。そんなことより、本当に大丈夫なの？」

「大丈夫だって。ほら、このと～り」

　キッドは自分に回復魔法をかけた。完治とまではいかないが、幾分か痛みが引いた。

　だが、栞の不安な表情は変わらない。

「体のことだけじゃじゃなくて、むしろ……」

「あ～、そういうことね。それは……あんまり大丈夫じゃないかもね……」

　栞が背後を見る。キッドも同じ場所を見る。

　敵チームの四人が地上に降りていた。

「いやぁ、お見事。マジで感動したよ。色んな意味で」

　拍手しながらリーダーが言う。相変わらず厭いや味みな口ぶりだが、表情は冷酷で禍々しい。他の三人も同様だ。

　栞しおりの体に戦せん慄りつが走った。

（……もう、限界だ……）

　ここがギリギリのラインだ、と本能が警笛を鳴らしている。連戦による肉体の疲労は、あるにはあるけど、さほど問題じゃない。問題なのは――

（たぶん、勝てない……）

　と、肌で感じていることだ。戦士としての成長が、刃を交えずとも敵の力量を見抜く。超加速という能力を手に入れた今だからこそ、同じ能力者に対して無謀になれない。

　一人や二人なら何とかなるかもしれない。だけど、四人は無理だ。いや、敵の能力次第では一人だって倒せないかもしれない。

「何をそんなに怖い顔してるんだ？　アンタは合格なんだ、喜べよ」

「……言ったでしょ、仲間になんかならないって」

「それならそれでいいさ。ただし、その『首輪』は寄こせ。あと、一応その『槍』も」

「……嫌よ」

「力尽くで奪ってもいいんだぜ？」

　リーダーが鞘さやから剣を抜いた。

　剣を抜かれただけで、悪寒が倍増した。それはもう純然たる恐怖だった。

　だから栞は、苦手な駆け引きに打って出た。敵チームに首輪を掲げてみせる。

「こ、これと交換よっ。これを渡すから、もう脅迫とかしないで」

「くれるって言うなら貰もらうけどさ、私ら約束なんて守らないぜ？」

「そ、そんなのズルい！」

　自分で言って笑いそうになった。敵チームの連中も苦笑している。やっぱり私には向いてない。こんなとき彼なら……と、考えていると。

　くいくいとキッドに服を引っ張られ、小声で囁ささやかれた。

「シオリン、左」

　言われるがまま左方向に目玉を動かしてみる。町の外れにワープホールが見えた。

「逃げて」

「い、いや、でも……」

　加速の力を使えば、なんとか逃げられそうな距離だ。しかし、敵がそれを許してくれるとは思えない。

「大丈夫。ボクが時間を稼ぐから、その隙すきに――」

「ダメよ！」

　思わず声を張り上げてしまった。逃げるという意見には大賛成だけど、キッドを残して逃げるつもりはない。どういう訳か、栞には裏切り者と共に逃げることへの抵抗が一切、なかった。それが不思議でたまらないキッドは、

「……」

　と、鳩はとが豆鉄砲を食らったような顔でボーッと栞しおりを見つめてしまう。

　そんなキッドに、

「おいコラ、クソガキィ！　ごちゃごちゃ喋しやべってんじゃねぇよ！　テメェは何があってもブッ殺すからなあ！」

　キャミが恫どう喝かつした。瞳孔が開き気味の目で睨にらみ、舌なめずりまでしている。

　キッドは何も言い返せずに、小さな体をぶるぶると震ふるわせる。怯おびえるその姿を見て、

（やっぱり勝てない）

　と、栞はしたくもない確信を余儀なくされた。

　リーダーが栞たちに一歩詰め寄る。

「ま、そういうことだから、そろそろ決断してもらおうか」

「………」

　栞は無言のまま、槍を握りしめた。

　こうなったら逃走を試みるしかない。キッドを抱えてワープホールまで全力疾走だ。

　だが、減速するまでに辿たどり着つけるかどうか。

（辿り着けなかったら……）

　という最悪の未来予想図を押さえ込む。とにかく、やるしかない。

　やるしかないけれど、きっかけが欲しい。ほんの一瞬でもいいから、敵チームの注意が自分たちから離れてくれれば成功率は飛躍的に上がる。

　でも、そんな隙すきは生まれそうにない。連中はいよいよ臨戦態勢に入っている。

「さあ、どうする？」

　リーダーがまた一歩、近づいてきた。もう少しで彼女の間合いに入るかもしれない。

「答えろよ、立たち花ばな栞！」

「っ！」

　もう一か八かで逃げるしかない、という決断をしたとき。



　ひゅん。



　上空から一羽の鳥が舞い降りてきた。

　全身から銀色の輝きを放つその鳥は、すーっ、と栞の眼前を横切った。

「……あっ」

　と、栞は、銀色の鳥に『黒い首輪』を掠かすめ取られた後に気づいた。

　鳥が鳥ではないということに。

　キッドも、敵チームの面々も、何が起きたのか瞬時に判断できなかった。

　全員が呆あつ気けにとられて、銀色の煌きらめきを目で追う。緊迫した戦場に吹いた爽さわやかな風のような、大おお嵐あらしの海で奇跡的に誕生した凪なぎのような、不思議な間まが生まれた。

　銀色はワープホールまで飛行して、手前で着地。それから、ゆっくりと振り返った。

　背中に大きな翼を生やした、小さな小さな少女だった。

　身長は栞しおりの半分ほどしかない。

　だが、流線型の瞳ひとみは栞の碧へき眼がんよりも大きく、燃えるような赤い色をしている。

　幻想的な色合いと風ふう貌ぼうは、さながら妖よう精せいだ。

　そして少女は薄く微笑ほほえみ、自らの首に『黒い首輪』を装着した。細い首に首輪が寸分の違いもなくフィットする。

　その行為に驚く暇も与えず、ちらりと栞を見てから、ワープホールに消えた。

　少女がこの空間に滞在した時間は、わずか数秒でしかない。

　しかし、全員の体感時間はそれよりも遥はるかに長かった。

「な、なんだ、今のは!?」

　リーダーが混乱して叫ぶ。

　その隙すきを、妖精が与えてくれた一瞬のきっかけを、栞は逃のがさなかった。

　片手でキッドの胸ぐらを掴つかみ、もう片方の手で槍を握りしめて能力を発動させる。

「あ、待て！」

　気づいたキャミが右手の拳こぶしを――『指輪』をこちらに向けているのが横目に見えた。

　が、次の瞬間には、その動作も停止して見えた。

　時空を歪ゆがませるほどの圧倒的な加速力で駆け抜け、一秒が経過する前に、栞とキッドは電脳世界からの逃亡に成功した――。





　ブレイン・カンパニー本社ビル地下三階７号室――。

　プレイヤーズブース中央にある黒い椅い子す。そこに座っている体がビクンと揺れて、栞は現実世界に帰還した。小こ町まちが慌てて駆け寄り、各種装置を取り外す。

「栞ちゃん、大丈夫？」

「は、はい。なんとか……」

　栞は軽い放心状態だ。安あん堵ど感かんや達成感ではなく、自分で自分のしたことが信じられないといった様子だ。

「あ、キッドくんは……？」

　最初に浮かんだ疑問をそのまま口に出す。それも栞がまだ呆ほうけている証拠だった。

「多分、無事に戻ってるわ。キッドはこの会社からアクセスしてないから、確かなことは言えないけど」

「そ、そうですよね……」

　遅まきながら理解した。安心もした。少しだけ頭が動いた。それでもまだ放心状態から抜け出せない。頭が動き出したことによって、より大きな疑問を思い出す。

「あの子は……誰だれですか？」

「……わからない。もしかしたらブレイン・カンパニー側のプレイヤーかも。あんな姿のプレイヤーは見たことないけど、新しく雇ったのかもしれないわね」

　小こ町まちの説明はあやふやで歯切れが悪く、栞しおりは肯定も否定もできない。

　そんな中、ただ一人。巧たくみだけは、あの少女の正体に気づいていた。

　確たる証拠などない。

　探せば状況証拠の一つや二つは思いつくかもしれないが、その必要もない。

　むしろ間違いであってくれと思う。

　しかし、なぜか、自分の直感が正しいとわかる。栞がチームの連中に勝てないと悟ったように、理屈を超えて訴えかけてくる。

　あるいは遺伝子が教えたのかもしれない。

　巧は顔面蒼そう白はくになってパソコン画面を見たまま、がくっと膝ひざをついた。

「あれは………ヒナだ」



    

  
    
      

　四章　告白





　敵の動きは早かった。

　巧が愕がく然ぜんとし、栞の放心状態に拍車がかかったとき。

「ちょっと見てくるっ！」

　と、真意を探るべく部長室に駆け込もうとした小町を「操り」が捕獲した。体と意識を支配下に置き、目的地からは遠く離れた場所へと連れ去った。

　これまでゲームの域を出なかった――それでも一方的に揺さぶってはいた――ものを、本物の誘拐へとシフトチェンジしたのだ。

　小町から目を離した巧と栞の責任である。しかし、ほとんど偶発的に訪れた好機を掴つかまえた「操り」の方が一枚上手だったと捉とらえることもできる。

　もちろん、二人――特に巧には、そんな解釈は不可能だった。

　小町の失しつ踪そうに気づいたとき、絶望と己への失望とが重なって呼吸が苦しくなった。いわゆるパニック障害（に近い症状）だったのだろう。

　とはいえ、それはわずかな間のことで、巧たくみと栞しおりはすぐに小こ町まちの捜索に向かった。だが、これも所しよ詮せんは素人芸だ。方々に電話やメールで連絡をとり、あとはバイクであちこち探し回るぐらいしかできなかった。むろん、どちらも成果はあがらない。

　結局、小町の安全を――変な言い方をすれば、敵が小町を脅しの材料に使うことを――祈りつつ、敵側からの連絡を待つだけの状態に落ち着いてしまった。

　失意にくれた巧と栞が、おんぼろアパートに帰ったのは午前五時のことだった。

　二人が入ったのは、二階の真ん中の部屋。桃もも井い家けの部屋だ。

　そこにヒナの姿はなかった。

　小町の安否と同じぐらい――あるいは、それ以上に巧の心を乱しているヒナとも連絡がつかない。小町・ヒナの両方に関わりのありそうな尚なお之ゆきも同様だった。

　そんな状態である。

　部屋で二人きりというシチュエーションの中に恋愛的要素をはらんだ甘い空気が流れる時間は一秒もなかった。

　巧にいたっては茫ぼう然ぜん自じ失しつといった調子で、これまで停止と起動の間を何往復もしていた脳の働きが、遂に完全停止してしまったかのようである。

「……」

「……」

「………」

「………」

　巧と栞は、それぞれの携帯電話をちゃぶ台に置き、じーっとそれを見つめていた。それ以外の動作をしなかった。

　沈黙だけが部屋に積み重なっていく。

　外は今にも降り出しそうな空模様。陰いん鬱うつなその色は、二人の心情とリンクしているようでもある。

　そして、三時間ほど待ったところで――

　プルルルル！

　と、巧の携帯電話に着信。巧は飛びつくように電話を取り、ディスプレイに表示された名前を確認する。尚之、とあった。

　そっと通話ボタンを押す。

『よう。俺おれだよ』

　声は尚之本人のもの。だが、電話の相手は「操り」だ。

「テメェ……」

『お？　もうニワトリはやめたのか？』

「小町になにをした！」

　ストレートな質問に「操り」は取り合わない。

『この尚なお之ゆきってのは、なかなか賢いぜ。今はお前らの会社にいるんだけどな、自ら部屋で軟禁状態にしている。窓のない部屋で誰だれの出入りも禁じている。部屋内の様子もカメラで監視させている。たしかにこれじゃ派手な動きはできねぇ。お前なんかよりもずっと頭が回るよ、コイツは』

　そうだろう、と巧たくみは驚きもしない。親友の知謀は自分なんかよりもずっと優れている。

　ただ、居場所については大いに動揺した。

「会社？　尚之はブレイン・カンパニーにいるのか？」

『お前の妹もな』

「!!」

　瞬間、巧のタレ目がカッと見開かれた。そしてすぐに項うな垂だれた。

　自分の直感が正しかったことよりも、敵にバレているということが痛恨だ。

　巧のすぐ側に座って耳を澄ましていた栞しおりにも、会話のすべてまでは聞き取れなかったのだが「妹」というフレーズだけはやけにハッキリと聞こえた。

　栞は怖々と巧の顔をうかがった。

　力一杯、瞼まぶたを閉じていて、その他の部分は脱力していた。口は半開きで、頬ほおには張りがなく、顔色は蒼そう白はくを超えて土気色だった。筆舌しがたい奇妙な表情だった。

　人は絶望の中にいると、こんな顔をするらしい。

『あの翼の生えた女は、お前の妹だろ？』

「……違う」

『あれはお前が考えた作戦なのか？』

「妹じゃない。妹はここにいる。今ここでオレと一緒に――」

『正直、一杯食わされたよ。なんつーか、爽さわやかにムカついてるって感じだ』

「ちょっと待ってくれ、オレの話を聞い――」

『日くさ下か部べ小こ町まちは監禁している』

「……っ」

『安心しろ。まだ何もしていない。無事に返してほしかったら従え。もう、殺すだなんて陳腐な脅しはしない。お前たちが逆い続ける限り、日下部小町も生き続ける。どんな形になったとしても生かし続ける』

「………」

『立たち花ばな栞と桃もも井いヒナをこちらに寄こせ。これは命令だ』

　このセリフも、栞の耳に入ってきた。

　相手の弱みにつけ込み、相手の言葉には耳を貸さず、一方的に要求を突きつける。こういった非行に慣れているのだろう、実に上手い。

　それでも巧たくみなら切り返すのではないか、巧なら逆に手玉に取るんじゃないか……と栞しおりはかすかな希望を抱いていたが、今の巧には酷な注文すぎた。

　もし巧が、ほんの少しでも冷静でいられたなら、手玉に取ることは無理でも、一方的に踊らされたりはしなかっただろう。

　圧倒的優位に立っているようにみせて、その実、敵側には焦りがある。強硬策に打って出たのも恐れているからこそだ。

　恐れる理由の一つは、栞の進化だ。本来の強さに『超加速』の力が加わった栞は敵側にとってやはり脅威なのだ。勝てるという自信はあるが、容易たやすいことだとも思っていない。栞が怯おびえるほどの力の差は、実は、ない。だからこそ力尽くのバトルで屈服させるのではなく、脅迫して服従させようとしている。

　もう一つは、翼の生えた少女――ヒナが奪った『黒い首輪』だ。

「あのアイテムは一級品だ。なんせ『透明化』だ、使い方ひとつで無敵にもなれる。透明人間になれるなんて、ちょっと考えただけでも身み悶もだえするだろ？　ああ、ゲームの中の話じゃないぜ？　現実での話だ。俺おれたちは現実主義者だからな、そっちの方を重要視する」

　と「操り」が冗じよう舌ぜつになるのも、焦りを気取られないためのカムフラージュだ。

　だが、隠しきれていない。最後の一文に本音が透けている。

　敵が最も恐れているのは、目的のものが「電脳世界でしか奪えない」ということだ。

　栞の『超加速』もヒナの『首輪』も現実世界では奪えない。極端な話、栞やヒナの命を奪ったとしても、その能力は奪えない。

　それ故に、栞たちを電脳世界に呼び込もうとしている。あの手この手で誘導している。

　つまり。

　巧たちにも――不利なことには変わらないが――多少のアドバンテージはあるのだ。

　そのことに気づき、利用し、上手く立ち回れば、両者間の天てん秤びんの傾きは垂平に近い形になっていただろう。

　しかし、今の巧には無理だった。

　引き続き、電話の向こうから「操り」が巧妙に揺さぶりをかけてくる。でも巧の耳には届いていない。右から左へ流れている。

　そして、話の途中で、

「もう、やめてくれ……」

　心が折れた。完全に、真っ二つに、折れた。

「も、桃もも井いくん？」

　誰だれよりも巧に期待していた栞が、不安げに声をかける。その声も巧には届かない。

「……オレの負けだ。だからもう、許してくれ」

　突然の降伏宣言に「操り」も戸惑ったが、強硬な姿勢は崩れなかった。

『お前の謝罪なんて無価値だ』

　それでも巧たくみはすがる。

　媚こびる。

　へつらう。

　許しを乞こう。

「オレが悪かった。謝る。勘弁してくれ。お前らの邪魔はしない。絶対に関わらないようにする。だから、そっちも小こ町まちと栞しおりとヒナには関わらないでくれ……頼む！」

『そんな都合の良い話が通ると思ってるのか？』

「オレにはなにをしてもいい。なんでもする。思う存分、コキ使ってくれ」

「なっ、そんなのダメよ桃もも井いくん！」

　と、栞が巧から電話を取り上げようとするも、それを頑なに拒んで、続ける。

「ああ、そうだ、オレと友達になってくれ。いや、なってください」

『遅ぇよ』

「そんなこと言わずに、お願いしま――」

『しつこい』

　渾こん身しんの嘆願は、たったの四文字であしらわれた。

『何度も言わせるな。お前に価値はない。価値があるのは立たち花ばな栞と桃井ヒナの能力だ』

「………」

　巧が黙り込む。もう、卑屈な精神すらも失っていた。

　勝利と任務完遂を確信したのか、「操り」はフッと息を吐いて、柔らかい口調になった。敗者にアドバイスするように、交渉とは無縁の無駄話を始めた。

『ここだよ、桃井。ここが構造上の問題だ』

「……？」

『もし、俺おれがお前の立場なら、何もしない。謝りもしないし、狼狽うろたえたりもしない』

　なぜなら俺には関係ないからだ、と「操り」は言う。

『ま、さすがに実の妹は無視できないかもしれないけど、ほかは無視する。立花や日下部くさかべ姉弟は所しよ詮せん、他人だ』

「……他人じゃねぇ」

　振り絞るようにして巧が反論。だが、それも嘲ちよう笑しようされた。

『そうだろうな。お前にとっては大切な存在ってやつなんだろう。でも、そこが弱点だ。お前だけじゃない。立花の弱点もそこだ』

「……」

『考えてもみろよ。どうして俺が、無価値なお前を巻き込んでいると思う？　お前が中心だからだ。お前を中心にして、友情とか愛情とか絆きずなとかで結びついているからだ』

　でも――と「操り」は続ける。

『俺おれたちにそれはない。俺たちは利害とか損得とかで繋つながっている。そういうチームだ。ここが決定的な違いだ。今のお前たちみたいに強請られたとしても、俺たちは屈しない。チームメイトを人質に取られたなら、駆け引きや交渉なんてせずに、そのチームメイトを捨てる』

「……」

『お前も捨てろよ。余計なしがらみを捨てろよ。それが上手な生き方ってやつだ』

　無駄話を終えて「操り」が交渉を締めにかかる。

　声のボリュームを上げてターゲットに直接、伝える。

『立たち花ばな栞しおり。桃もも井いヒナを連れて、今日中に電脳世界へ来い。もし来なかったら……ま、言わなくてもわかるよな？』

　そこで通話は切れた。巧たくみも開かい閉へい式の電話を静かに閉じた。

　また部屋に沈黙が積もる。

　雨音だけが部屋に響く。

　栞はもう一度、巧の顔をうかがった。

　抜ぬけ殻がらのようだった。呼吸はしているのに生命力がまるで感じられない。生ける屍しかばねとは今の彼を指す表現なんじゃないだろうかとさえ思えてくる。

　同時に、無理もない、と思う。

　悔しいけど「操り」の言ったことは的を射ている。そして的確すぎるほど的確に弱点を突いている。

　自分や小こ町まちのことはいざ知らず、桃井巧という人間にとって、妹の存在は最大の泣き所であり、人生そのものだ。

　妹を持ち出されたら、彼はもう何もできない。日常生活の中ですら、妹が関わるとオロオロするのに、この状況では狼ろう狽ばいすらもできないだろう。

　だから、無理もないと思うし、今の巧を情けないとは決して思わない。

（でも……違う！）

（そうじゃないよ！）

　と思うのだ。

　失意のドン底にいる巧とは逆に、栞の心は不思議なぐらい晴れやかだった。

　ずっと引っ掛かっていた違和感がなくなった。胸の内側に巣くっていたモヤが消えた。

　だから栞は、深呼吸をしてから、

「んんよしっ！」

　と、長い長い沈黙を破った。

　すっくと立ち上がり、拳こぶしを握りしめた。

「戦うしかないね！」

「……な、なに言ってんだ、お前……」

　屍しかばねが栞しおりを見上げる。まるでモンスターを見るような目つきだ。

　何か思いついたのか、思いついたなら教えてくれ、どうせ思いついてないんだろ、勢いだけで言っているんだろ、勢いだけじゃどうにもならないんだよ、ヒナが巻き込まれているんだよ、ヒナに万が一のことがあったらどうするんだよ！

　……とでも言いたいのだろう。

　多分、間違いない。当たっている自信がものすご～くある。

（ええ、そのとおりよ）

　と、栞は心の中で言い返す。

　何も思いついていない。作戦なんて考えつかない。そんなの私の頭じゃム～リ。

「でも、やるしかないでしょ！」

　睨にらみつけて言ってやると、巧たくみも立ち上がって反論してきた。

「なにか考えがあるのか？　ないんだろ？　あのなぁ栞、今は勢いだけじゃどうにもならねぇんだよ。つーか、そんなことをしたら相手の思うつぼだろうが！」

　ほらね。やっぱり当たってた。当たってるからこそイラッとくる。だいたい、どうして私に怒鳴るのよ！　違うでしょ！

「うぅっ」

　思いを言葉にできなくて、代わりに唸うなり声ごえが出た。それをどう勘違いしたのか、

「……悪い。言い過ぎた。だから、ちょっと落ち着けよ……」

　なんて見当違いの慰めをしてきて、巧は座り直した。また屍の顔になった。

（違う！）

（そうじゃない！）

　胸の中がはち切れそうになる。

　苦しくて苦しくて、今すぐ吐き出したい。

　だけど、なぜか言葉にならなくて……



　バシ！



　平手が飛んだ。

　遅れてようやく言葉も飛んだ。



「好き」



「…………は、はああ？」

　巧たくみが頬ほおを押さえながら、目を丸くする。

　その顔も違う――ので。

　バシッ！

　と、もう一発。

「イテッ！　ちょっ、なっ、なにするん――」

　だよ、を言わせずに、

　バッツィーン！

　三発目。と同時に。

「好き。私はキミのことが好き。キミは？」

「え、な、えええっ？」

　乙女の告白に「えええっ？」ってことはないでしょ――ってことで四発目。

　でも、それは避よけられた。さすがに同じところに四発は難しい。

「キミは好きじゃないでしょ？　キミは小こ町まちさんのことが好きなんでしょ？　そう言ってたよね？」

「い、いや、うん、まあ……」

「はい、じゃあもうこれは終わりっ。私の初恋終了！　今すぐ忘れて！」



    

  
    
      



    

  
    
      「……？？？」

　巧たくみが赤く染まった頬ほおを押さえて、光速で瞬またたきをする。殴られながら告白された挙げ句に勝手に終了宣言された男子高校生など日本初かもしれない。混乱するなと言ってもそれは絶対に無理な話だろう。

　でも栞しおりは、思ったこと感じたことを、そのまま伝えている。

　ずっと引っ掛かっていたのは、「操り」が言ったことそのものだ。「操り」は恋愛感情という、人間の繊細な部分を弄もてあそび、罠わなに絡めてきた。

　だからこそ巧は、冷静になることも怒ることも中途半端で、歯がみするばかりだった。

　栞もまた、その罠にはまりそうになった。半分以上、足を取られた。巧と小こ町まちは……といった悩みに取り憑つかれた。

　だけど、違う。

　栞は途中で無意識の内に気づいていたけど、今は自信を持って断言できる。

　敵が自分たちの繊細な感情を弄ぶのは、あくまで手段であって、目的ではない。

　目的は、私とヒナちゃん。巧が困り果てるのは――それを見て楽しんでいるかもしれないけど――狙ねらいじゃない。

　そこを混同してはいけない。

　とどのつまり、敵はケンカを売ってきているだけなのだ。

　恋心とはまったく無関係なのだ。

（だとしたら！　買うまでよ！）

　と、栞は心の中で思いを練り直し、語気を荒らげた。

「恋はもう終了でいいけど、家族はやめないよ！」

　尚も荒らげて、思いの丈を伝える。

「キミが言ったんだからね。キミが『オレたち家族になろう』って言ったんだから、自業自得でしょ！　だからやめない。桃もも井い家けの一員であることは絶対にやめない！　終わりになんて絶対に絶対にしてあげない！　どれだけ邪魔者扱いされても漬け物石はどいてあげないんだから!!」

「つ、漬け物？」

「これは桃井家の問題だ――って、キミはよく言ってたよね？　そうだよ。今、直面している問題はまさしく『桃井家の問題』だよ。だから、キミ一人でどうにかできることじゃないんだよ。だって、桃井家の人間はキミだけじゃないでしょ？　キミとヒナちゃんだけでもないでしょ？　小町さんだっていつかは桃井小町になるんでしょ？　そしたら日下部くさかべくんは義理の兄になるでしょ？」

「いや、義理の弟になるんじゃ――」

「どっちでもいいの！」

「そ、そうだな」

「つまり、そういうこと！　私だって、ヒナちゃんのお姉さんなんだから。血は繋つながってなくても姉妹なんだから。ヒナちゃんはもうキミだけの妹じゃないんだから！　……それなのに……自分だけの妹みたいに……キミから言ってきたくせに……っ！」

　言葉にすればするほど悔しくて、悲しくて、怒りが込み上げてきた。

　だからもう一発。五発目にして最強の一撃。畳の上でゴロンと回って巧たくみが顔を上げる。なぜか（？）頬ほおがぷっくりと腫はれているけど、屍しかばねではなくなった。

　そうそう、その顔だ。

「オレが守るとか、オレの責任とか、オレ一人でやるとか、オレオレオレオレ……って、そうじゃないよ。違うよ。これは桃もも井い家けの戦いなんだよ」

「桃井家の戦い……？」

「みんなで守って、みんなで戦うの。で、絶対勝つの！　敵は弱点だとか言ってたけど、桃井家の絆きずなは弱点なんかじゃない！　絶対に違う！　桃井家を敵に回したらどれだけ恐ろしいか、わからせてやろうよ！」

　巧はまだ混乱の中にいるが、頭が勝手にカクカクと上下運動をしていた。

「キミはヒナちゃんと小こ町まちさんを助ける方法を考えて。それが役目。キミから頭の良さを取ったらシスコンしか残らないんだから、しっかりしてよね！」

「は、はい。わかった……けど、栞しおりは？」

　栞は得意げに笑ってみせた。

「私は、お姉さんの仕事をするのよ」

「お姉さんの仕事？」

「そう。てことなので早速、仕事に行ってきます」

　と、栞は玄関へと歩き出した。その手を巧が掴つかまえて、引き留める。

「なに？　いってらっしゃいのチューはしないよ？」

「そ、そんなことじゃなくて、どこに行くんだよ？」

「大丈夫。心配しないで。キミはここで助ける方法を考えてなさい」

「……わかった」

　そっと手を放し、栞が部屋から出て行く。

　静かに閉まったドアを見つめながら、巧は頬をさすった。

　ヒリヒリとズキズキが混ざった痛み。

　それが妙に刺激的で、何度もさする。

「いってぇ……殴ることねぇだろ……」

　憎まれ口を叩たたき、苦笑した。



　桃もも井い家けを出た直後、栞しおりは、

「んにゃああぁぁ………」

　切なすぎる吐息を漏らし、階段の踊り場にヘナヘナと座り込んだ。

「……殴ることないよね？　てゆーか殴ることないよね？　百歩譲っても殴ることはないよね？　いやまあ、済んだことは仕方ないんだけど、でも殴ることはないよね？」

　自問自答して頭を抱え込む。

「うわあぁぁぁ……完全に終わったぁぁ……」

　ビンタをしながら告白した挙げ句、自ら終了宣言したくせに未練タラタラの女子高生も日本初かもしれない。

　ズキズキと痛む右の手のひらを見つめて、

「これは可愛くなさすぎだなぁ……」

　嘆く。思いっきり自じ嘲ちようする。

「――あれ？」

　ふと気づいた。

　手に「タトゥー」が入っていないことに。巧たくみの右腕にあるようなタトゥーがない。左手にもない。ほかの所かな、と探してみたけれど、どこにもタトゥーは入っていなかった。

「………ま、いっか」

　深く考えず、未練も強引に押さえ込んで、栞は携帯電話を取り出した。

　そして「姉の仕事」を果たすべく、妹宛あてにメールを打った。





　おんぼろアパートから遠く離れた住宅街にある小さな公園。

　振りだしてすぐ激しくなった雨の中、巧とヒナが住んでいたという高層のマンションを見つめながら、栞が傘を差して立っている。

　待ち人はすぐにやって来た。

「話って、なに？」

　ほっぺたをパンパンに膨らませて、子パンダが言う。

「てゆーかさ、ここじゃなくてもいいでしょ。どうしてわざわざ外に呼び出すのっ」

「まあまあ。ここはほら、シリアストークの定番スポットだから」

「……シリアスな話なんてないけど」

　ふくれっ面がなおらないヒナの首にも「タトゥー」は見当たらない。

（どうしてだろ？）

　と思ったが、これも深くは考えず、栞はシリアスな本題に入った。

「今までどこにいたの？」

「どこでもいいじゃん」

「無断外泊なんてダメでしょ？　そんなの不良のすることだよ？」

「ヒナ不良だもん。札付きのワルだもん。だからダメじゃないの」

「桃もも井いくん、むちゃくちゃ心配してるよ？」

「……先に無断外泊したのは巧たくみくんだもん」

「隣の部屋じゃない」

「無断は無断ですぅ」

　口をひん曲げるヒナに、栞しおりが嘆息する。でもまあ喋しやべってくれるだけマシか、と思い直し、いよいよ核心に触れた。

「私を助けてくれたのはヒナちゃんでしょ？」

「なんのこと？」

「とぼけないで」

「とぼけてないよ。立たち花ばなさん、なんの話してるの？」

　だがヒナは視線をそらす。傘で顔を隠す。

　意外と嘘うそが下手なのね……と思いつつ、栞はアプローチを変えた。

「そっかぁ。ヒナちゃんじゃなかったのかぁ。あ～んなに可愛いアバターになるのはヒナちゃんぐらいかなと思ったんだけど、そっか違うのかぁ」

　ヒナの眉まゆがぴくんと上がった。それを確認して、栞が白々しく続ける。

「じゃあ誰だれなんだろう？　……あ、逆にすっごくブサイクな人なのかも。あんなに可愛い妖よう精せいになるのは、リアルが目もあてられないほど醜い人――」

「そ、それは立花さんでしょ！　残念な顔面だからあんなに美人になるんだよっ」

「やっぱり」

「あぅ」

　あまりにも簡単に白状したので、栞はもう一度、嘆息した。それから、真剣な眼まな差ざしでヒナを見つめた。

「ねえ、ヒナちゃん。終わったことに四の五の言わないけど、これからはもう二度と電脳世界には入らないで」

「……ヤダ」

「ヤダじゃなくて」

「ヤダ」

「桃井くんの気持ちもわかってあげなよ」

「ヤーダ」

「ちゃんと聞いて。彼、ヒナちゃんだけは関わらせないって、いつも言ってたんだよ？　妹を守る、妹だけは何があっても守るって、そればっかり」

「わかってるよ！」

　叫び、ヒナが栞しおりを睨にらみつけた。

「そんなこと立たち花ばなさんに言われなくたって、わかってるよ！　巧たくみくんのことを世界で一番わかってるのはヒナなんだから！」

「だったら――」

「でも、それがヤなの！」

　ヒナが傘を握る手をわなわなと震ふるわせる。位置がずれて、雨が体に当たっているけど、パンダの瞳ひとみに浮かぶ水分は雨粒ではない。

「だって、ヒナは妹じゃないもん」

「……えっ、嘘うそ？　違うの？」

「妹だよ！」

「ええ？　どっち……ってゆーか、何を言ってるの？」

　一時間ほど前、支離滅裂な言動で巧を翻ほん弄ろうした栞をもってしても、ヒナの言わんとすることは理解できなかった。

「正真正銘の妹だよ。お父さんもお母さんも同じ人だよ。がっつり血が繋つながっちゃってる妹だよ。でも、ヒナは、巧くんのことを兄だなんて思ったことない」

「う、うん。ヒナちゃんが桃もも井いくんのことを好きなのはわかってるけど――」

「わかってない！」

「わかってるよ。私だけじゃなくて、みんな知ってるよ」

「ヒナだって知ってるよ！」

「んもう、何が言いたいのかホントにわかんないよぉ……」

「ヒナの好きはホントの好きだもん、立花さんや小こ町まちちゃんと同じ意味の好きだもん！　そんなのダメだってことぐらいわかってるよ。知ってるよ、そんなこと。でも好きなんだもん！」

　雨に打たれながらヒナが声をからす。

「ヒナは巧くんのことを兄だなんて思えない。頭ではわかっているけど絶対に思えない。だってムリだもん。ムリなものはムリだもん」

「……そ、そうだとしても、今はそういう話をしてるんじゃなくて――」

「シリアストークをしに来たんでしょ！　今ヒナの番なんだから黙って聞きなさい！」

「は、はい……」

　つけいる隙すきをまったく与えず、ヒナの独白が続く。

「ヒナは兄だなんて思わないけど、巧くんはヒナのことを妹としか思ってくれない。立花さんも小町ちゃんも、ヒナを巧くんの妹だとしか思ってない。ヒナは……ヒナ以外の女はライバルだとしか思ってないのに、みんなはヒナをライバルだと思ってくれない」

「………」

「ヒナは生まれたときから巧たくみくん一筋なのに、妹として生まれてきたっていう理由だけで女として見てもらえない。立たち花ばなさんなんか……ポッと出のくせに、小こ町まちちゃんがライバルだとわかったらヘナヘナになったヘタレのくせに、おバカなくせに、おっぱい小っちゃいくせに、キュートでもラブリーでもセクシーでもないくせに……ヒナの方がずっとずっとずっとずっとずっとずっと巧くんのこと好きなのに………ズルいよ……」

　血が出るほど唇を噛かんでから、最終章へと入った。

「……巧くんがヒナを大切に思ってくれてることは、嬉うれしくて、嬉しくて、幸せだけど、それだけじゃヤなの。ヒナだって立花さんや小町ちゃんと同じ場所に立ちたいの。ヒナが一番役に立つんだって、巧くんに一番相応ふさわしい女はヒナだって証明するの。生まれたときから無条件で女として見てもらえる人には絶対負けないの。そうやって、巧くんの頭の中から常識をブッ飛ばすまでヒナは戦うの！」

　ヒナが拳こぶしを握り、片足を上げて、太たい極きよく拳けん風の妙な構えをとった。

「だから、止めてもムダだよ」

　栞しおりは、びしょ濡ぬれになってまで残念なポージングをするヒナを見て、

（ああ……）

　と得心した。

　これは何を言ってもムダだ、と。

　本当はヒナを止めるつもりで、それが「姉の仕事」だと思ってここに来たけど、それはムダのようだ。

　止めて止まるようなタマじゃない。この子は生粋の戦士だ。

　電脳世界のモンスターや敵チームの連中よりもずっと、借金とか不遇な生い立ちなんかよりもずっとずっと強大な、それこそ神様を相手にするような戦いを、生まれたときからしてきている。

　そんなの誰だれにも止められない。

　でも、だからこそ確信できる。

　この子の神をも恐れぬ熱い想いが弱点であるはずがない。

　こんなに強い意志が、あんな卑ひ怯きような連中に折れるはずがない。

　私たちが、負けるはずがない。

「……わかった。もう止めないよ」

　と、栞は自らの役目を軌道修正することにした。ヒナは、ふん、と小鼻を鳴らして妙な構えを解いた。

「わかればいいの」

「だけど、一つだけ、言うことを聞きなさい」

「なにそのお姉さん的な言い方」

「そうよ。ヒナちゃんはやっぱり妹だもん」

「まだ言うかぁ」

　ヒナが改めて妙な構えをとり、攻撃してきそうな殺気を醸し出したが、

「桃もも井いくんの妹じゃなくて、私の妹。妹であり恋のライバル。そういう常識のブッ飛んだ関係も悪くないでしょ？」

「……」

「まあ、恋の方はもうライバルになれないと思うけど……」

「……巧たくみくんになにかしたの？」

「う、うん。ちょっとね……」

　ちょっとどころではないけど、今は振り返るまい。

「――とにかく。もう止めないし、頼りにしてるけど、一度お家に帰りなさい」

「……ヤダ」

「ヤダじゃなくて、ちゃんと仲直りをしなさい。私が自滅して、ヒナちゃんが放置していたら、小こ町まちさんの一人勝ちになるよ？　それでもいいの？」

「……いくない」

「じゃ、帰りなさい。わかった？」

「わかんない」

　と言って、ヒナは公園出口へと歩き出した。

　行き先がおんぼろアパートであることは、小さくて生意気な背中を見ればわかる。

「さて、と。私も行きますかっ」

　栞しおりは大きく伸びをしてから、海の方向を見つめた。





「――さて、と」

　畳の上で大の字に寝転がっていた巧が起き上がり、胡座あぐらをかいた。

　左ひだり頬ほおはまだ痛い。だから反対側で頬ほお杖づえをつく。

　そして冷静に現状況を整理してみた。

　敵は小町をどこかに監禁している。監禁場所は不明。こちらが従わない場合、今度こそ小町の身が危ない。

　要求は栞とヒナ。二人とも差し出せと言っている。狙ねらいは「黒いアイテム」と、それがもたらす力。

「で……」

　こちらは打つ手ナシ。

　最初に「操り」が現れてから、まだ三日しか経っていない。たった三日でドン底にまで叩たたき落とされた。状況的にも。精神的にも。あと少しでコールド負けが確定する。

　栞しおりは「ヒナと小こ町まちを助ける方法を考えろ」と言ったが、妙案はまるで浮かばない。

　愚策ならいくつか思いついている。

　たとえば、全面降伏。栞とヒナを差し出し、小町を返してもらう。そうすれば、小町の監禁状態だけは解ける。

　もちろん、却下だ。そんなことでは真の意味で小町を助けたことにはならないし、なにより、敵の軍門に下った栞とヒナが危険になる。ヤツらは『黒いアイテム』にしか興味がない。栞とヒナの命には欠片も価値を感じていないだろう。

　だから当然、却下。

　しかし、いくら考えても「ヒナと小町を――」の案は出てこない。ヒナと小町を助けるということは即ち、全員を助けるということだから。

　そんな起死回生の奇跡的な一手を見つけろ――と、栞は言っている。

「まいったな……」

　巧たくみは再び大の字になって寝転がった。

　浮かばない。何も思いつかない。

　この三日間、巧が感じていたのは、ただ一つ。無力感だ。

　好きな人を操られ奪われ、パートナーを狙ねらわれ傷つけられ、妹にまで毒牙が伸びようとしているのに、自分は何もできない。

　もう、まいったとしか言いようのない状態だ。

　だけど、本当にまいるのは、打つ手が何もないのに気力だけは湧わいていることだ。

　全面降伏なんて以ての外。敵に屈するぐらいなら全滅する道を選ぶ。

　と、思ってしまうことだ。

　状況は何ひとつ進展していないのに、気分だけはドン底から這はい上あがっている。

「やるしかない、か……」

　そう言ったときの栞の顔を思い浮かべ、左ひだり頬ほおを撫なでた。やっぱり痛い。痛いから愚痴が出る。

「つーか、マジでむちゃくちゃだな、アイツ……」

　普段は大人しくて口下手で不器用で鈍くさくて要領が悪くてウジウジ落ち込むくせに、追い詰められると得体の知れないパワーを発揮する。開き直ると異常に前向きになる。

　栞はいつもそうだ。

「オレは……逆だな」

　自じ嘲ちようする。普段の自分がどんな人間なのかはわからないけれど、追い込まれたり窮地に立たされたときの自分はわかる。自覚がある。

　とても弱くなる。悲観的で後ろ向きになる。ここ数日の自分がまさにそうだった。世の不条理を憂い、嘆き、呪のろい、塞ふさぎ込む。

　そして誰だれかにケツを叩たたかれて、どうにかこうにか前を向く。

「うわ、めんどくせっ。こんな男、オレが女なら絶対にお断りだけどな……」

　呟つぶやきながら、ぼんやりと部屋を眺めた。

　住み慣れた部屋なのに、三日離れていただけで、質素な内装がやけに目についた。

　痛んだ畳。壊れたままのクーラー。水漏れしている台所の蛇口。穴の開いた押し入れの襖ふすま。隣の声が聞こえる薄い壁。何年も履いている靴。テレビなし。ＤＶＤなんて見ることすらできない。だけど、下駄箱の上にはヘルメットとバイクの鍵かぎがあり、洗濯機の中には数万円もするダサイ服が何着も入っている。あきらかに金の使い道を間違えた痕こん跡せきだ。

「しかしまあ、なんつー部屋だ……」

　また自じ嘲ちようのセリフがこぼれた。

　そして、不意に「操り」の言葉が脳裏を駆けた。

　――もっと上手に生きろよ。

　その言葉に対し、巧たくみは、

（まあ、な）

　と、胸の中で相あい槌づちを打った。

　自分の生き方が上手いのか下手なのか、それはわからない。

　だけど、この部屋の風景は、思い描いていた未来とは全然違う。思い描いていたのは、先日、疑似体験したような未来だった。

　ごくごく普通の、ありふれた日常。

　今はとてもじゃないけど普通とは呼べない。明日の食事にも事欠き、飢えとか暑さとか寒さとかに苦しむような高校生活を過ごすだなんて想像だにしていなかった。

　それでも。

　思い描いていた未来と今を比べたとき、今がそんなに悪いとは思えない。

　今が良いことばかりだとは言わないけれど、悪いことばかりでもない。

（ああ、そうか）

　と、巧は質素な部屋を見回し続けながら、気づいた。

　金は、ない。

　でも、自分は、人に恵まれている。

　自分が不ふ甲が斐いなく落ち込んだとき、叱しつ咤た激げき励れいしてくれる女性が三人もいる。尚なお之ゆきも含めれば、四人だ。

　そして、その内の一人は思い描いていた未来にはいなかった。ごくごく普通のレールに乗っていたならば出会えなかったであろう女性だ。

　巧たくみは寝転びながら、痛みを確かめるように左ひだり頬ほおを何度もさすった。

「今までなら、こーゆーのはヒナか小こ町まちの役目だったんだけどな……」

　と、妙に感慨深げにこぼしたとき。

　聞こえてくる雨音が大きくなって、すぐにもとのボリュームに戻った。

　巧は寝転がったまま、視線を玄関に移す。

「遅かったな」

「……」

「てか、なんでそんなにビショ濡ぬれなんだよ」

「……」

「ああ、待て。そのまま上がるな」

「……タオル」

「はいはい」

　数日ぶりに兄妹の会話が成立した。ヒナは頬をふくらませながらゴシゴシと濡れた体をバスタオルで拭ふく。それを見る巧の表情は穏やかだ。

「ヒナ、ちょっとここに座りなさい」

「もう座ってる」

「正座で」

「お説教はヤダ」

「説教じゃないから」

　巧とヒナが部屋の中央で正座して向かい合う。

「……あれ？　ヒナ、首になんにもねーな」

「え？」

「いや、あの『黒いアイテム』を装備すると、ほら」

　巧が長なが袖そでＴシャツの袖を捲まくり上あげ、右腕のタトゥーを見せた。

「こーなるんだけど、お前はなってないな」

「ホントだ」

「そーいえば栞しおりもなってなかったよーな……ま、いっか」

　さりげないやりとりで自分が隠してきたことやヒナが「翼の少女」であることを晒さらす。この辺りはさすがに栞よりも巧妙だ。

　さて――と仕切り直して、巧とヒナは改めて見つめ合った。じわじわと緊張感が漂うのは、ここが兄妹にとって転換期になると、二人ともが覚悟をしていたからだろう。

「ヒナ」

「なあに？」

「一回しか言わないから、よーく聞けよ？」

「ド、ドンと来いっ」

　ヒナが唾つばを飲み込み、巧たくみが大きく息を吸う。

　空気がピンと張り詰めて、巧が言葉を吐く息に乗せた。



「ヒナ、お前はオレの宝物だ」

「知ってる」



　いい感じに張り詰めていた空気が一気に弛し緩かんした。

「…………いや、違う。知ってるとか違う。そーゆー返しは違うぞ、ヒナ」

「だって知ってるもん。ヒナが宝物じゃなかったらなんなのって感じだもん」

「オレ今すっげぇ真面目なこと言ってんだよ」

「ようするにヒナが大切だって言いたいんでしょ？」

「……うん、まあ」

「巧くん」

「なに？」

「ちゃんと言って。ヒナもちゃんと聞くから」

「お、おう。任せろ」

　巧が大きく息を吸い込んで、ヒナが唾を飲み込む。

　空気が張り詰めて、巧が吐く息にちゃんとした言葉を乗せた。



「もし、神様が許してくれるのなら、オレはヒナと結婚する」

「えっ……」

「――かもしれない」

「はああ？」



　空気がユルユルになった。

　ヒナはパンダの瞳ひとみを血走らせているが、巧はなぜかシタリ顔である。

「今のはかなりイイ感じだろ？」

「どこが！」

「ええっ、嘘うそ？　てか、なんでそんなに怒るんだよ？」

「巧くん！」

「な、なに？」

「もっとちゃんと言って。これが最後のチャンスだからね？」

「わ、わかった。こーなったら、とっておきを出す」

　巧たくみが大きく大きく息を吸い込んで、ヒナが半ばあきらめ気味に待つ。

　空気がまずまず張り詰めて、巧がとっておきとやらを放った。



「オ、オレは、その、ヒナのことを……」

「ことを？」

「……やっぱやめとく。兄妹でこんなの間違ってる。神様が激ギレする」

「だ、大丈夫だと思うよ。ヒナはどんなことでも受け止めるから。ドドーンと来てっ！」

「いや、だからその、オレは、ヒナのことを……」

　巧が言いい淀よどみ、恥ずかしげに目をそらす。

　ヒナはググッと前のめりになった。

　空気がマックスに張り詰めた。



「エロい目で見たことがある」

「…………」



　空気がドン引きした。もちろんヒナもドン引きした。

　さすがに感じ取った巧が、両手をあわあわと振って弁解し始めた。

「て言っても、ガン見じゃないぞ。チラ見だぞ。しかもガキのころの話だ。だからエロい目ってのはちょっと違うな。別に深い意味はなくて単なる好奇心ってゆーか、ただまあ、普通の兄妹はそーゆーのもないだろうから――」

「巧くん」

「わ、わかってる。今のナシ。忘れてくれ。次こそもっともっとちゃんと言うから」

「もういいよ」

「うおぉ……なんだその醜いアヒルを見るような目は……」

「もういいから早く『宝物だ――』の続きを言って」

「最初に戻っ……と、とにかく。オレはお前のことが本当に大切なんだ。みんなはオレのことをシスコンだと言うけど、それもまあ、認める。たしかにちょっと普通じゃないかもしれない」

「……で？」

「だから、本当はヒナを巻き込みたくない。それはやっぱり、そう思う」

「……で？」

「本当はこの手で守ってやりたい。だけどもうヒナだけを守るのはムリだ。いや、そもそもオレは誰だれかを守れるような大した男じゃない。今回のことでつくづく痛感させられた」

「……で？」

「守るのはムリだから……一緒に戦ってくれ」

「………はぁ………」と、ヒナは露骨なため息をついた。

「……まだ気に食わねぇか？」

「そうじゃないけど……」

「けど？」

「立たち花ばなさんになにかされたの？」

「な、なんだよ突然」

「いいから答えて」

　巧たくみが気恥ずかしそうに頬ほおをさする。

「殴られて、告白された」

「それで？　巧くんはなんて言ったの？」

「えええっ？　……って言った」

「はああぁぁぁ……」

　ヒナが露骨なため息を巧の顔面に吐きかけた。

「さっきからなんなんだよ！」

「巧くん、センスが死んでるよぉ」

「そんなこと――」

「小こ町まちちゃんにだって、面と向かって言えないし」

「うっ……」

「一生懸命、告白してきた女の子に『えええっ？』とか最低だよ。腐ってるよ」

「ぐっ………」

「今だって、かもしれない、とか、エロい目がどーしたこーしたとか………挙げ句の果てには『一緒に戦ってくれ』だもんね……そんなんじゃ女の子は喜ばないよ」

「…………はい。なんか、すいません……」

「ヒナ以外はねっ」

　と、満面の笑みを浮かべて、ヒナが巧に抱きついてきた。ぴょん、と巧の太ももの上に乗って、胸に頬ずりをする。

「うわっ、なんだよ、急展開すぎてついていけないってゆーかバカ離れろ！」

「やっと言ってくれたぁ。やっとヒナを一人前に扱ってくれた……」

「え？」

　妹を払いのけようとする手が止まった。

　ヒナが胸から頬を離して、大きなタレ目の上目遣いで兄を見つめる。

「ヒナは地の果てまでも巧くんと一緒に行くよ。地獄の一丁目だろうと十丁目だろうと、巧くんと一緒ならどこまでもだよ」

「ヒナ……」

「モンスター退治も借金返済もぜ～んぶ一緒だよ？　もうヒナだけ置いてけぼりにしないでね？　ヒナの前で盾になるんじゃなくて、手を繋つないで隣を歩いてね？」

「……ああ。わかったよ」

「じゃ、仲直りのチューしよっか」

「それはしな――――っ！」

　ヒナの唇が、巧たくみの唇に、重なった。

　もがく巧の顔を両手で挟み込んで、長い、長い、仲直りのチュー。

「―――っはあ！　ヒ、ヒナ、お前、マジでするか？　これはホントにダメだろ！」

　しかし、ヒナは悪びれる素振りもない。

「次、なにする？」

「なんもしねぇよ！」

「今ならエロい目で見放題だよ。神様も見てないよ、きっと」

「見てる！　神様めっちゃ睨にらんでるから……ってコラ！　押すな！　押し倒そうとするんじゃない！」

　抵抗虚むなしく押し倒された。両腕を両足で押さえる完かん璧ぺきなマウントポジションを取られた。

「さて、と」



    

  
    
      



    

  
    
      「じゃねえ！　服を脱ぬごうとするな！　マジでマジでマジでやめろ！」

「ヒナのファーストキスを奪ったんだから、この勢いで純血まで――」

「奪わねぇよ！　てか奪われたのはオレだ！　かなり真剣に人生考え直しちゃってるからホント頼むからやめてくれええっ！」

　と、そのとき。プルルルル――巧たくみの携帯電話に着信。驚いたヒナの体が若干、浮いた。その隙すきを逃のがさず巧がヒナを払いのける。

　そしてそのまま横っ飛びして電話を取った。冗談抜きで神様からの説教の電話なのではないかと思った。

　ディスプレイに表示された名前は――尚なお之ゆき。

「！」

　巧は顔を強ばらせ、ゆっくりと通話ボタンを押した。

『巧か？』

「………」

『安心しろ。本物だ』

「お、おう。どうした？」

『今、ブレイン・カンパニーに君の相棒が来てるぞ』

「栞しおりが？」

『一人で敵陣に突入するつもりのようだ』

「あんのバカ、こっちの考えがまとまらないうちに……わかった。すぐ行く」

　巧が電話を切る。そして、まだ幸せの余韻に浸っているヒナに厳しい口調で告げる。

「ヒナ、行くぞ」

　言われて、すっ、とヒナの顔つきも戦闘モードに入った。

「わかった――けど、その前に服を着替える」

　ヒナが押し入れに向かう。そして、ヒナ専用と銘打たれた収納ボックス――ではなく、その隣にある栞専用ボックスの中から「ある物」を取り出した。

「おい、それ栞のじゃ……？」

　という巧の質問を無視して、ある物――愛らしくラッピングされた箱を畳の上に置く。ビリビリと包装紙を破り捨て、箱のふたを開ける。

　現れたのは、でかでかとウサギの絵（劇画タッチ）がプリントされたＴシャツだった。それは、さすらいラビット（通称さすラビ）と呼ばれるキャラで、ヒナが愛してやまないブランドの商品である。

　だが、ヒナは「はぁ」と渋面をつくった。

「バレバレなんだよねぇ……しかもコレ、同じの持ってるし。あの人もつくづくセンスがないよねぇ……」

　巧たくみは苦笑した。

「まあ、そう言うなよ。栞しおりらしいじゃん。つーか、ヒナにだけはセンスがないとか言われたくないと思うぞ。オレもさっき言われたけど」

「でもさ、やっぱりおかしいよ、あの人。あの人が巧くんを殴ったせいで、ヒナの大事なファーストキスは血の味になっちゃったんだから」

「……も、もう、その話はやめようぜ……」

　箱の中にはＳ・Ｍ・Ｌと三種類のサイズが入っていた。

　巧とヒナは、それぞれＬとＳのＴシャツを手に取り、その場で着替えた。

　そして、Ｍサイズは栞専用のボックスに収納する。

「んんよーしっ！　行くよ、巧くん！」

「おお――ん？」

　勇ましい掛け声に呼応しようとしたとき、巧の脳裏に稲妻が走った。

「……ヒナ、さっきなんて言った？」

「巧くん愛してる」

「言ってねぇだろ。てか、そうじゃなくて………」

　巧は、忘れたい記憶が宿る唇を触って、次に腫はれあがった頬ほおを撫なでた。少し力を込めて押してみた。

　口の中に血の味が広がった。

「ヒナ……栞って何型だっけ？」

「雲竜型。もしくは量産型」

「血液型だよ」

「そんなの知らないよ知りたくもないよ」

「じゃあヒナは？」

「Ｂ」

「だよな。オレら一緒だもんな。んじゃあ、小こ町まちは？　尚なお之ゆきは？」

「……？」

　ヒナが小首を傾かしげる。しかし、巧の顔は興奮気味に紅潮していく。

　もうヒナに確認しなくてもわかった。

　見えた。

　見つけた。

（突破口を見つけた！）

　そこからさらに「操り」までの道のりも、朧おぼろ気げだが見えた。

「一か八か、やってみるか……」

「え、なに？　てゆーか、どうしたの？　なんでニヤニヤしてるの？」

「……いや。ホント、むちゃくちゃだなと思ってさ」

　巧たくみが自分の頬ほおを撫なでる。口に血の味が広がる。突破口の味を確かめる。

　いつだってそうだ。

　無自覚でとんでもないことをやってのける。意図せずに、こちらの想像を遥はるかに超えることをやってのける。

　立たち花ばな栞しおりは、いつだってそうだった。

　そしてそれが閃ひらめきと勇気と前に進む力を与えてくれるのだ。

　立花栞は、いつの間まにか、そういう存在になっていた。

（……いや）

　と、巧は、不思議そうにしているヒナを横目に見た。

（今回は合わせ技ってところか）

　まあ、なんにしても。

「ホント、むちゃくちゃな妹たちだ……」

「……たち？」

「なんでもない。さあ、行こうか」

「うん！　あ、でも、その前に行ってきますの――」

「しない！」

「我慢しなくてもいいよ？　押さえきれない衝動がニヤニヤ顔に表れて――」

「いない！」

　巧は玄関のドアを開けた。

　降ふり注そそぐ激しい雨は、これから赴おもむく場所と戦いの苛か烈れつさを示しているようでもあるが、連なる雨雲の先には青い空がある。



    

  
    
      

　終章　桃もも井い家けの人々





　おんぼろアパートから数百キロも離れた、とある場所。とあるマンションの一室。

　日くさ下か部べ小こ町まちが監禁されている。

　ここが一体どこなのか、小町にはわからない。意識が戻ったとき、すでにここにいた。

　床に投げ捨てられ、手足を縛られ、目隠しをされている。目隠しの向こうに光を感じないから、きっと暗室なのだろう。口は縛られていないが、声を出しても無意味なので出さない。声を出さずにいると雨の音が聞こえた。それから風の音も。時折、雷鳴も。

　ブルッ、と床に横たわった小町の体が震ふるえた。苦手なことを何重にも重ねられた状況に体が素直に反応を示した。

　だけど、暗闇や雷よりも怖いことがある。

　アイツは助けに来ない気がするから、それが一番怖い。

　その恐怖を誤魔化そうとして、記憶を辿たどる。思いを巡らせる。

（どこで間違えたのかな……）

　あの日、巧たくみが助けに来てくれた日から、ずっと巧の側にいた。ずっと巧を側に置いた。あの妹に負けず劣らず、巧を独占してきた。

　けれど、自分の気持ちを素直に言葉にしたことはない。

（いや、でも）

　わざわざ言葉にしなくても伝わっていたはず。あれだけ特別扱いしてあげたんだから、いくらバカでもわかるでしょ。

　巧だって同じ気持ちだったはず。いや、絶対にそうだ。

　そうよ。大切なのは言葉じゃなくて、アイツが私の側にいるということ。

（なのに！）

　先に逃げたのはアイツの方だ。行き先も告げずに転校して、探しだして締めあげたら、父親の失しつ踪そうだの借金だの仕事だのと言い出した。でも、理由なんてどうでもいい。どんな理由であれ、私の側から離れる理由にはならない。

　だから、会社――ブレイン・カンパニーのことを調べて、専門知識を身につけ、高校を休学までして社員になった。いくら私が優秀とはいえ、現役女子高生を採用したことや、その仕事内容にはさすがに驚いたけど、それもどうでもいい。

　重要なのは、私がアイツの側にいるということ。ただそれだけ。

（なのにぃ！）

　あのバカは「小こ町まちさん」なんて敬語を使うようになった。世界でたった一人、呼び捨てにすることを許してあげていたのに「仕事とプライベートは分けようぜ」なんて生意気なことを言いやがった。分けるも何も、アンタの時間はすべて私のものなのに！

（…………って、重いわね）

　とても重い。巧たくみが抱えている事情もそうだけど、自分の行動と考えと気持ちが重い。

「……こんな女、私が男なら断固拒否だわ」

　自由のきく口で呟つぶやいてみる。だが、自虐的な呟きも誤魔化しの一環に過ぎない。

　本当はわかっている。

　どこで間違えたのか、本当は自覚している。

「あの子よね……」

　もう一人の部下の顔が瞼まぶたの裏に浮かぶ。

　あの子を巧の相棒にしたのが最大の過ちだ。とはいえ、上からの命令だったから仕方がない。境遇が「似たもの同士」だったから仲良くなってほしいと思ったのも事実だ。いい関係になってほしいと思ったのも嘘うそじゃない。

　なにより、自信があった。

　彼女がどれだけ巧と親密になっても、巧の心は変わらない。

　そう思っていた。

　だから「栞しおりちゃんに彼女になってもらえば？」なんて、思ってもいないことを言ったりもした。実際、そんな感じになりそうになってから慌てた。

　そういうことが間違いだった。

　でも、それは、自分にとっての間違いでしかない。巧にとって、彼女との出会いは正解だった。そのことに巧もいい加減、気づいているはず。

　だからアイツは助けに来ないだろう。

　私とあの子なら、今はあの子を選ぶだろう。

（怖い……じゃないか）

　寂しいだけだ。

　と、小町が感情に区切りをつけたとき。

「アンタ、捨てられたぜ」

　と声がかかった。犯人――「操り」の正体の声だ。ハスキーな声色は男女の区別がつけ難いが、女だとわかる。この状況で私に欲情しないからだ、と小町らしい見解で見抜く。

「立たち花ばな栞が一人で現れた」

「……巧は？」

「さあな。妹と一緒に逃げたのかもな。それはそれで賢い選択だ」

「………」

　それはない。あのバカは信じられないほどのシスコンだけど、それはない。

（じゃあ、どっち？）

　かすかな期待が芽生えかけたが、小こ町まちはそれをねじ伏せた。

　こっちに来たら許さない。

（私はもう怖くないから、さっさと助けに行きなさい！）

　胸中で叱しつ咤たし、それは現実となった。





　電脳世界『広場』――

　中央ステージの前で金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美女剣けん士しが憤然と立っている。

　彼女の目の前には四名のプレイヤーがいる。敵チームの面々だ。それぞれベンチに腰を下ろしていたり、ウロウロと歩いたりと一見、まとまりがないようにも映るが、栞しおりからの距離は一定を保っている。

　まさしく身代金の受け渡し現場といったこの状況下で双方が睨にらみ合い、二時間が経とうとしていた。

「遅い！」

　褐かつ色しよくの肌をしたリーダーが苛いら立だたしげに言う。

「もうすぐ来るわよ」

「もうすぐに何時間かかってるんだよ！」

「今日中に来ればいいんでしょ？　まだ日付は変わってないんだから、大人しく待ってなさいよ」

「ちっ……」

　珍しく栞が言葉の駆け引きで優位に立っていた。いつになく強気な態度と冷静な口調が連中にプレッシャーを与えている。

　駆け引き下手な栞が堂々としていられるのは、

（これでいい）

　と思っているからだ。もとより駆け引きなんてするつもりはない。

　栞が巧たくみに命じたのは「小町とヒナを助ける方法」だ。巧はそれを「皆を助ける方法」だと解釈したが、栞の中ではあくまでも小町とヒナの二人であって、そこに自分は含んでいない。

　だから、これでいい。タイムリミットまでに巧が「操り」の正体を見つけ、小町を取り戻せばいい。人質さえ取り戻せれば、ヒナをここに連れてくる必要もなくなる。

　つまり、今ここにヒナがいないということは良い兆候なのだ。日付が変わっても現れなければ、それは即ち、巧が小町を助けたということになる。

　もっとも、そうなった場合は自分がここに来る必要もない――ということは、わかっている。

　だけど、万が一、巧たくみが小こ町まちを救出できなかった場合に備えて、単身ここに来た。要求の片割れが手元にあれば敵もそれなりに満足するだろう。それなりなので小町の無事は完全には保証されないかもしれないけど、ある程度の抑止力にはなり得るだろう。

　そこから先の――自分まで人質に取られた後の――交渉は彼に任せるしかない。彼なら上手くやるだろうし、最悪、自分は見捨ててくれても構わない。

　と、そんな考えでいた。

　言葉にすれば自己犠牲ということになるかもしれないが、栞しおりの精神は決して後ろ向きなものではない。慈愛になど満ちていない。

　巧が小町を助けたとわかった瞬間、敵に襲いかかるつもりでいる。ここに来た理由は、むしろそのためだ。今回の「誘拐事件」を人質解放と主犯の逮捕だけで終わらせるつもりはない。敵チームを相手に大立ち回りを演じてやる、といった自己犠牲とは真逆の獰どう猛もうな精神で栞はここに立っていた。

　ともあれ。

　現状はこれでいい。このままタイムリミットまで――巧が小町を助けられたかどうかがわかるまで――睨にらみ合っていればいい。

　そう考えていたのだが……

「ちょ、くっつくな、手を繋つなぐんじゃない」

「ずっとずっと手を繋ごうって約束したでしょ」

「いや、あれは精神的な意味で……まあいいや。それより、お前の装備カッコイイな」

「おじさんにもらったの」

「おじさんって横分けのことか？」

「そだよ」

「武器は……おお、弓か。初めて見る――ってオイ、なぜオレを狙ねらう？」

「ハートを撃ち抜こうと思って」

「やめろ。マジで死んじゃうから」

「じゃあ、手を繋ごう？」

「なんでそーなるん――わ、わかった、わかったから弓を引くな！」

　……と、緊張感の欠片もない会話が背後から聞こえてきた。

　もはや振り返らずとも誰だれだかわかるのだが、栞は一応、振り返った。

　赤メッシュの入った髪に、革製の防具と「黒い腕輪」を装備した魔法剣けん士しと、

　鮮やかな赤い瞳ひとみに、背中に翼が生えた煌きらめくような銀色の鎧よろいと「黒い首輪」を装備した小さな妖よう精せいが、そこにいた。

　言わずもがな、巧たくみとヒナである。

「よう」

　と、巧が片手をあげる。栞しおりはサッと近寄り、小声で、

「よう、じゃないわよっ。どうしてヒナちゃんを連れてくるの！」

「桃もも井い家けの戦いだって言ったのは栞だろ」

「止めてもムダだって言ったでしょ」

「そ、そうだけど……。で、犯人は？　小こ町まちさんは無事なの？」

　それさえクリアしていればいいと思ったのだが、巧は首を横に振った。

「助ける方法を思いつかなかった」

「じゃあ、どうしてここに来たのよ！」

「やるしかないんだろ？」

　と、巧が唇を斜めに吊つり上あげる。

「小町には悪いけど、死なばもろともってやつだ。せいぜい派手に暴れてやろうぜ」

「………わかった」

　栞は頷うなずいた。頷くしかない。悲壮感はあるけれど、どこか得意げでもある相棒の表情を見れば、わかる。何か考えがある。小町を助ける算段がある。

　だとしたら、私は彼の言うとおり、やるしかない。派手に暴れるのが私の役目だ。

「別れの挨あい拶さつは済んだかい？」

　と、リーダーがベンチから立ち上がった。

「さあ、立たち花ばな栞と桃井ヒナをこちらに渡してもらおうか」

　その前に小町を返せ――とは、巧は言わない。敵の面々もそんな言葉が返ってくるとは思っていない様子で、各自、リーダーの元に集まっている。

　巧は余裕の態度で肩をすくめ、

「栞、なんか言ってやれ」

「うん」

　栞は大きく息を吸い込み、槍先を敵に向けて、

「私、本っっっっっっ気で怒ってるから！　手が出るだけじゃ済まないからね！」

　リーダーが顔が怒りに歪ゆがみ、

「……場所を変えようか」



　電脳世界『草原エリア』――。

　草が見渡す限りに広がり、風に揺れている。空は澄み渡った青。

　自然豊かな美しいその光景が、かえってここを非現実の世界だと教えている。

　巧、栞、ヒナの三人と、敵チームの四人。対たい峙じする両チーム。

　ここまでくれば最早、戦い以外の選択肢はない。だが、敵チーム側は必要以上に距離を取って、容易には近づいてこない。栞しおりの『超加速』を――その間合いに入ることを警戒している。

　一方、巧たくみたちはというと……

「栞、大丈夫か？　手が震ふるえてんぞ」

「大丈夫。これは武者震いだから。今の私、アトムを助けたときの長州よりもテンション高いから」

「………」

「………」

「……何そのジトッとしたタレ目は？　あぁ、ヒナちゃんが前に言ってたことを丸パクリしちゃってるのがダメなの？　別にいいじゃない。素敵なセリフだと思ったんだから」

「巧くん、なんか言ってあげて。ヒナしんどい」

「栞……」

「な、なによ？」

「それアトムの方が強くね？　アトム、十万馬力だからな。いや、お前の言う長州がどの長州なのかわかんねーけど、もしレスラーの長州ならせいぜい一万馬力ぐらいだと思うってゆーかもうオレも言ってる意味がわかんないんだけど！」

「う、うぅ……と、とにかく大丈夫ってことよ！」

「頭以外はね」

「ヒナちゃんは黙ってて！　ヒナちゃんこそ大丈夫なの？　さっきから足がブルブル震えてるけど？」

「ふ、震えてないよ！」

「初めての実践なんだから仕方ないだろ。意地悪言うなよ」

「ま、まあそうだけど……」

「ヒナ、無理しなくていいからな」

「うん。巧くん、こっちの世界でも優しいね」

「まあな」

「………なーんか納得いかない……」

「立たち花ばなさん、どうしたの？　犬がウンコするときみたいな顔になってるよ？」

「な、なってないわよ！　てゆーか、何よその喩たとえ！」

「ヒナ、うまいこと言うなあ」

「えへへ」

「こんんのバカ兄妹ぃ……っ！」

　……と、緊張感もへったくれもない会話。

　だが、気負いの目立つ敵チームよりはリラックスできている。まあ多少、リラックスし過ぎな感は否めないが、そこは巧たくみがきっちりと引き締める。

　眉まゆ根ねを寄せ、真面目な口調でまずヒナに、

「ヒナ、マジで無茶するなよ。オレの後ろに隠れてろ」

「えー……」

「武器的にも後方からの援護がお前の役目だ」

「ん。わかった」

　ヒナが頷うなずいたのを見て、今度は栞しおりに、

「かく言うオレも援護に回る。でも、あんまりアテにするな。オレもできる限りのことはするけど」

「うん。大丈夫」

「まずは、あのツインテールだ」

　両手に指輪をはめているキャミは「操り」である可能性が高いので、そこを最初に叩たたく。

「速攻でヤツの両手を斬きれ」

「……オッケー」

　物騒な提案だが、栞はもう恐れない。事態がここまで煮詰まっている以上、きれい事を言うつもりはない。

「……んじゃ、始めようか」

　と、巧が剣を抜いた。栞も槍を構え、ヒナも弓を手に取った。

　呼応して、敵チームの四人も各々の武器を構えた。

　殺気と闘志が三十メートルほど離れた両者間でぶつかり合い、それが静せい寂じやくと緊迫を生み出す。

　額をつたう汗と息苦しさが数秒後の激しい未来図を連想させる。

　先せん鋒ぽうを務める栞が、慎重に歩を進めた。敵チームはまだ動かない。

　そして。

「ギュッ――」

　と、栞が槍を握りしめた瞬間。

「ばあーか！」

　キャミが右の拳こぶしを栞方向に突き出した。五本の指にはめている指輪のすべてが赤く発光した。遠目には指輪に見えたそれは、いわゆるメリケンサックである。

　その能力が発動して――

「うぐ……っ！」

　栞が固まった。不可視の力に体の自由を奪われた。

「オメェの好きにはさせねぇよ！」

　瞳孔開き気味の目でキャミが喜き悦えつを浮かべる。彼女の能力は『念動力』だ。が、物体を自由に動かせるわけではない。栞しおりを止めることに精力と神経を注ぐあまり、自身の動きも止まっている。しかし、彼女はそれで役目を十二分に果たしていた。

　敵側の残り三名が一斉に栞めがけて駆けだした。

　連中の狙ねらいは当然、栞。栞さえ潰つぶせば勝利も同然だからだ。

「くそっ、いきなりかよ！」

　頼みの綱が早々に敵の術中にはまり、巧たくみも栞のもとへと駆ける。

「んもうっ、役立たずなんだから！」

　と、ヒナは弓で矢を放つ。矢はリーダーの頬ほおをかすめ、神父の足下に刺さった。すると二人はヒナ方向へと進路を変えてきた。

　それを察知した巧が、援護するべきは栞かヒナかと迷っていると、

　ブウン！

　大剣を振り下ろされた。

「――っ！」

　間一髪で避よけた巧の目の前に、灰色の甲かつ冑ちゆうを纏まとった「鎧よろい」が立ちはだかっていた。

　巧は鎧を睨にらみつけながら、後方のヒナに叫ぶ。

「ヒナ！　飛べ！」

「よいしょっ！」

　阿あ吽うんの呼吸でヒナが高くジャンプする。そして、空中からリーダーと神父に矢を放つ。

　降ふり注そそぐ矢を避けながら、

「なかなかやるなぁ」

　リーダーが微笑し、垂直に飛んだ。黒い鎧の脚部が赤く発光した。

　彼女の能力は『空中浮遊』である。

「わわっ、来ちゃヤダ！」

　戸惑いながら、ヒナが牽けん制せいの矢を放つ。リーダーは宙を上下左右自在に飛び回り、矢をかわす。

　対してヒナは徐々に高度が落ちていった。

「お前のは鎧の力か？　飛べるのはその翼のお陰だろ？」

「知らないっ」

　ヒナが知らないのも事実であり、リーダーの読みも当たっている。ヒナは防具の性能の一部として空高く跳躍できるだけで、しかもそれは正確には「飛ぶ」ではなく「滑空」である。鳥ではなくムササビなのだ。

　一方リーダーのそれは「黒いアイテム」によってもたらされた宙を舞う能力。こちらは完全に鳥同様の飛行を可能としている。

　必然的に鳥が制空権を握った。

　それでもヒナは、着地しては飛び上がり、距離を保ちながら、なんとか応戦している。わずか一日で電脳世界に馴な染じんだ才能は、実は、栞しおりに勝るとも劣らないものなのだ。

　が、いかんせん経験が浅い。そして相手が悪い。

　劣勢も必然だった。

（――くそっ！）

　と巧たくみが唇を噛かむ。右目に見えているヒナを今すぐにでも助けに行きたいのだが、左目に見えている栞も放ってはおけない。

　立ち止まり、どちらを先に攻撃しようか考えているような神父からも目が離せない。

　どれもが気がかりで、どこにも動けない。

　目の前に立っている鎧よろいが、それを許してくれない。

「妹が気になるか？」

　くぐもった声で鎧が言う。

「うるせぇ」

　口ぶりだけは余裕だが、巧の神経は全方向に注がれていて、余裕などどこにもない。

「相変わらずだな」

「あ？」

　鎧が突然、兜かぶとを脱ぬいだ。晒さらされたその顔は――

「――ディフ！」

　頭髪を後ろに撫なでつけ、顔つきは前よりも精悍さを増している。元・巧の師匠であり、元・教師でもあり、元・操りの能力者。

　これには動きを封じられている栞も「えっ？」と驚いた。

「テメェ、まだこの世界にいるのかよ……」

「まあな」

　言いながら、ディフが大剣を振り下ろす。轟音と共に迫り来る斬撃をサイドステップでかわした巧の背筋に冷たい汗が流れた。

　以前と変わらぬ剛剣。他のことに気を配っていては自分が真っ先に殺される。

（けど……）

　巧はわずかな違和感を覚えた。それを探る暇を与えず、

「俺おれにはもうこの世界しかないんだよ。現実世界の俺は、顎あごが砕かれてまともに喋しやべることもできない。おまけに右手は義手だ。貴様らのせいでな。そんな人間が普通の社会生活を送れると思うか？」

「……知るか。つーか、オレらのせいじゃねぇよ」

「このときをずっと待っていたぞ！」

　ディフが横よこ薙なぎに大剣を払う。巧たくみはそれをスウェーバックで避よけながら、違和感の謎なぞを解いた。

（遅い）

　威圧感はむしろ以前よりも増しているぐらいだが、遅い。そして構えも変わっていた。どっしりと地に根を張ったような正眼だったのに、今は片手で剣を握っている。

　尚もディフは剣を振るってくるが、巧はそれをひらりひらりとかわし続けた。

「おのれ、ちょこまかと！」

「おっ、喋しやべり方もダサくなったな」

　と軽口で返す余裕も生まれている。その余裕が新たな疑問を生む。

（やっぱりディフが操りなのか？）

　だが、そこは深く考えない。今はディフをなるだけ早くに片付けて、栞しおりやヒナの援護に行かなければならない。もしディフが「操り」なら結果オーライだ。

　なにより、巧はこの世界最弱のプレイヤーだ。今は余計なことを考えず、ディフを倒すことに注力しなければならない。

　幾ばくかの攻防の後、片手で剣を扱う疲労が出たのか、ディフに隙すきが生じた。もともとガードなどしていなかったが、剣を持つ右腕がだらりと下がった。唯一肌身を晒さらしていた顔がガラあきになった。

　そこに巧が剣を滑らせた。申し分ない角度とスピード。会心の一撃。

　だが、しかし。

　がきん、と金属音が響き、剣の刃が欠けた。刀身に薄い亀き裂れつが入った。

「なっ……」

　と、巧が言葉を失う。

　なぜなら、巧の剣けん戟げきは確かにディフの顔面を捉とらえたからだ。それなのに斬きることができなかった。

　左のこめかみ辺りで剣を受け止めたディフは、にやりと笑って、

「俺おれも『特化型』だ」

　と言った。離れた場所で栞が「特価？」と首を捻ひねるのが見えたけど、巧はすぐに意味を理解した。

「……すげぇ堅くなるってとこか？」

「正解だ」

　教師時代を思わせるセリフを吐き、ディフは左ひだり拳こぶしで巧の腹を殴った。まるで岩をぶつけられたような衝撃に、巧は声も漏らせず、その場に膝ひざをつく。

「桃もも井いくん！」

　と叫ぶ栞は、未だ体の自由を奪われたままで、

「巧たくみくん！」

　と叫ぶヒナは、遥はるか後方まで退いている。ヒナがまだ声を上げられる状態であることにわずかな安あん堵どを覚えるも、それを遥かにしのぐ恐怖と絶望が巧に忍び寄った。

（こんなにも、か……）

　もとより楽に勝てるとは思っていなかった。敗北も覚悟していた。ただ、ここまで差があるとも思っていなかった。それはやはり、栞しおりの『超加速』に期待と信頼を寄せていたからだろう。そしてそれは、過大評価でも過信でもなかった。キャミは「操り」ではなかったが、彼女を最初に倒すという作戦も結果的には正しかった。

　この圧倒的劣勢をつくったのは、タイミングの差だ。栞の『超加速』がキャミの『念動力』より一瞬でも早くに発動させられたなら、今ごろ決着はついていたかもしれない。

　もっとも、そんな仮定の話に意味はない。

「終わりだ」

　と、うずくまる巧にディフが鈍にぶい斬撃を繰り出す。這はいずってどうにか避よけた巧の目にさらなる絶望が見えた。

　これまで一歩離れた所で戦況を見つめていた神父が、ローブの懐から杖つえを取り出して、スッと栞に向けたのだ。

　それは栞にも見えていた。だが、動くことができない。

　巧はなんとか中腰にまで立ち上がったが、ディフをかわし神父のもとへまで行くことは事実上、不可能。ヒナも同じ。

　広い草原の中で神父だけが自由に動くことができる。

　今度はタイミングではなく、三対四という数の差が如実に表れた格好だ。むろん承知の上だった巧は、その差を栞の『超加速』か、あるいは自分の『分裂』によって埋めようと考えていたのだが、どちらも今はできない。

　そして、その数の差が、そのまま決定的な差になった。

　神父は無言のまま、杖先から火の魔法を放った。

　圧倒的火力の火柱が一直線に栞へと走る。

「!!」

　栞は死を覚悟して、ギュッと目を瞑つぶった。

　だから。



「こういうベッタベタな登場は好きじゃないんだけどな～」



　という声が聞こえるまで、水のカーテンが自分を救ってくれたことに気づかなかった。

　栞が目を開ける。映ったのは、少年魔ま法ほう使つかいのあどけない笑顔だ。

「シオリン、大丈夫？」

「キッドくん！」

　破顔する栞しおり。数メートル離れた場所では、巧たくみが喜びを必死で隠そうとして眉まゆだけをいかめしくしている。

　敵チームの四人は当然、苦い表情。とりわけリーダーとキャミの二人は、激怒のあまり舌打ちすらもできずにいる。

　これで四対四。

　数の差は埋まった。

　となれば、個々の力量が物を言う展開。

　巧たちは依然として劣勢だった。

　敵チームの中で表情の変化の薄かった神父が、栞めがけて再び火の魔法を放つ。そこに水の魔法を当てるキッド。火と水が宙空でぶつかり、消滅する。

　神父が続けて魔法を放つ。栞とキッドめがけて放つ。キッドも水の弾丸を撃つ。

　相殺。

　だが、キッドはそれで手一杯だ。魔法を放つ早さと数、そして威力が劣っている。後手後手に回った。

　栞とキャミは、間近で魔法が飛び交う中、どちらも動かない。動けない。

　巧はディフの剣を避よけるばかりで、有効打を与えられずにいる。何度か攻撃はしているものの、硬質化したディフの体に弾き返され、剣が激しく刃こぼれをしていた。

　ヒナは、いよいよ窮地に立たされていた。リーダーの持つ細い剣――レイピアがヒナの肌に何本もの線を刻んでいる。ヒナは着地と跳躍を繰り返し、矢を放てる距離を取ろうとするのだが、リーダーが瞬時に詰め寄り、接近戦の形にする。それでもどうにか逃げ回るヒナに――その素質の高さに――リーダーは内心舌を巻いたが、自分が勝つという自信は剣を突き出す毎に深まっていた。

　巧とキッドとヒナ。三者の局面に決着がつけば――あるいは均衡が崩れれば、戦いそのものの勝敗も決まる。局面を制した者が、栞かキャミを討伐すれば、決まる。

　そのことは百も承知だったが、

「ヒナ、逃げろ！　現実に帰れ！」

　と、巧は叫んだ。妹を心配する気持ちがそう叫ばせた。

　しかし、ヒナには届かない。

　そして、続けられない。

「がっ……！」

　ディフの拳こぶしが巧の脇わき腹ばらにめり込んだ。呼吸が止まり、動きも止まる。

「次は立たち花ばなだ」

　悠然と巧たくみを見下ろして、ディフが両手で剣の柄を握った。どっしりとした正眼の構えをとった。

「つっ！」

　と息を漏らしたのはキッドで、巧を助けるべく水の弾丸を放ち、ディフの横顔に被弾。と同時に、自らも神父の放った火魔法に被弾した。回復する間もくれずに炎が次々と飛んでくる。それらは防ぐが、形勢は神父の優位に大きく傾いた。

　しかも、身を挺ていしたキッドの援護は、巧とディフの形勢を変えるに至らなかった。水の魔法を食らったディフは「むっ……」と顔をしかめただけで、これからする行いに躊ちゆう躇ちよはなかった。改めて正眼の構えをとり、柄を握りしめる。

　絶体絶命のピンチに立たされていながら、巧の脳は、

（――ん？）

　と、かすかな違和感……いや、光こう明みようを見出した。

（魔法は効く）

　斬撃や打撃などの物理攻撃は利かないが、魔法は効く。キッドの魔法は決して弱くないので、魔法への耐性も高いのだろうが、効果はある。しかめた顔がその証拠だ。

（だったら……）

　こちらも魔法で攻撃するしかない。それは可能だ。巧は「魔法剣けん士し」だ。

　でも、巧の雷魔法は一度きりしか使えない。威力もキッドほどではない。

（どうすりゃいい……？）

　案が浮かばないうちに、頭上から剛剣が襲いかかってきた。

「……っんおぉっ！」

　力を振り絞って大きく右にステップ。しながら、巧は煙玉を地面に叩たたきつけた。

　パン！

　と乾いた音が鳴り、もくもくと煙があがる。巧の得意な戦法。だが、元・師匠はそれを知り抜いている。

「またこれか……」

　と、驚かず、慌てない。巧がどこに動いたのかを探しながら、煙が晴れるのを待つ。

　巧はまだ間合いの中にいた。ディフもまだ慌てない。

「今日は一発だけか？」

「んなわけねぇだろ！」

　巧がもう一発、煙玉を投げつけた。

　ディフが煙の中で冷静に巧の影を探す。すると影は逃げるのではなく、逆に飛び込んで来た。巧が軽く跳躍しながら接近し、広げた左手をディフの顔面に向けた。

「いい判断だ……が、甘い」

　一瞬だが虚を突かれたことを褒めつつ、ディフもまた逃げるのではなく足を踏み出して巧たくみに体当たりをした。

「ぎゃっ！」

　と、消滅前のモンスターのような悲鳴をあげて、巧は地面に落ちた。隕いん石せきが落ちてきたような衝撃とダメージ。地を派手に転がった巧は、起き上がることもできなかった。

　ディフがゆっくりと近づく。

「タクミ……いや、桃もも井い。後悔しているか？」

「はあ？」

「俺おれは後悔している。色んなことを悔いている」

「……んじゃ、悔い改めろよ。手始めにオレを助けるってのはどーだ？」

　巧が手と尻しりを使って後ずさる。

　ディフは喋しやべりながらゆっくりとそれを追う。

「お前にはもっと後悔してもらう。俺よりももっともっと後悔しながら死んでいけ」

「わ、わかった。もっともっと後悔するから、勘弁してくれ」

　巧が後ずさり、恥も外がい聞ぶんもなく命いのち乞ごいをする。

　ディフは耳を貸さない。

「お前の大切な女たちが悶もだえ苦しみながら生き続ける様を、あの世から見ていろ」

　すっと正眼に構えた。威圧感はこれまでとは比較にならないほど圧倒的だ。次の一刀で終わらせるつもりでいることは誰だれの目にもあきらかだった。

「こ、小僧！　魔法を頼む！」

　巧が一いち縷るの望みを託してキッドに懇願する。

　キッドは振り返り、巧に杖つえを向けて水の魔法を放つ――よりも早く。

「無駄だ。回復などさせんっ」

　ディフが渾こん身しんの一撃を振るうべく、足を一歩前に踏み出した。

「――待てっ！」

　と、これまでひと言も発しなかった神父が叫んだ。

　しかし、間まに合わなかった。

　ずぼ。

「うおぅ？」

　広大な草原に間の抜けた音と声が響き渡る。

　ディフが落とし穴に落ちたのだ。巧の仕掛けた罠わなにハマったのだ。

　そこにキッドの水魔法が飛んできた。形状は弾丸。だが、水の弾丸はディフの顔にも体にも着弾せず、穴の中に注がれた。ディフの足下からゆっくりと水域が上がって、肩までとっぷりと浸つかる。ドラム缶風ぶ呂ろに入っているような格好だ。

「水に電気を流したらどうなるか、元・国語教師でもわかるだろ？」

　と、巧たくみが四つん這ばいでディフに近づき、左手をかざす。

「なっ、ま、待て！　桃もも井いぃ！」

　ディフがもがく。だが落とし穴からは容易に抜け出せない。それ以前に、抜け出させるわけがない。

「待たねぇよ」

　巧の左手から雷光が迸ほとばしった。果たしてそれがどれほどの電気量なのか、巧は知らない。知らなくても、水に浸つかった人間を感電死させるには充分だった。

「ぐあああああああああっ！」

　ディフが断末魔の叫びをあげる。後ろに撫なでていた髪が総毛立ち、焦げた臭いが立ちこめて、ディフの大きな体はキラキラと輝く光の粒子になった。

　それを見つめる巧に罪悪感はない。ただ、感傷的な気持ちにはなった。

「後悔なんかしてねぇよ。アンタには……感謝してる」

　光と消えた恩師に、ぼそりと手向けの言葉を囁ささやいた。

　これで四対三。

　――とは、ならない。魔法を使ってしまった巧は、もう指の一本も動かせない。落とし穴の前で突っ伏して、ぜぇはぁ、と荒い呼吸しかできない。

　つまり、三対三。

　そして、依然、状況は劣勢。栞しおりはキャミに動きを封じられたままで、ヒナも必死で逃げ回っている。この二つの局地戦に大きな変化はない。

　深刻なのはキッドだ。巧の策に気づき、それを助けたのが仇あだとなった。神父の火魔法をまともに食らい、大ダメージを受けた。ローブや帽子が燃え縮れ、肌が炙あぶられている。

　回復する暇も与えてもらえない。自分と栞と、さらには巧に向かって火の魔法が放たれ続けている。さすがに御しきれなくなったキッドは、栞を最優先に防御した。次点は巧で、己が最後。当然、何度か魔法を浴びた。

　献身的なその姿に、

「キッドくん！　もういいよっ！」

　と栞は嗚お咽えつ混じりの声を出すのだが、キッドは犠牲心のみで庇かばっているわけではない。それなりの考えがある。

　キッドは一度死んでも「二つの命ダブル」の力で蘇よみがえることができる。だから、多少のダメージは怖くない。それよりも、勝つための必ひつ須す条件である栞や、栞とヒナの精神的な拠り所である巧を亡き者にされることの方が痛い。

　もっとも、蘇った後のキッドは体力も魔力も限りなくゼロに近い状態になるので、一度死ぬことも決して上策ではなく、むしろ避さけなければならない現象だ。

　その現象にいよいよ近づいている。いよいよダメージが多少では済まなくなってきた。

　劣勢を打開すべく、巧たくみが首を後ろに回して、ヒナに叫ぶ。

「………！」

　だが、声が出てこない。叫べない。声を出す力も枯れ果てている。

　そんな巧の意図を汲くんだのもキッドだった。いや、意図を汲んだのではなく、キッドの中にもずっと前から存在していた「戦法」だ。

「ヒナさん！」

「なあに？」

　遠くから返事が聞こえた。キッドはより大声で叫ぶ。

「透明化だ！　首輪の能力を使って！」

「わかってるけど、どうやったらいいかわかんないのっ！」

　使い方がわからない、と言うのだ。ヒナはずっと能力を使おうとしていたらしい。これにはキッドや巧のみならず、敵の三人も驚いた。中でもリーダーは、ヒナに力を使う暇を与えないよう、休まず攻撃し続けていたので――それが上手くいっているとも思っていたので――驚きが大きかった。

「このチビ……！」

　末恐ろしい。リーダーは飛行スピードを限界まで上げた。最早「黒い首輪」の奪取にはこだわらない。今ここで始末をしておくべきだ、と決めた。

「ヒナちゃん！」

　と、今度は栞しおりが声を張った。

「ギュッとやってギュンだよ！」

「はあ？　お願いだからそろそろ日本語覚えてよ、バカ！」

「うぐっ……」

　怒りと恥ずかしさで頬ほおを染める栞にこれ以上のアドバイスは出せない、と判断した巧が精一杯の力でどうにか声を出した。

「ギュッじゃない！　んっ！　――って感じだ！」

「バカ！」

「んなっ……」

　二文字で却下された巧が頬を紅潮させ、栞がなんとなく満足げな顔をしているのを見たキッドが、

「アイテム部分に意識を集中させるんだ！」

　と、ようやく正解を伝えた。

「ありがと、リラちゃん！」

「え？」

　本名で呼ばれたキッドが思わず振り返ってしまったとき。

　ヒナの首輪が赤く発光した。

　そして、瞬時に周囲の色と同化した。

「ちぃっ！」

　リーダーが地上に降りて、すぐさま防御態勢に入る。

　すかさず神父が魔法を使って、彼女の周囲に火のカーテンをつくった。高くドーム状の防御壁。同じものを自分とキャミの周囲にもこしらえた。

　巨大蛇との戦いでキッドが使った戦法である。しかも、キッドへの牽けん制せいとして火の玉を放つことも忘れていない。相当な使い手である。

「熱いんだよ、畜生……」

　と、リーダーとキャミは口を揃そろえたが、熱さに耐え、ヒナの襲撃に備えている。

　これでは近づけない。

　弓による遠方攻撃も、標的に届く前に矢は炎の壁によって燃え尽きるだろう。

「そんな……」

「………」

　ヒナの能力発動成功に喜びかけた栞しおりとキッドが頬ほおを強ばらせる。同じ戦法を用いたことがあるだけに、先の展開に希望が持てなかった。

　だが、巧たくみだけは違った。巧だけは頬をほころばせていた。

　巧だけは勝利を確信していた。

　必要もないのに体を起こし、胡座あぐらをかいて、得意げに頬ほお杖づえをついた。

「オレの妹だぞ」

　とても小さな声だったので誰だれの耳にも入らなかったが、言外に含まれているのは、妹を世界中に自慢したいというシスコン魂だ。

　その褒め言葉を待っていたかのように――

　雲ひとつない青空から突然、巨大な雷が落ちてきた！

　雷鳴は轟とどろかない。

　だが、その発光量は稲光よりも眩まぶしく、長く、激しい。

　ヒナが兄と同じ秘策を使ったのだ。

　兄よりも遥はるかに優れた「魔法剣けん士し」であるヒナが！

「ドッドーン！」

　言い放ち、透明化の解けたヒナが空中に姿を現したとき、稲妻は火の防御壁を真上から突き破り、キャミの頭から足下まで貫いていた。防御壁のお陰で致命傷にはならなかったが、意識を刈り取るには充分すぎる一撃だった。

　これにより、栞の体に自由が戻った。

　そして、ここから先、三秒強の時間が芸術的に流れる。

　まず、

（ギュッとやって――）

　と、心の中で言って、栞しおりが『超加速』を発動させる。

　ほぼ同時に、意識を取り戻したキャミが歯を食いしばって右手を突き出したが、今度はコンマ数秒の差で栞の方が早かった。

　異次元のスピードで詰め寄り、

「犬がウンコするときみたいな顔になってるわよ」

　止まっているキャミの耳元で囁ささやき、槍をと振り下ろして両手首を切断。

　ここで一秒が経過。

　時間の流れが正常に戻り、ヒナは地面に着地した。

「ひいいいっ！」

　というキャミの悲鳴を聞いたリーダーと神父は、咄とつ嗟さに撤退の選択をした。戦いの要かなめを失い、勝ち目がないと判断した。非情だが冷静な判断である。

　敵二人はワープホール目指して一目散に走り出した。

「あっ」

「にゃっ」

　キッドとヒナのちびっ子コンビが声をあげ、追撃態勢に入ったとき。

　栞は、敵ではなく、巧たくみを見た。

　巧も、敵ではなく、栞を見た。

「……」「……」

　巧と栞の視線が絡んだのは、一瞬にも満たない時間。

　思惑が重なるのもまた、一瞬よりも短かかった。

　栞が大地を蹴けり、巧が右手を伸ばす。

　そして二人は、同時に能力を発動させた。

　いや、同時ではない。

　刹せつ那なの単位で巧の方が早かった。

　そのズレが奇跡的なタイミングの合致。

　超加速した栞が、止まった時の中を駆ける。

　敵ではなく巧に接近して、その右手を握る。

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美女剣けん士しが『分裂』したところで、また一秒経過。

　逃げる敵二人と、それを目で追っていたちびっ子コンビは『二人の栞』に気づかない。

　巧自身も「策」が成功したことを確認できなかった。

　誰だれにも気づかせず、二人の栞が再度、加速――。

　一方がリーダーに追いつき、もう一方が神父を射程距離内に捉とらえた。

「私の妹に――」「私の友達に――」

　と、前置き部分は異なったが、

「「何してくれてんのよ！」」

　決め台詞と動作は一致していた。

　万感の思いを込めて突き出した槍の先が敵二人の胴体に触れた瞬間――肉片が爆ぜた。

　それを見届けず、くるりと背を向け、二人の栞しおりが『同化』して一人に戻る。

　ここで減速。そして終しゆう焉えん。

　巧たくみたち三人に流れる時間も正常に戻った。

　激戦の傷跡が生々しく残る荒れた草原に、光の粒子が煌きらめいた。

「やったあ！」

「っしゃあ！」

　栞と巧が目を見合わせガッツポーズ。

　しかし。

「………」

「………」

　ヒナとキッドは目を丸くして呆ほうけていた。

「……ん？　どうした？」

　と巧に訊きかれても、二人は目を瞬またたかせるのみ。

　戦いが終わったことも、戦いに勝ったことも、どうやって勝ったのかも、二人には理解できた。理解できるからこそ、言葉が出てこなかった。

　息の合った――という表現を幾つ重ねても足りない、巧と栞のコンビネーション。

　通じ合った心。

　それに対しての言葉がないのだ。特にヒナは言葉にならない。

「ヒナさん……」

　と、キッドが顔を向けると、ヒナはふるふると首を横に振った。

「……今はなにも言わないで」

「……」

「明日、学校でたっくさん愚痴らせてねっ」

　赤い目をした妖よう精せいがニッコリと笑う。キッドはそれにも呆けてしまったが、三人の顔を交互に見やってから大きく頷うなずいた。「身の振り方」が間違いじゃなかったことを確信した。

「うん。また明日ね」

　この間、両手首を切り落とされたキャミが、自らの手を置き去りにしてワープホールに入るのが見えたが、誰だれも追わなかった。皆、疲れきっていた。

　巧たくみが這はいずりながら、栞しおりも『分裂』の後遺症で足を重くして、ヒナとキッドの元に歩み寄ってきた。

「ふあー、ヒナも疲れたー」

　と、ヒナもその場にしゃがみ込んだ。

　心得ているキッドが、そのヒナから順番に水の回復魔法をかけ、最後に巧を治した。

　このとき、四人の表情に安らぎはあっても安あん堵どはない。むしろ厳しさが増している。

　そう。

　戦いには勝ったが、事件は終わっていないのだ。

「もうわかってると思うけど、さっきの四人の中に『操り』はいないよ。そして、ボクもヤツの正体は知らない」

　と、キッド。巧は「わかってる」と頷うなずき、それに被せて、

「大丈夫よ。彼はもう犯人を見つけてるわ」

　栞が誇らしげに言った。つい先程、奇跡のコンビネーションを披露した二人だ、今回もまた通じ合っているのだな、とキッドは安心した。

　が。

「見つけたってのは、ちょっと違うな」

　巧が否定し、栞の顔がビキッと強ばった。

「え？　見つけてないの？　嘘うそでしょ？」

「嘘じゃねぇよ。オレ、嘘ついたことないだろ」

「あるわよ。ありまくるわよ。てゆーか本当に？　本当に捜し出せてないの？」

「捜し出さなくてもいいんだよ」

「へ？」

「捜し出さなくても、呼び出せばいい」

　小声で言って巧は立ち上がり、尻しりについた砂をパンパンと払った。

　そして――

「ニワトリ！　どこかで見てるんだろ？」

　と、突然、空に向かって声を張りあげた。

　戸惑う栞やキッドを置き去りにして、尚も空に向かって言う。

　電脳世界から現実世界へ語りかける。

「ずっと引っ掛かってたんだ。なぜ、栞やヒナ本人を操らずに小こ町まちと尚なお之ゆきを操ったのか。ここさえわかればテメェに辿たどり着つけると思ってた。実際、ここがわかったら、後は芋づる式だったぜ」

　もちろん、返事など聞こえてはこない。聞こえるのは栞やキッドの「え？」という驚きの声だけだ。それでも巧は空への語りをやめない。

「答えは『血』だ。血液型だ。テメェは自分と同じ血液型の人間しか操れない。でもって小こ町まちと尚なお之ゆきの血液型はＡＢ型。だから、テメェもＡＢ型だ」

　返答はない。

　巧たくみの独白が続く。

「それがどうした――って思ってんだろ？　それがわかったところで正体までわかりっこない――って。ところが、そーでもねぇんだ。テメェは二つほど重大なミスを犯している」

　巧はすっと腕を垂直に伸ばし、人差し指を立てた。

「一つは、下調べが甘いってこと。ま、テメェがどこまで調べてたのかは知らねぇけど、そーだとしか思えない。テメェらがコソコソとオレたちの正体を調べていたように、ブレイン・カンパニーも敵の実態を調査している。んで、そのリストがあるんだ」

　あり得ない話でも、さほど不思議な話でもないが、元・敵チームの一員であるキッドは軽く息を飲み込んだ。なぜなら、そこはチームが最も警戒していた部分だからだ。正体がバレていないかを――巧の言い分とは逆に――入念に調べていたからだ。

「まあ、このリストは百％正確なものってわけじゃない。リストアップした人間の中にはまったく無関係のヤツもいるし、データが違っているヤツもいる」

　だけどな――と言って、巧は肩をすくめた。

「性別。ある程度の年齢。利き腕に性格。その他諸々……最後に決定打として、血液型。これらの条件が見事にピッタリと一致する人間が一人だけ、いた。つまり――それがお前だよ、ニワトリ」

　この時点で栞しおりはすっかり感心してしまい「ほほう。なるほど」などと言って、小賢しいワトソン顔になっているのだが、巧はまだ止まらない。得意げなホームズ顔にもならず、おどけるようにもう一度、肩をすくめた。

「わかってる。まだ、それがどうしたと思ってんだろ？　そんな見え透いた口車には乗らないって顔をしてんだろ？　そりゃそうだ。こんな話、信しん憑ぴよう性せいの欠片もねぇ」

　栞のワトソン顔が「うぐっ」と固まったのが横目に見えたけど、スルーして、巧は突き立てている指を二本にした。

「さて、ここからが二つ目だ。テメェは尚之のことを甘く見過ぎた。アイツは確かにオレなんかよりもずっと頭が良い。でも、それだけじゃねえ。尚之はオレの何十倍もシスコンなんだ」

　栞は小声で「あ、シスコン認めた」と呟つぶやいたが当然スルーして、巧は声色を淡くした。遠くを見るように目を細めた。

「昔、小町が学校の体育倉庫に閉じ込められたことがあった。オレと尚之で必死に探して……オレが先に見つけた。そのことを尚之はずっと悔やんでいてな……次こそは僕が見つける、もう二度と遅れは取らない、そう息巻いてたよ」

　ここでフッと儚はかなげに微笑ほほえむ。そして目の細さを元に戻す。えらく芝居がかった仕草だが、実際、一人芝居状態である。

「もう一度、言うぞ。尚なお之ゆきはオレよりもシスコンだ。ぶっちゃけ変態だ。いや、もう軽く犯罪者だ。姉の携帯電話のＧＰＳ機能を勝手に設定したりするのは朝飯前で、靴に小型の発信器を仕込んだりするんだからな」

　栞しおりが「ええっ、嘘うそぉ！」と驚きの声をあげた。巧たくみは正直、静かにしてくんねぇかな、と煙たがったのだが、ある意味では素敵な観客だった。

　おほん、と咳せき払ばらいをして、巧がシメにかかる。

「もうわかるだろ？　小こ町まちの居場所はとっくに把握している。すでに会社の人間が救出に向かっている。もう着くころだぜ。一応、オレの合図を待ってから突入することになっている。小町本人を人質に取ったのが致命的なミスになったな」

　格好良く言い放ったのだが、ヒナから「三つになってるよ」と冷静にツッコまれ、巧は慌てて立てている指を三本にした。さらに、もう一本加えた。

「テメェの最大の過ちは、桃もも井い家けとその愉快な仲間たちを敵に回したことだ」

　と、本当に格好良く言い放ち、指を一本に戻して、足下を指した。

「ここに来いよ、ニワトリ。もう、テメェの身元も居場所も割れてるんだ。ここで最後の交渉をしようぜ」

　独演会が終わり、沈黙が訪れた。

　その沈黙は長く続かなかった。

　ざっ。

　遠くから草を踏む音が聞こえて――一人の男性プレイヤーが現れた。禿とく頭とうで、背が高く、筋骨隆々とした逞たくましい体つきの男。鉄製の防具を纏まとい、背中には斧おのを携たずさえている。何度か見かけた気もするが、記憶は定かではない。

　巧は男が何かを言ってくる前に、

「あれか？」

　と、キッドに確認した。

「うん。あれが『操り』だよ。プレイヤーネームは――」

「ニワトリでいい」

「……そうだね」

　確認を終えて、巧が半歩、足を踏み出した。

「動くな！」

　遠くからニワトリが叫ぶ。巧が進んだ分だけ後退している。栞の『超加速』を警戒して大きく距離を取っていた。

「桃井巧だけと話す。それ以外の三人はここから去れ」

「なっ……どこまでも偉そうにぃ！」

「ホント、生意気なハゲだね。ゲーハー、超生意気だね」

　栞しおりとヒナが、出走直前の競走馬さながらに鼻息を荒くする。それだけでニワトリはまた大きく後退した。巧たくみはすっと手を出して、いきり立つ二人を制した。

「お前らは先に帰れ」

「キミまで何を言って――」

「ここから先ぐらいは、オレ一人にやらせてくれよ」

　優しく諭して、ヒナの肩をそっと押した。ワープホール方向へと促した。それでもまだ不満そうな栞とヒナを「言うとおりにしよう」とキッドが宥なだめる。

　ヒナが渋々、頷うなずいた。

「……わかったよぉ。その代わり、絶対に――」

「心配するな。ちゃんと無事に帰るから」

　最後まで不安な顔をしたまま、栞とヒナとキッドの三人がワープホールに飛び込んだ。

　草原エリアは巧とニワトリの二人になった。

「もっと近くに来いよ。遠くて声が聞こえねぇ」

「そっちが来い。呼び出したのはお前だろ」

「うわ、めんどくせぇヤツ……」

　言いながら、巧が両手をホールドアップして、ゆっくり近づく。

　両者の間が十メートル程になったところで足を止めた。巧もニワトリの間合いを恐れた距離だ。ニワトリの方も満足だったらしい。

　風が妙に乾いて流れた。

　巧から切り出す。

「交渉ってのは、言うまでもなく、テメェの命をどうするかについてだ。もちろん現実のテメェの命をな」

「……どうするも何もないだろう。掴つかまえて殺せばいい」

「そりゃそーなんだけど、なーんか後味悪いっつーか……現実のテメェは女だしな」

「フン。今さら何を言ってやがる」

「小こ町まちに危害を加えたか？　何もしてないんだろ？」

「……さあな」

「その顔はしてないな。だったら、ここはお互い大人になって、穏便に済ませようぜ？」

　と、巧はいつの間まに拾っていたのか、キャミが装備していた「黒いメリケンサック」を懐から取り出した。

「まあ、穏便といってもテメェの指は落とさせてもらう。つまり、これと『指輪』と交換しようってこと。悪い話じゃないだろ？」

「………」

「テメェと友達になるつもりはない。ゲームに勝ったのはオレだし、かなり頭にきてる。だから無傷では済まさない。指輪は貰もらう。また誘拐されても困るしな。だけど、代わりにコレを渡す。『念動力』と『操り』のどっちが優れた能力かなんて、オレは興味ないけど、テメェなら新しい力だって上手に使いこなせるだろ？」

「………」

　ニワトリの強ばった顔がかすかに和らいだ。

「首を縦に振ってくれよ。正直、駆け引きやら交渉にはもうウンザリなんだ」

「………いいだろう」

　ニワトリは逡しゆん巡じゆんしてから首肯した。交渉は成立。だが、まだ少し詰めなければならない条件がある。

「んじゃ、斬きらせてもらうぜ」

　と、巧たくみが剣を抜き、一歩進み出る。ニワトリはそれを「待て」と止めて、斧おのを握った。

「自分で斬る」

「無理すんなよ」

「いいや。ケジメってやつだ。その代わり、オレが指を斬った瞬間、そのサックを足下に投げてくれ」

「わかった」

「信頼してもいいのか？　今さら逃げるだなんてのはナシだぜ？」

「そーゆーの疲れたって言っただろ？」

「そうだったな」

　ニワトリが右手を地面について、左手で斧を構えた。右手の指には「黒い指輪」がはめられている。

　そして、ゆっくりと斧を振り上げて……

「そんなわけないだろ！」

　ニワトリが巧に向かって突進してきた。

「オレもだよ！」

　巧が剣を振り下ろし、迎え撃つ。

　剣と斧が交錯して、次の瞬間、両者は後ろに飛び下がった。

　ニワトリが口角を吊つり上あげ、ひどく品のない笑みを浮かべた。

「お前の魂胆などお見通しだ。立たち花ばなや妹を帰したのが間違いだったな。それとも、一人で勝てると思ったのか？　なんにしてもバカだな」

「バカはテメェだ。まんまと騙だまされやがって」

「騙せてないだろうが！」

「リストなんてねーよ」

「……なに？」

　ニワトリの顔が凍りついた。対照的に巧たくみの顔が緩ゆるみ、完全に見下した笑みになった。

「いやまあ本当にあるのかもしれないけど、オレは見たことも聞いたこともない。ついでに言うと、ＧＰＳも発信器も嘘うそ。だから当然、テメェの身元も小こ町まちの居場所も知らない。あ、尚なお之ゆきがシスコンだってのはマジだけどな」

「………嘘、なのか？」

「そう言ってんだろ」

　しかし、すべてが嘘ではない。

　嘘の中に真実を混ぜることで、嘘は「良い嘘」になる。

　その真実こそが「突破口」なのだ。

　巧が空に向かって一人芝居で語った内容は、血液型のくだりを除いて、すべてが嘘――または推測――である。一か八かというのは、バレるかバレないか、という意味であり、なにかとリアクションしてくれた栞しおりには本当に肝を冷やした。

　要するに――

「オレは一流の詐欺師を夢見る男だ。卑ひ怯きような誘拐屋なんかに駆け引きで負けるわけがねぇだろ」

　――ということである。

　騙だまされたことをようやく悟ったニワトリが屈辱と怒りで肩を震ふるわせる。が、その震えはすぐに嘲ちよう笑しようがもたらすものとなった。

「はははは。さすがだ――と言いたいところだが、やっぱりお前はバカだ」

「んだと？」

「本当に一人で俺おれに勝てると思っているからさ。じゃなきゃ、わざわざ嘘をばらす必要はないし、あの三人を帰す必要はもっとない」

「……勝てるとは思ってねぇよ」

「じゃあ何だ？」

「ブチキレてんだよ。テメェだけはオレの手でブッ殺す」

　巧は剣を構えた。顔つきは言うまでもなく、全身からも怒気が溢あふれている。

　ニワトリも笑いを噛かみ殺して、斧おのを握りしめた。殺気に満ちた構えだが、隠しきれない余裕もある。一対一なら絶対の自信がある。

「なかなか楽しかったが、結局、このゲームは俺の勝ちだ」

「やってみなきゃわからねぇだろ」

「わかるんだよ！」

　ニワトリが突進した。

　瞬間。

　ドスッ。

　ニワトリの腹部に矢が刺さった。

「……え？」

　と、刺さった矢に目を落としたところへ、立て続けに三本の矢が飛んできた。

　そのうち二本は鎧よろいに弾き返されたが、一本が喉のど元もと深くまで刺さった。その矢に押されるようにして、ニワトリは後ろに倒れた。

　倒れながら視界に見えたのは、赤い目をした妖よう精せいである。

「……ひ、卑ひ怯きよう者もの……」

　穴の開いた喉からヒューヒューと息を漏らしながら、ニワトリが罵ば倒とうする。もう、それぐらいしか反抗の術がない。

　巧たくみは大の字になったニワトリを悠然と見下ろしながら、

「卑怯で結構。それがオレのやり方だ。……つーか、これはさすがにバレてると思ったんだけど、遠くにいすぎて見えなかったか？　お前、マジでチキンだな」

　ヒナたちを現実世界に帰そうとしたときに――ヒナの肩に触れることで――合図をしていたのだ。それを察したヒナが、ワープホールに飛び込むフリをして『透明化』した。

　罠わなや策と呼ぶにはあまりに粗末な仕掛けである。



    

  
    
      



    

  
    
      　だが、ニワトリは気づかなかった。

「――ま、ここはわかってくれたヒナに感謝だな」

「嫁ですから。夫の考えていることぐらいわかります」

「嫁でも夫でもないけど、そーゆーことにしといてやる」

「んで、どうするの、コレ？」

　ヒナは倒れているニワトリを指さした。致命傷を負い、呼吸すらままならない状態だが、光の粒子と化す気配はない。

　生殺与奪を委ねられた巧たくみは、迷ってから、ニワトリの頭近くにしゃがみ込んだ。

「おい、小こ町まちの居場所を言え。言えば命だけは助けてやる」

　ニワトリは喉のどから息を漏らしつつ、小町の居場所を言った。そして、意識を失った。

　巧は、聞きだした居場所を疑いはしない。猜さい疑ぎ心しんよりも虚むなしさとやるせなさが胸に去来した。言葉の届かない相手の耳元で、あえて語りかける。

「……お前が言ったように、オレは生き方が下手なのかもしれねぇ。もっと簡単で、楽で、ハッピーな生き方ってやつがどこかにあるのかもしれない」

　皮肉でも罵ば倒とうでも説教でもなく、本心から出た言葉だった。

「でも……簡単なことばかりじゃない人生を歩んでいるのは、卑屈な我慢と打算と妥協をしていない証拠なんじゃないかな？　オレはそう思うよ」

　それはもしかしたら、ヒナに聞かせた言葉なのかもしれない。

　巧は立ち上がり、剣を振りかざした。

「ヒナ、あっち向いてろ」

　と、これはハッキリと言い聞かせ、ヒナが視線をそらしたのを確認してから――

　ニワトリの右の指を切り落とした。指から指輪を抜き取って、剣を鞘さやに収めた。

「……んじゃ、帰ろうか」

「うん」

　兄妹がワープホールへと歩き出す。ヒナは言いつけを忠実に守り、最後までニワトリを見なかったが、そこに残る命の息吹みたいなものは感じていた。巧が敵を始末しなかったことはわかっていた。

「……いいの？」

　一応、訊たずねてみる。いつか復讐されるかも、という懸念はヒナでなくとも抱くだろう。

　巧は長い長い息を吐いてから、

「いいんだ。オレは……下手な生き方をする」

　言葉に少しだけ嗚お咽えつが混ざった。だからヒナは、巧の顔も見ないようにした。代わりに手を繋つないだ。巧もその手を強く握り返した。

　そして二人は現実世界へと帰還した――





　とあるマンションの一室。暗い、暗い部屋。

　小こ町まちが同じ部屋にいた『操り』からの声を聞かなくなって数時間が経とうとしていた。

　呼吸音はかすかに聞こえる。だが、声をかけても反応はない。

「終わったのね……」

　察して、心に安あん堵どが広がった。同じぐらい、寂しさも広がった。

（やっぱり来なかったか……）

　予想通りであり、願い通りのこと。だけど、寂しさが拭ぬぐえない。

「仕方ないか」

　明るく声に出してみても、すぐには癒えない。

　と、そのとき。

　ガチャリ、と外からドアノブを回す音が聞こえた。

「!!」

　目隠しをされている小町には誰だれが入ってきたのか、わからない。

　なのに恐怖とは違う意味で、心臓がドクンと跳ねた。

（……嘘うそ……？）

　ドクドク、ドクドクと鼓動が激しく高鳴る。安堵と寂しさしかなかった胸に期待という新しい感情が芽生えた。

（……来たの？）

　人の気配が近づいてくる。息苦しくて声が出せない。

　一歩、また一歩と近づいてくる。

　側まで来て、手足の縄を解いてくれた。慣れてはいないだろうが、器用な手つきだ。

　目隠しに手がかかった。

（言おう）

　と、小町が密かに誓う。ダメでもいい。ダメだとわかっているけど、今はもうプライドなんてかなぐり捨ててやろう。アイツのタレ目が見えた瞬間に好きだと言おう。

　そして、優しい手つきで目隠しが外された。

　見えたのは――

「姉さん、無事のようですね。本当に良かった……」

「………」

　弟だった。弟が潤んだ目元を隠すようにメガネをくいっと上げていた。

「……なんで？　なんでアンタなの？」

　思わずこぼれた本音に尚なお之ゆきが顔を引きつらせた。

「ぼ、僕では不満ですか？」

「不満に決まってるでしょ！」

「では、誰だれなら良かったのです？」

「そ、それは……」

　意地の悪い質問に苛いら立だちながらも、小こ町まちは名前を告げることはできない。

　尚なお之ゆきも少し反省した様子で、

「巧たくみなら家に帰りましたよ。妹と立たち花ばなさんと一緒に」

「そう………それで？」

　何か言ってた？　と続ける前に、

「事件は解決しました」

「あ、ああ、そう」

「許可が下りたので言いますが、実は僕、姉さんと同じくオペレーターとして働くことになりまして、今回巧たちを電脳世界に案内したのも僕――」

「うっさい！　どうでもいいわよ、そんなこと！」

「ど、どうでも……」

「そんなことより……っ！」

　弟の登場に驚きが大きかったからか、少し遅れてやって来た。

（ホントに来なかった……）

　という事実が。想像したことが、覚悟したことが、半ばあきらめてもいたことが、現実となってやって来た。

「……あのバカ……約束したのにぃ……」

「ね、姉さん……」

「うっさいうっさい！　こっち見るな！」

　ガシガシと弟を足あし蹴げにしながら、目元を拭ぬぐう。その手を尚之が掴つかんだ。

「んなっ！　ちょ、なにやってんのよ！　放しなさい！」

「姉さん、綺き麗れいだ」

「はああ？　アンタがそういうこと言うとマジ気持ち悪いんだからとにかく放して！」

　ぞぞぞっと本当に鳥肌を立てながら足蹴の連打を食らわせる。メガネを割った手応えもあったのに、尚之は手を放さない。

「負けを知った人間がこんなにも美しいとは」

「……え？　負け？」

　小町の足が止まった。

「もともと、生けとし生きる者の中で最も美しかったのに、姉さんは今、さらなる高みに到達しましたね。もはや神の領域だ」

「………な、何言ってんのアンタ、ホントに気持ち悪いわよ」

　気持ち悪いのは本当だけど、足は止まったまま動かせない。

（そうね。負け、ね……）

　とても悲しくて悔しいけど、その後に待っていた言葉が――たとえそれが気持ち悪い弟からの言葉だとしても――「美しい」ならば、私らしくていいかもしれない。恋を覚えたあの日から今日までの月日が間違ってなかったと、少しは思える。

「……んんよしっ！」

　小こ町まちは勇ましい声と共に、すっくと立ち上がった。

「てゆーか、負けてないし！　負けとか私にはあり得ないし！」

　尚なお之ゆきはメガネではなく、こめかみをギュウウと押さえた。

「姉さん……いい加減、認めましょうよ？　それにまだワンアウトじゃないですか」

「ワンでもツーでもアウトという概念が私には存在しないの」

「はぁ……」

　尚之が肩をすくめ露骨すぎるため息を吐いた。側頭部をハイキックで陥没させてやろうかと思うぐらい生意気な態度だったが、小町は我慢した。

「これは言わないでおくつもりだったのですが、巧たくみはもしかしたら、ジゴロの才能があるのかもしれないな。あるいはただ優柔不断なだけか……」

「あん？　何よブツブツと」

　尚之が隠し持っていた「ある物」を小町に手渡した。

　それは、傘。何百円かで売っていそうな安物のビニール傘である。

「『今日はこれで許してくれ』だそうです」

「……巧が、そう言ったの……？」

「ええ。巧が」

「ふぅん……今日は、か……」

　小町はビニール傘をキュッと抱きしめ、少女のように微笑ほほえんだ。それから、茶目っ気のある笑顔に変えて、弟を上目遣いで見た。

「ね？　まだ負けてないでしょ？」

「………ですね」

　尚之は色んなことに呆あきれつつ、だけど姉があまりにも可愛くて、それ以上、何も言えなくなってしまった。

「んじゃ、帰るわよっ」

「はい――って、蹴けらないでくださいよ」

「うっさいうっさい。さっさと歩け」

　弟を足あし蹴げにしながら部屋を出た。そのままマンションからも出た。

　外はまだ雨が降っていたのだが、

「姉さん、傘を差して下さい」

「ヤダ」

「ヤダじゃなくて、濡ぬれてるじゃないですか」

「絶～対にヤダ」

　小こ町まちは結局、一度も傘を開くことなく、びしょ濡れになって家まで帰った。

　小町と尚なお之ゆきがマンションから出た数分後に、尚之から通報を受けた警察が来るのだが、二人はそれに関わらなかった。

「操り」の正体がどうなったのかは、ごく一部の人間しか知らない。





　巧たくみとヒナと栞しおりの三人が、おんぼろアパートに着いたのは夕方のことだった。

　雨上がりの真っ赤な夕焼けがアパートを照らし、その古さを際きわだたせている。

　三人はすぐには二階に上がらず、階段の手前から、赤く染まったアパートをぼんやりと眺めた。

　色いろ褪あせた外壁。錆さびついた鉄てつ筋きん。開かい閉へいする度にキイキイと音を立てるドア。軋きしむ廊下。狭い駐輪場。雑草だらけの外周。少し離れた場所にある灯りのつかない電柱……。

　なぜか、とても、感慨深かった。

　三人とも絶対ここに帰ってくるつもりで出かけたのに、帰ってくるつもりだった場所に帰ってきただけなのに。

「なんか……上手く言えないけど、嬉うれしいね……」

　栞が言ってみると、巧とヒナは返事をしなかった。巧は気恥ずかしそうに頭を掻かいて、ヒナは頷うなずくのが癪しやくだといった様子でほっぺたを膨らませた。

　そのヒナが真っ先に階段を駆け上がった。ハッと我に返って栞と巧が続く。

　ヒナはドアを開けずに桃もも井い家けの前に立った。

　それから、くるっと回転して、栞に向かって両手を広げた。

「ん」

「え？」

「おかえりのハグ」

「……えええ？　わ、私とおお？」

「嫌なら別にいいけど」

　ヒナの膨らんだ頬ほおが赤く染まっていたのは夕焼けのせいだけではないだろう。

「いや、じゃあ、せっかくなので……」

　栞がおずおずと両手を広げると、ヒナは小さなステップを刻んで飛び込んできた。

　おでこが栞しおりのやや平らな胸に沈む。

　何秒間かそうした後、ヒナはパッと顔を上げて、



「おかえり」



　純じゆん真しん無む垢くな笑顔で、そう言った。

　大きな吊つり目から嬉うれし涙がこぼれるよりも早く、栞は言葉を紡いだ。



「ただいま」



　帰る場所がある喜び。

　おかえりと言ってくれる人がいて、ただいまと言える相手がいる幸せ。

　先ほど感じた感慨深さの正体はそういうことだろう、と栞は「可愛い妹」を優しく抱きしめながら、しみじみ噛かみしめた。

　ヒナがバックステップをして栞から離れる。そのまドアを開けて、部屋に入り、

「次は立たち花ばなさんと巧たくみくんの番ね」

　と、背中で言った。

「え、ええええっ？　わ、私と？」

「オ、オレぇ？」

「嫌なら別にいいけど。今日は特別にチューまで許してあげるのに」

　もう一度、背中で言って、ヒナは部屋の中に消えた。

「……」

「……」

　巧と栞が目を見合わせ、慌ててそらし、また見合わせる。二人の頬ほおが真っ赤に染まったのは、絶対に夕焼けのせいではない。巧が恥ずかしさマックスで髪を掻かきむしり、

「………んじゃあ、しとく？」

「な、なななにを？」

「だから、ほら、おかえりの……アレを？」

「あ、ああ、ただいまの……アレね？」

「そう、それ。それを軽く、ね」

「えっ、軽いの？」

「えっ、長いのか？」

「いいいや、じ、じ、時間はまあともかく……ね？」

「おおお、おう……だね」

「……」

「……」

　意味不明な会話が止まり、タレ目と吊つり目の視線が絡み合う。お互いの心臓が爆裂音を奏でて、唇の潤いが干からびていく。

　栞しおりは意を決して、すっ、と目を閉じた。

　巧たくみも目を閉じた。

　そして、二つの唇が徐々に接近して、重なり合う――直前。

　バン！

　部屋の中からドアが開いた。顔を出した子パンダが、

「あーそうだ。言い忘れてた。今日の巧くんとチューすると血の味がしちゃうから、気をつけてね、立たち花ばなさん」

　実に実に白々しく言って、ドアを閉め、部屋に戻った。

　世紀の一瞬を邪魔された栞は眉まゆをひそめて、だけどまだ茹ゆだった頭で、

「んもう、ヒナちゃんったらホントにぃ！　せっかくいいところだっ……あ、いや、いいところっていうのはちょっとアレだね。今のナシ。忘れて。違う。ナシにしちゃダメッ。忘れていいのはアレなセリフだけで――――ん？」

　と、栞は巧の様子が少し変なことに気づいた。

　額から多量の汗を流しているのに、顔色は真っ青だった。

「……桃もも井いくん？　どうしたの？　顔色悪いよ？」

　訝いぶかしみ栞が顔を近づける。気まずさ全開で巧が顔をそらす。

「………はっ。キミ、ま、まさかヒナちゃんと……？」

「まっ、まさかあ」

「そ、そうだよね。兄妹でチューとか絶対におかしいもんね」

「……」

「……え？　アレ？　何で黙るの？　え？　アレレ？　う、嘘うそでしょ？」

「嘘……………です」

「何その間まは？」

「長い？」

「うん。長い………ってゆーか、えええええっ!?」

　栞が巧の胸ぐらを掴つかんだ。

「嘘でしょ？　絶対に嘘でしょ？　それはダメでしょ？　神様に怒られるでしょ？　でも私は怒らないから正直に言ってごらん？　ヒナちゃん・と・チュー・した・のね？」

「………………………し」

「し？」

「た」

　黄金の右が巧たくみのテンプルに炸さく裂れつした。

「こんんの………シスコン!!」

　怒号がアパートを揺らす。

　この後、部屋の中でほくそ笑んでいたヒナと、階段から転げ落ちてかなりの重傷っぽいのに叩たたき起こされた巧を巻き込んで大ゲンカになったことは、言うまでもない。



　７月１日から、わずか３日間で。

　桃もも井い巧と、彼の周囲にいる人間は強大な嵐あらしに飲み込まれ、翻ほん弄ろうされ、それぞれが人生の転機を迎えた。

　だが、そうそう簡単に変わらないこともある。らしい。

　ともあれ。

　７月４日。

　桃井家に奇想天外な日常が戻ってきた。



    

  
    
      


　エピローグ





　紅葉が鮮やかに色づいた、ある秋の休日。穏やかな朝。

　とある町の片隅にひっそりと佇たたずむ一軒のおんぼろアパート、その二階から、

「いい加減にしなさーい！」

　立たち花ばな栞しおりの怒鳴り声が響いた。

　十畳一間の狭い部屋の中、栞が、タレ目の兄妹の首根っこを掴つかんでいる。

「一緒に寝ちゃダメって何度も何度も言ったでしょ！　どうして守らないのよっ！」

「いや、オレから一緒の布団に入ってるわけじゃねーし」

「口答えしない！」

「気がついたら巧くんの布団に入ってたんだもん。寝相が悪いだけだもん」

「間で寝ている私を飛び越える大胆な動きは寝相とは言わないの！　大体、私はちゃんと見張ってたはずなのに、どうやって潜り込んだのよ」

「透明になっただけだよ」

「その力も使っちゃダメって何度も何度も何度も言ったでしょ！」

「立たち花ばなさんだって、遅刻しそうなときとかスーパーのタイムセールのときに能力を使って速く走るくせに！」

「そ、それは、その、正当な理由があるときは許されるのよ」

「ズルイ！　てゆーかさ、立花さんもいい加減、自分の部屋を見つけてよ。何ヶ月ここに住んでると思ってるの？　本当に漬け物石なの？」

「……さ、朝ご飯の準備しよっか」

　栞しおりはあれからも桃もも井い家けで同居している。何かと理由をつけては居候のポジションを死守している。巧たくみはさして気にはしていない様子だが、ヒナはやはり、大いに不満だった。

　口論が始まるとヒナはそこを突き、栞が強引に話題を変える。

「ねえ、巧くんからもハッキリ言ってよ！　じゃないと、胸が残念だ花さんはどこまでも増長しちゃうよ」

「んまあ、いいじゃねぇか」

「なーっ！　どうして巧くんは頭も残念だ花さんに甘いのっ！」

「甘くないの。彼は優しいの。私には。てゆーか、さっきから連呼している四股名っぽい名前はなによ！」

「うわ、四股名なんて難しい言葉よく知ってたね。ヒナびっくり」

「知ってるわよ、そのぐらい！　ねえ、キミからもちゃんとお説教してよ。このままじゃヒナちゃんの生意気さが青天井だよ？」

「んまあ、そんなに怒るなよ。つーか、青天井なんて難しい言葉よく知ってたな」

「もう！　どうしてキミは妹に激甘なの！　あと、さりげなくバカにしないでよ！」

「激甘じゃないの。巧くんはヒナに激ラブなの。嫉妬はみっともないよ、残念ださん」

「花が抜けてる！」

　侃々諤々。ギャーギャーわーわー。

　おんぼろアパートの二階は、相変わらずこの調子である。

　だが、いくつかの変化もあった。その一つが、

「うっさいわねぇ。朝っぱらからケンカしないでよ」

　と言いながら、部屋に入ってきた日くさ下か部べ小こ町まちだ。

　小町は誘拐事件の直後、このアパートに引っ越してきた。

　といっても、お隣さんにはならず、一階に住んでいる。一階部分の三部屋を改装して、三十畳一間の大きな部屋に住んでいる。質素な桃井家とは違って、最新の電化製品を取り揃そろえた優雅な暮らしをしている。

　彼女は引っ越しの理由を口には出さないのだが、口に出さなくても、栞やヒナはそれを痛いほど感じ取っていた。

　なぜなら、小こ町まちの態度があからさまになっているからだ。

「あーっ！　小町さん、またそんな格好して！　ダメだって何度も何度も何度も――」

「いいでしょ。下着じゃないんだし」

「同じです！　も、桃もも井いくんの目に入ったりしたら――」

「見られてもいい下着だもん」

「そんな下着はありません！」

「小町ちゃん！　ヒナの亭主を誘惑しないで！」

　怒鳴る栞しおりとヒナ。二人は厄介な姉を抱えた気分である。小町は二人の妹を悠然と見下しながら、ひらりとＴシャツの裾をはためかせ、

「巧たくみ、美お味いしい朝ご飯つくったからウチにいらっしゃい」

「は～い」

　巧が茹ゆだりきった顔で部屋を出ようとして、栞とヒナの両方から首根っこを掴つかまれた。

「どこ行くのよ！」

「行っちゃダメ！」

「あら、ヒナちゃんもいらっしゃいよ」

「いく～」

「違うでしょヒナちゃん！　ここはタッグを組んで悪の大魔王に立ち向かう流れ――」

「ちょっと。誰だれが大魔王だって？」

「あう、そ、それは……」

「栞ちゃん。アンタ最近、ちょーっと生意気になったわねぇ」

「そうだそうだ。もっと言ってやって、小町ちゃん」

「だから！　どうしてそっちに味方するのよお！」

　ほぼ毎日、この調子である。

　巧は仲裁に入ることをとうの昔にあきらめ、こういう場合は、部屋の外に逃亡するか、ほとぼりが冷めるまで洗面所に隠れることにしている。今日のチョイスは洗面所だった。

　そして、巧が洗面所への潜入に成功したとき、プルル、と携帯電話がメールの着信音を鳴らした。

　巧ではなく、栞とヒナの電話が同時に音を鳴らした。

　仕事の連絡である。メールの送り主は、日くさ下か部べ尚なお之ゆきだ。その内容を確認してから、

「――っと、仕事だね。準備しようか、ヒナちゃん」

「ん。ケンカしてる場合じゃないね」

　と、栞とヒナはピタッと言い争いをやめて、顔つきを引き締めた。

　二人はテストプレイヤーの仕事を続けている。

　電話の鳴らなかった巧と、いつも巧にメールを送っていた小町は事実上の引退をした。

　小こ町まちは休職中という立場で、高校の卒業を待ってから、復職することになっている。

　巧たくみは、辞めたのではなく、仕事の依頼がこなくなった。現在の担当オペレーターである尚なお之ゆきが仕事を回さなくなったのだ。

　ヒナの加入によって、電脳世界は「負荷」が一層、厳しくなった。モンスターの強さは誘拐事件当時の比ではなく、あの巨大蛇がザコクラスの魔物になっている。

　最弱プレイヤーであるタクミは、さすがにもう、ついていけなくなった。

　栞しおりとヒナはエース級の戦士として活躍している。業務内容は「黒いアイテム」の回収が主になった。未だにブレイン・カンパニーがゲーム開発を続ける理由ははっきりとしないし、敵チームのような不穏分子の存在も確認されている。

　以前にも増して厳しい仕事だが、カンパニーがあくまで回収作業をしている――新たな能力者を生み出さないように努めている――姿勢と、なにより報酬が高額なので、二人は仕事を辞めずに続けている。

　桃もも井い家けはまだ数千万単位の負債を抱えているのだ。栞は先月に借金を完済したのだが、私も桃井家の一員だから、と言って、桃井家の借金返済を手伝うつもりでいる。

　もっとも、それは巧から拒否されているのだが、栞は表面上、頷うなずきつつ、密かに貯金をしている。

　いつの日か「本当の家族」になることを夢見て。いや、目論んで。

　ヒナがポポポーンとパジャマを脱ぬぎ捨て、着替え始めた。栞は着替えを持って洗面所へ移動する。

　当然、先に入っていた巧と遭遇した。着替え中だった巧と。

「ノックぐらいしろよ。つーか、お前ってよく着替え中にドアを開けるよな」

「ごめん、ごめん」

　謝り、だけど栞は洗面所から出ない。前までなら咄とつ嗟さに逃げていた栞だが、一緒に暮らしているとこういうことはよくある。さすがに自分の着替えを見られるのは困るけれど、巧の着替えは見慣れた。逆に「着替えるから出て」と急かす図太さを身につけていた。

　こういうところも変化と言えば変化である。

　言われるがまま、いそいそと顔を洗う巧に、

「そっか。キミも今日、仕事だったね」

「うん」

　巧は新しい仕事を始めていた。といっても、アルバイトなのだが、近所の小さなバイク修理工場で働いている。週に３～５日。時給は千円にも届かない。

　それでも、もともとバイク好きで知識も豊富だったし、手先が器用なので仕事もすぐに覚えた。工場長からは「卒業したら、社員になれ」と誘われている。

　今の桃井家は、ヒナの給料を全額、借金返済に充てて、巧の給料は全額、生活費に回すというシステムをとっている。

　だから、相変わらず貧乏である。ここはあまり変わっていない。

　巧たくみは身支度を終えて、洗面所から出ていこうとしたが、

「あ、あのさ、栞しおり。オレ、今日、給料日なんだ」

「うん。知ってる」

　先々月から桃もも井い家けの財務大臣はヒナから栞に替わった。勉強は苦手な栞だけど、家計のやり繰りはとても上手い。その結果、大幅なコストダウンに成功し、財政はちょっとだけ潤って、住民（無駄遣い兄妹）からは苦情が出ているのだが、それはともかく。

「それでさ、その、飯でも食いに行かね？」

「えー……行きたいけど、ヒナちゃん四人前ぐらい軽く食べるからなぁ……」

「違う。二人で行くんだよ」

「……なに？　私は邪魔者なの？　それとも、まさか、小こ町まちさんと二人で――」

「違うって！　オレと栞の二人だよ」

「行く」

「早っ」

　厳しい財務大臣の顔は一瞬で乙女の顔になった。

　この二人の関係も、ほんの少しずつだが変化の兆しを見せている。

　だが、あくまで兆しであって、変化はしきれていない。

　それがすんなりと許される環境ではない。

「ペッタンコ花さん、お着替えにいつまでかかってるの！　仕事に遅れちゃうよ！」

　洗面所の外からヒナの声がかかった。具体的な時間や待ち合わせの場所を決める直前という、ある意味、ベストなタイミングで呼ばれた。

　ヒナがいる限り、栞の乙女心は簡単には成就しなさそうである。

　ちょっと残念そうに、それでいて浮かれ顔の栞が洗面所から出ると、アパートの外からバイクのエンジン音が聞こえてきた。

　巧たち四人が部屋から出ると、そこにはバイクに乗った尚なお之ゆきの姿。

　尚之は小町に向かって誇らしげに、

「姉さん、遂にバイクが届きました。これでもう送迎は完かん璧ぺきです！」

「………うざ」

　吐き捨て、小町は自室に入った。小町の弟嫌いと、尚之の姉好きは変わっていない。

　そんな小町と対照的に、目を輝かせて尚之に駆け寄ったのは巧だ。

「おおっ、やっと来たか。いや～、やっぱカワサキも渋いよな～」

「だろ？　このエンジン音がまた格別なんだ」

　なんて具合に、巧と尚之がボーイズトークに花を咲かせる。

「……なにがそんなに楽しいんだろ？」

「ホントだねよ。あー、桃もも井いくんがまたカスタムとか言い出さないか心配だな……」

　ヒナと栞しおりはため息を吐き、苦笑した。巧たくみが楽しそうにしている様を見るのは、それほど悪い気分じゃない。最近の巧は毎日楽しそうにしている。

　傍目から見れば、これから厳しい仕事に向かう栞とヒナに比べて、巧が随分と楽をしているようにも見えるかもしれないが、二人はそんなことを思わない。

　特に、ヒナは絶対に思わない。

　これまで巧が一人で頑張ってきた分、今はヒナが頑張るのだ。ヒナが疲れたときは巧がその分、頑張る。

　それが、新しい桃井家のあり方になった。

　はしゃぐ男子二人を尻しり目めに、栞とヒナが巧のリアシート権を賭けてジャンケンをする。

　勝利した栞が、喜び勇んで巧のバイクの後部席に座り、すでにアクセルをふかしていた巧の背中に平らな胸をくっつける。

「ねえねえ、さっきの話だけどさ、私はイタリアンが食べたいかもっ」

　と、幸せそうに話しかける。それを見ているヒナが、

「うぎぎぎぎぃっ……」

　と、食いしばった歯の奥から唸うなり声ごえをあげ、わなわなと体を震ふるわせる。

　見かねた尚なお之ゆきが、嘆息しつつ、

「そろそろ行くぞ、桃井ヒナ」

「わかってるよ。でも、背中でヒナのおっぱいを堪能したら許さないからね、尚之くん」

　ヒナはヘルメットの内側で限界まで頬ほおを膨らませつつ、尚之のバイクに乗った。

　何気ない会話のようだが、巧は聞き逃のがさなかった。

　ヒナと尚之が、お互いの名前で呼び合ったことを。本人たちは無意識なのだが、これも変化と言えば変化である。

　その、ある意味では微笑ほほえましい変化を、巧のシスコン魂は認めなかった。

　巧はゆっくりと後部席を振り返り、

「栞、降りてくれ」

「……へ？」

　聞き返す栞を問答無用でバイクから降ろし、尚之のバイクに歩み寄って、ヒナを後部席から引きずり下ろし、手を引いて自分のバイクに乗せた。

「ちょ、ちょっと、桃井くん！　私がジャンケンで勝った――」

　という栞の訴えを排気音でかき消して、そのまま出立してしまった。

「えええ？　はあああ？」

　捨てられ、唖あ然ぜんとして、泣きそうになって、ブチギレた栞の肩を小こ町まちが優しく叩たたく。

「あきらめなさい、栞しおりちゃん。あのバカのアレは死ぬまで治らないわ」

「そう、みたいですね……てゆーか、小こ町まちさん」

「なにかしら？」

「私とタッグを組みませんか？　とりあえず、あのパンダを一緒に倒しませんか？」

「そういうの柄じゃないけど、いいかもしれないわね」

　栞と小町の間に奇妙な友情が芽生えた。そこへ、さらにもう一人。

「…………私も」

　と、桜さくら井いリラが加わった。背後から声をかけられ、栞と小町は軽く飛び上がって驚き、

「リ、リラちゃん、いつからそこにいたの？」

「………十分ぐらい前」

「アンタ、相変わらず存在感ゼロねぇ」

「………」

　リラはミリ単位で頷うなずいた。それが照れの仕草だとは栞も小町も気づかない。

　桜井リラも、もう電脳世界には入っていない。彼女が少年魔ま法ほう使つかいキッドになることはこれからもない。その理由をリラは語らないが、未練はないようだ。

　ただの女子高生になったリラも、少しずつだが変わってきている。変わろうと努力している。携帯メールでの会話は極力控えて、今のように自分の声で話すようになった。

「…………私も、ここに越してこようかな」

　といった意思表示をするようにもなった。小鳥の囀りのような小さな声なので、これも栞と小町に気づいてもらえなかったが、誰だれに気づかれずとも変化は変化である。

　ただ、リラは変わった今でも言葉にできないことがある。言おう言おうと思っているのだが、いつも言えずにいることがある。

　リラはその涼しい目で彼方に消えた赤色のバイクを眺め、それから自分の左手首にあるタトゥーを見て、胸中で告白した。

　なぜ、巧たくみと自分にはタトゥーがあって、栞とヒナにはないのか。

　その違いは、適合者と不適合者がいる、ということ。

　不適合者は「現実への侵食」が止まらない。止まらない侵食は、やがて、身体を食らい尽くす。

　その先に待ち構えているのは、正真正銘の最悪の事態である。

　だが、リラの能力は、その最悪の事態を乗り切る可能性がある。現実世界では、あまり役に立たないように見えても、やはり「二つの命」があるということは人智を超えた力である。だから、自分は、まだいい。

　でも、巧は………

「………」

　リラはぶるぶると首を横に振って、勝手な告白をやめた。

　きっと大丈夫だろう。

　根拠はない。

　でも、彼と、彼の周りにいる人たちを見ていると、大丈夫だと思える。

　あの兄妹はどんな困難にも打ち勝つだろう、と思えてくるのだ。





　巧たくみとヒナを乗せたバイクが湾岸道路を走る。

　潮風が心地良く体を撫なでていく。

　ギュッと背後から抱きつきながら、ヒナが巧に話しかけた。

「ジェラシー全開の巧くん、可愛かったなあ」

「……別に。ジェラってねーし。初心者の後ろに乗せるのが心配だっただけだし」

「ふふふ。強がる巧くんも超ラブリー」

「………」

　巧は運転中なので、頭を掻かくわけにもいかず、ことさら渋い表情を浮かべて照れを隠していた。

　赤信号で停車。足ブレーキを踏み、右ハンドルのブレーキを握った。



    

  
    
      



    

  
    
      　そのとき。

「!!」

　一瞬だが、巧たくみの右腕が『分裂』した。錯覚ではない。能力を使ったのでもない。

　それなのに、右腕が分裂した。分裂は自然と元に戻り、右腕は一本になった。

「…………」

　巧は本能的に察知した。

　いつか、根源的な恐怖が自身の身に降りかかることを。

　それは誰だれしもが逃のがれられないものだが、自分の場合は少し変な形でやってくる。

　この困難に勝てる人間がいるのか、どうか。

　妹が胸を押しつけている背中が、ひどく冷たくなった。

「巧くん、どうしたの？　もう青だよ？」

「……ああ、うん」

　巧はゆっくりとアクセルを回した。そして、愛車を走らせながら、

「ヒナ」

「なあに？」

「………頑張ろうな」

「なにを？」

「色んなことを。頑張って頑張って頑張って死ぬまで生きていこうな。これからも一緒に頑張って生きていこうな」

「よくわかんないけど、全然オッケーだよ。未来永劫、ヒナが一緒にいてあげる」

　桃もも井い巧と桃井ヒナ。二人は兄妹である。

　色々と訳ありの兄妹だが、その絆きずなは何よりも強い。

「――で、いつ結婚する？」

「……はあ？」

「だって、さっきのプロポーズでしょ？」

「違う！　なんでそーなるんだよ！」

「早速、今夜から頑張って子作りを――」

「しない！　それはもう何があっても絶対にしない！」

「愛さえあれば大丈夫だよ。神様も許してくれるって」

「妹よ、頼むから兄を嫌いになってくれえええ!!」

　桃井巧と桃井ヒナ。二人は兄妹である。

　色々と訳ありの兄妹だが、その絆は何よりも強い。

　でも、やっぱり、訳ありすぎる兄妹である。

《　完　》



    

  
    
      


あとがき



　頑張る兄妹の話――というテーマで書き始めた『ダブルアクセス』は今巻で閉幕となります。

　まあ、テーマなんてものは作者が勝手に持っていればいいもので（じゃあ書くなよって話ですが）、作者の意図することだろうとそうでなかろうと、一文でも一行でも一言でも、読者の皆様に楽しんでもらえたのなら、それに勝る喜びと幸せはありません。

　そんなわけで、今回の『ダブルアクセス３』を含めたこのシリーズ、如何いかがだったでしょうか？

　個人的には、この物語は書いててとても楽しかったです。前巻のあとがきにも似たようなことを書きましたが、全巻通じてやっぱり楽しかった。

　特にヒナと栞しおりの二人は、こちらの思惑を良い意味で裏切りまくってくれたので、別れるのが寂しいです。いつかまた会いたいなあ、と思っています。どこかで登場させてやろうかなあ、とわりと本気で企んでいたりもします。

　このシリーズを楽しんでくれた方には「次はもっと楽しいものを」と約束して、あまり楽しんでもらえなかった方には「次こそはもっと」と誓って、新たな物語に向かいたいと思います。



　では、簡単に謝辞を。

　のりたまさん、いつも鬼スケジュールを押しつけていたのに、いつもいつも素敵なイラストで応えてくださって本当にありがとうございます！　短い間でしたが、機会があればまた是非！

　担当さん、これからもずっと僕を叱しつ咤た激げき励れいしてください。あ、いや、叱咤の部分はいらないので、激励だけしてください。

　出版に尽力頂いた関係各位の皆様には、毎度のことながら最大級の謝意と謝罪を。

　読者の皆々様へ。本を手にとって読んでもらえて、その上、アンケートに答えてもらったり、感想や書評を書いてもらったり、心温まるファンレターをくださったり……感謝の言葉もないとはこのことです。言葉がどこにも見つからないので素直にぶっちゃけます。これからも樋ひ口ぐちを応援してください。

　最後に一文だけ私信をお許し下さい。

　母へ。これからも頑張っていこう！



　それでは、また近いうちに違う形で逢いましょう。

樋口　司つかさ



    

  
    
      

　著者

　樋口　司（ひぐち・つかさ）

　　兵庫県在住。

　　第四回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞＜∧佳作＞∨受賞。

　　愛犬ゴエモンと戯れつつ、執筆に勤しむ毎日。

　　好きな映画は「シャロウ・グレイブ」



　イラスト

　のりたま

　　11月27日生まれ。

　　ＰＣユーザーサポート、プログラマー、美少女ゲームメーカーのグラフィッカーを経て現在フリー。

　　雑誌「Ｅ☆２」やＴＣＧ「アクエリアンエイジ」

　　小説挿絵「わがままプリンセスナイト」等のイラストで活動中。
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